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Ｂ

Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ａ
Ｂ

350

ヶ所

600

ヶ所

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 --- 図 面 番 号 6 ／ 7 2

津 市 水 道 局

人 孔 工 法 図 （ 2 ）

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事



1;
0.
5

(18-8-25BB)

(1;3BB)

(RC-40,t＝100)

(18-8-25BB)

(U字溝 240用)

張コンクリート数量表 10ｍ当たりアスカーブ数量表 10ｍ当たり

アスカーブ
S＝1:10

U字溝(240)
S＝1:20

小 口 止
S＝1:20

U字溝蓋
S＝1:20

U字溝(240)数量表 10ｍ当たり 小口止数量表 10箇所当たりU字溝蓋数量表 10ｍ当たり

各種工法図(1)

S＝1:20

張コンクリート

18-8-25BB 0.28

0.03

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

コンクリート ｍ3

目　 地 　材 ｍ2

細粒度アスコン 0.55

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

アスカーブ t

0.07

16.5

4.30

1.10

0.06U字溝(240),T-2用 10

RC-40,t＝100

4.30

2.00

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

PU1-240Ｕ字溝

敷モルタル ｍ3

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

18-8-25BBコンクリート

型　　　　枠

ｍ3

ｍ2

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

グレーチング個

1；3 BB

基礎砕石 ｍ2

ｍ2同上型枠

枚

基面整正 ｍ2

瀝青繊維質目地板 t＝10ｍｍ

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 7 ／ 7 2

津 市 水 道 局

各 種 工 法 図 （ 1 ）

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

250

1
00

300

コンクリート

240
5
0
2
40

10
0

3
0

29
0

100 230 100

430

PU1-240

敷モルタル

基礎砕石

240

2
40

PU1-240

220

コンクリート(t＝10ｃｍ)

240

PU1-240

グレーチング T-2

130

1
30

230



42

42

ガードレール
S＝1:30

G r - C - 4 E

30

30

管渠工(φ300)
S＝1:10

管渠工(φ500)
S＝1:20

各種工法図(2)

注：既設桝の接続部は、開孔部の調整が必要。

@4000

管渠工(φ300)数量表 10ｍ当たり 管渠工(φ500)数量表 10ｍ当たり ガードレール数量表
10ｍ当たり

10.00

2.29

12.00

4.13

4.15

42.4

35.6

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

山　砂砂基礎

基 面 整 正

ｍ3

ｍ2

RCφ300ヒューム管 本 2ｍ/本

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

山　砂砂基礎

基 面 整 正

ｍ3

ｍ2

RCφ500ヒューム管 本 2.43ｍ/本

床　　　　堀

埋　　　　戻

ｍ3

ｍ3

名　 　　 　称 規 　　 　　格 数　 　　　 量 摘 　　　 　要単 位

ガードレール ｍ 10Gr-C-4E 10 撤去再設置

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

各 種 工 法 図 （ 2 ）

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

φ500

1200

1592

1
00

3
92

6
84

1000

φ300

1
00

2
80

46
0

14
00

21
00

7
00

砂基礎

RCφ300

砂基礎

RCφ500

支柱(φ114.3)



U字
溝
(240)

U字
溝
(240)U字

溝
(2
40
)

U字
溝
(2
40
)

U字
溝
(240)

管渠工(φ
300

)

0.40

1.00

1集　水　桝
500×500×500
PC桝同等品以上 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T-25)付

18-8-40BB t＝100

同 上 型 枠

箇所

箇所

箇所

246×159

270×159

240×159

0.40

1.00

1集　水　桝
500×500×500
PC桝同等品以上 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T-25)付

18-8-40BB t＝100

同 上 型 枠

箇所

箇所

箇所

349×159

240×159

φ300×φ326長孔

1

1

1

1

11

2.7

2.1

1.0

2.7

2.1

1.0

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

1箇所当り

ｍ2

ｍ2

個

ｍ3

ｍ3

均しコンクリート

開　口　穴

ｍ2

床　　　掘

埋　　　戻

基 面 整 正

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

ｍ2

ｍ2

個

ｍ3

ｍ3

均しコンクリート

開　口　穴

ｍ2

床　　　掘

埋　　　戻

基 面 整 正

1箇所当り

集水桝(1)
S＝1:20

集水桝(2)
S＝1:20

各種工法図(3)

集水桝(1)数量表 集水桝(2)数量表

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

各 種 工 法 図 （ 3 ）

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事
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H＝1.8ｍ,直忍返付
ネットフェンス

名　　　称 規　　格 単 位 数　　　量 摘　　要

10ｍ当りネットフェンス数量表

ｍ 亜鉛ﾒｯｷ 300g/ｍ210金網 φ3.2×56ｍｍ

基礎ブロック 200×200×450 個  5

風圧力に依る。

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく

めっきとする。

本柵の金網規格は下記の通りとする。

φ2.6×40ｍｍ,φ2.6×56ｍｍ

φ3.2×50ｍｍ,φ3.2×53ｍｍ

外装は金網類及びバ－ブドワイヤを除く他は、溶融亜鉛

基礎条件・・・長期許容地耐力　98 kN/ｍ2

２．

備考

１．

設計条件

完全式菱形金網
(φ3.2×56mm)

風圧力に依る。

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく

基礎条件・・・長期許容地耐力　98 kN/ｍ2

本図門扉は施錠側 180゜開き,施錠側落しとする。

外装は金網類及びバ－ブドワイヤを除く他は、溶融亜鉛

めっきとする。

１．

２．

備考

設計条件

H＝1.8ｍ,W＝4.0ｍ 直忍返付
門　　　　扉

名　　　称 規　　格 単 位 数　　　量 摘　　要

10箇所当り門扉数量表

組 亜鉛ﾒｯｷ 300g/ｍ210金網 φ3.2×56ｍｍ

基礎ブロック 500×500×700 個

落受基礎ブロック 300×200×200 個

20

10

基　礎　材 RC-40,t＝100 ｍ2 7.20

完全式菱形金網

□

GL＋0ｍ

□

GL＋0ｍ

胴縁に金網取付断面図

φ9.5 c . t . c . 3 0 0

水抜穴

S＝1:3

門柱・扉枠位置関係図

門　扉 H＝1.8ｍ,W＝4.0ｍ（直忍付）ネットフェンス H＝1.8ｍ（直忍付）
S＝1:20

φ4 . 0

φ5 0 . 8×2 . 3 φ5 0 . 8×2 . 3

（水抜穴付）

φ38 . 1×1 . 6

φ3 8 . 1×1 . 6

フックボルト M 8
（フック座金付）

バ－ブドワイヤ φ2 . 0

φ50.8×1.6

φ38.1×1.6

φ89.1×3.2

φ38.1×1.6

（引付金具付）
φ13 ブレ－ス

落しφ16
舟形落し受付

φ89.1×3.2

（フック座金付）
フックボルト M8 バ－ブドワイヤ φ2.0

蝶番

φ38.1×2.3
施錠装置

S＝1:30

S＝1:5

扉枠
門柱

開き方向

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 1 0 ／ 7 2

津 市 水 道 局

ネ ッ ト フ ェ ン ス ・ 門 扉 工 法 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事
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φ500

φ450

AS

AS

コンクリート舗装

アスファルト舗装

舗 装 工 計 画 図

断 面 図
S＝1: 20

平 面 図
S＝1:100

ANo.0

ANO.0+10.00

ANO.0+15.00

凡例

コンクリート舗装　A ＝ ①＋②＋③ ＝ 8.93＋56.56＋4.22 ＝ 69.71 ｍ2

アスファルト舗装　A ＝ ④＋⑤ ＝ 14.96＋16.99 ＝ 31.95 ｍ2

500 5
0
0

5
0
0

500 5
0
0

5
0
0

150
133

0

430 1130

110 4
3
0

460

4
7
0

1
5
9
0

1
1
0
0

1
1
1
0

66
40

65
20

63
40

49
60

47
80

44
90

25
00

25
00

1700

1700

93
0

93
0

1800

1510

1360

51
80

51
80

4680

8250
8140

7630

20
0

31
90

16
00

68
20

300

2
0
0

12
20

4000

14
10

1220

78
0

600

4330

3500

3100

3670

33
90

44
40

3090

3080

46
10

51
30

10
80

2
34

0

張コンクリート(18-8-25-BB)

路盤(再生砕石 RC-40)

88.04

88.04
再生砕石

表層(再生密粒度アスコンTOP13)

路盤(再生砕石 RC-40)

39.06

39.06
再生密粒度アスコン

再生砕石

(φ6-網目150×150)

φ6-網目150×150 88.04

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

コンクリート舗装数量表 1式当たり

18-8-25-BB張コンクリート

路　　　　盤

ｍ2

ｍ2
RC-40,t＝10ｃｍ

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

アスファルト舗装数量表 1式当たり

TOP13,t＝5ｃｍ表　　　　層

路　　　　盤

ｍ2

ｍ2
RC-40,t＝20ｃｍ

溶 接 金 網 ｍ2

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 1 1 ／ 7 2

津 市 水 道 局

舗 装 工 計 画 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

①A＝ 8.93ｍ2

②A＝56.56ｍ2

③A＝ 4.22ｍ2

④A＝14.96ｍ2

⑤A＝16.99ｍ2

10
0

1
00

2
00

5
0

溶接金網



F H 9 5 . 0 0

F H 9 5 . 0 0

N o . 0

N o . 0 + 5 . 1 0

N
o
.
0

ANo.0

ANo.1+11.00

ANO.0+10.00

ANO.0+15.00

ANO.1

Br-No.3

H=94.49m

Br-No.4

H=92.05m

取壊撤去工平面図
S=1;100

　 　N=1 　 　N=1

  N=1

KBM.1

W93.80

W94.20

W94.99

W90.78

W90.76
W90.70

91.90

92.25

92.62

93.63

93.88

W91.85

W92.11

92.35

92.02

93.49

93.92

94.25

95.13

94.16

95.58

93.21

W91.94

W91.81

92.25

92.45

91.94

92.05

91.93

91.63

U-
18
0

U-2
40

U-300B

HPφ500

HPφ450

93.65

95.11

94.93

AS

AS

AS

AS

AS

92.42

91.59

W91.04

W91.13

HPφ
500

EL93.43

1:
1.
8

EL
94
.3
0

EL93.80

K706

K705

K704

190-7

I
P.
2
0 NO
.6

H=95.488

IP
.1
9

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 1 2 ／ 7 2

津 市 水 道 局

取 壊 撤 去 工 平 面 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

3
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1
0
0
0

5 0
0 0

1 0
0 0

ヒューム管(φ450)撤去 L=8m

集水桝(2)撤去

U字溝(300B)撤去 L=7m

集水桝(1)撤去

ヒューム管(φ500)撤去 L=10m

ガードレール(Gr-C-4E)撤去 L=8m

U
字

溝
(
1
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)
撤

去
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42

1 0 . 0

38

38

A=0.072m2A=0.058m2

V = 0 . 5 8 m 3 1 0 . 0 V = 0 . 7 2 m 3

U字溝(300B)撤去
S=1;20

A=0.055m2

1 0 . 0 V = 0 . 5 5 m 3

U字溝(180)撤去
S=1;20

A=0.024m2

1 0 . 0 V = 0 . 2 4 m 3

ガードレール撤去
S=1;30

取壊撤去工工法図(1)

名　 　　 称 規 　　　 格 数 　　 　量 摘　 　　 要単 位

ヒューム管 ( φ 4 5 0 ) 撤去数量表 1 0 m 当たり

R C φ 4 5 0ヒュ ーム 管 ｍ

名　 　　 称 規 　　 　格 数　 　　 量 摘 　　 　要単 位

ヒューム管 ( φ 5 0 0 ) 撤去数量表 1 0 m 当たり

R C φ 5 0 0ヒュ ーム 管 ｍ

名 　　 　称 規　 　　 格 数 　　 　量 摘 　　 　要単 位

U 字溝 ( 3 0 0 B ) 撤去数量表 1 0 m 当たり

3 0 0 BU 　字 　溝 ｍ

名　 　　 称 規 　　　 格 数 　　 　量 摘　 　　 要単 位

U 字溝 ( 3 0 0 B ) 撤去数量表 1 0 m 当たり

3 0 0 BU 　 字　溝 ｍ

G r - C - 4 E

ヒューム管(φ450)撤去
S=1;20

ヒューム管(φ500)撤去
S=1;20

@4000

ガー ドレー ル撤去 数量 表
1 0 m 当り

名　 　　　 称 規 　　　 　格 数　　 　　量 摘　 　　　 要単 位

ガード レー ル ｍ 1 0G r - C - 4 E 1 0 撤去 再設 置

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 1 3 ／ 7 2

津 市 水 道 局

取 壊 撤 去 工 工 法 図 （ 1 ）

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

φ=50
0

φ=45
0

300

3
0
0

180

1
8
0

RCφ500
RCφ450

支柱(φ114.3)

1
4
0
0

2
1
0
0

7
0
0



集水桝(2)撤去
S=1;20

(縞鋼板-700×700×2.3)
(等辺山形鋼-50×50×4×2160)

(縞鋼板-900×900×2.3)
(等辺山形鋼-50×50×4×2960)

集水桝(1)撤去
S=1;20

0 . 7 9
縞鋼板-700×700×2.3

等辺山形鋼-50×50×4×2160

1 . 0 2
縞鋼板-900×900×2.3

等辺山形鋼-50×50×4×2960

隔　壁　撤　去
S=1;30

舗 装 版 取 壊
S=1;100

1 1

取壊撤去工工法図(2)

L=3.08m

L=3.10m

L=3.67m

アスファルト舗装版

名 　　 　称 規 　　 　格 数　 　　 量 摘 　　 　要単 位

舗装 版取 壊数 量表 1 式当 たり

t = 5 c m 3 1 . 9 5アスファルト舗装版 ｍ2

アスファルトカッター ｍt = 5 c m  9 . 8 5

3090

3080

4
6
1
0

5
1
3
0

3100

3670

3
3
9
0

4
4
4
0

1
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A=16.99m2
A=14.96m2

名　 　　 称 規 　　 　格 数　 　　 量 摘 　　 　要単 位

集水桝 ( 2 ) 撤去数量表 1 箇所当 たり

無 筋コ ンク リート ｍ3

桝　　蓋  ( 2 ) 枚 W = 1 6 k g

名　 　　 称 規 　　　 格 数 　　 　量 摘　 　　 要単 位

集水桝 ( 1 ) 撤去数量表 1 箇所当たり

無 筋コン クリ ート ｍ3

桝　　蓋  ( 1 ) 枚 W = 2 5 k g
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92.62

93.49

W91.81

92.25
HPφ500

HPφ450
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92.42

W91.04

EL93.43
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K706

集水桝(1)撤去

(H=1700)

名 　　 　称 規　 　　 格 数 　　 　量 摘 　　 　要単 位

隔 壁撤 去数 量 表 1 箇 所当たり

鉄 筋 1 . 5 3コンク リー ト ｍ3

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 1 4 ／ 7 2

津 市 水 道 局

取 壊 撤 去 工 工 法 図 （ 2 ）

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

200 600×600 200

1000×1000

(
1
5
0
)

1
0
0
0

(
1
1
5
0
)

無筋コンクリート

桝蓋(2)

200 800×800 200

1200×1200

(
1
5
0
)

1
0
0
0

(
1
1
5
0
)

無筋コンクリート

桝蓋(1)

Asカッター(t=5cm)

Asカッター(t=5cm)

Asカッター(t=5cm)

3
0
0

1
2
0
0

1
5
0
0

1500 300

1800

鉄筋コンクリート



T.5

KBM.1

W93.09

W93.80

W94.20

W94.99 W96.25

W90.78

W90.76

W90.70

91.12

91.90

90.80

92.25

92.62

93.63

93.88

W91.81

W91.85

W92.11

92.35

92.02

91.98

93.49

93.92

94.25

95.13

94.16

95.58

93.21

W91.94

W91.81

92.25

W92.09

W92.66

92.45

91.94

92.05

91.93

91.63

91.70 91.66

W90.71

U
-
1
8
0

U-2
40

U-2
40

U-
24
0

U-300B

HPφ
500

HPφ450

93.65

95.11

94.93

97.09

AS

AS

AS

AS

AS

92.42

91.59

W91.04

W91.13

HPφ
500

W89.61
W89.74

W90.02

EL92.74

EL93.43

E
L
9
3
.
7
0

E
L
9
4
.
3
0

EL93.80

W91.81

I
P
.
1
9

I
P
.
2
0

N
O
.
6

H=95.488

FH95.00

No.0

No.0+5.10

No.0

ANo.0

ANo.1+11.00

ANO.0+10.00

ANO.0+15.00

ANO.1

H
P
P
E
φ

1
0
0
 
L
=
1
2
.
5
0
m

φ100×45°

H
P
P
E

2
.
5
0

H
P
P
E
-
E
F

5
.
0
0

H
P
P
E

3
.
2
1

φ100×45°

GX
直
管

4.
00

GX
直
管

3.
81

G
X
直

管
1
.
7
0

G
X
直

管
0
.
9
9

φ100×45°

DI
P(
GX
) 
L=
12
.1
3m

(
2
-
2
)

φ100(7.5K)

(1
-1
)

(
1
-
1
)

第 1 送 水 ポ ン プ 場 内 配 管 図
S= 1 : 1 0 0
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工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 1：100 図 面 番 号 1 5 ／ 7 2

津 市 水 道 局

場 内 配 管 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事
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①・・・再生砕石(RC-40)

②・・・埋戻し用砂

掘削 埋戻

機械
掘削

市道：DIP(GX)φ100

【津市　市道】

②

掘削 埋戻

機械
掘削

市道：HPPEφ100

【津市　市道】

②

①①

路 盤 工：再生砕石(RC-40) t=22cm

表 層 工：再生密粒度ｱｽｺﾝ(13) t=3cm
（プライムコート PK-3)

路 盤 工：再生砕石(RC-40) t=22cm

表 層 工：再生密粒度ｱｽｺﾝ(13) t=3cm
（プライムコート PK-3)

掘削及び埋戻工法図
S=1：20

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 1：20 図 面 番 号 1 6 ／ 7 2

津 市 水 道 局

掘 削 及 び 埋 戻 工 法 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

500

h
+
1
6
8

5
0

h
+
2
1
8

1
0
01
1
81

0
0

3
1
8

3
0

h
+
2
1
8

土
被

り
h

DIP(GX)φ100

舗装版切断工：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=5cm

舗装版取壊工：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版 t=5cm    

500

h
+
1
7
5

5
0

h
+
2
2
5

1
0
0
1
2
5
1
0
0

3
2
5

3
0

h
+
2
2
5

土
被

り
h

HPPEφ100
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舗 装 復 旧 工 図
S=1：20

【津市　市道】

舗装取壊し時 本復旧時

表　層　工：再生密粒度ｱｽｺﾝ(13) t=5cm舗装取壊しAs t=3㎝
（プライムコート PK-3)

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 1：20 図 面 番 号 1 7 ／ 7 2

津 市 水 道 局

舗 装 復 旧 工 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

掘削幅

舗装復旧幅

舗装取壊しAs t=5㎝ 不陸整正

設　　計　　図



S=1:30第１送水ポンプ室配筋図（1/7）
平面図

A - A

B - B 断面
C - C 断面
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工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 1 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

ポンプ室配筋図（1/7）

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。
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頂版(下面)

頂版(上面)

第１送水ポンプ室配筋図（2/7） S=1:30

底版(上面)

底版(下面)
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工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 1 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

ポンプ室配筋図（2/7）

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事
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側壁(外面)

D - D 断面

側壁(内面)

D - D 断面 E - E 断面

側壁(内面)

E - E 断面

側壁(外面)

第１送水ポンプ室配筋図（3/7） S=1:30
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図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 2 0 ／ 7 2

津 市 水 道 局

ポンプ室配筋図（3/7）

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。
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白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事
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S30

S31

S32

S33

S34

S35

S36

S37

S38

S39-2

S40-2

径

D19

D19

D19
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４
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５
５
０
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５
２
２

５

２２５ ２２５ １４０

井戸用水中ポンプ

ケーシングφ２００

ホイストレール

吸込口切欠加工

エアーチャンバ
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φ250 モルタル充填

３５０ １５ ３５０１５

４，５００

９
０
０
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５

０
４
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０

９８０
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１，０２５ ８００ ８００
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１
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１４０



流量計室配管図 Ｓ＝１：２０

▽ ＧＬ 

平 面 図

１

２

３

４

両Ｆ短管

短面間伸縮継手

番 号 名 称

１００Ａ　Ｌ＝７００（上水Ｆ）

形 状 ・ 寸 法

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

φ７５　Ｌ＝２００±３０Ｌ（上水ＲＦ）

１

φ８０　Ｌ＝２３０（上水ＲＦ）

２線式電磁流量計（ＳＵＳ）

ＦＣＤ内外面粉体

Ａ－Ａ断面図

備 考

ＡＡ

▽ ＧＬ 

Ｂ －Ｂ断面図

Ｂ

Ｂ

６

両Ｆ違径管
１００Ａ×８０Ａ　Ｌ＝１２０（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

両Ｆ違径管
１００Ａ×８０Ａ　Ｌ＝４００（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ（主８０Ａ）

Ｆｔ１００Ａ １００Ａ ＰＥ φ１００

２３４６７８９

５
０

Ａ

１０

１２

１１

１

１００Ａ １００Ａ ＰＥ φ１００

２３４６７８９

５０Ａ

１０１２ １１

７

８

９ 両Ｆ短管
１００Ａ　Ｌ＝７００（上水Ｆ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

１０

１１ 両Ｆゴムフレキ
５０Ａ　Ｌ＝１５０（１０ｋＦ）

ＳＵＳ３０４フランジ

１２ 両Ｆ短管
５０Ａ　Ｌ＝６５７（１０ｋＦ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

フランジレス蝶型弁
φ５０　ウォームギヤ式

ＦＣ外面エポキシ樹脂、弁体ＳＣＳ

専用取付ボルト ＳＵＳ３０４

フランジレス蝶型弁
φ１００　ウォームギヤ式

ＦＣ外面エポキシ樹脂、弁体ＳＣＳ

専用取付ボルト ＳＵＳ３０４

バイパス弁

バイパス配管接続

導水配管接続

受水槽流入配管接続

フランジレス蝶型弁
φ１００　ウォームギヤ式

ＦＣ外面エポキシ樹脂、弁体ＳＣＳ

専用取付ボルト ＳＵＳ３０４

３ＦＴ字管
１００Ａ（上水Ｆ）×５０Ａ（１０ｋＦ）

ＳＵＳ３０４－２０ｓ

Ｌ＝３４０、Ｉ＝２５０

把手詳細図

ＳＵＳ３０４ ＣＨＰＬ－４．５ｍｍ

縞鋼板蓋平面図

（取外し可）
（取外し可）

Ｆ
Ｅ
Ｐ

５
０

ＦＥＰ５０

Ｓ＝１：５

（取外し可）

（モルタル充填）
（モルタル充填）（モルタル充填）

（モルタル充填）

（モルタル充填）

（モルタル充填） 受水流量計（電気設備）

（
電

気
設
備

）

（電気設備）

（モルタル充填；電気設備）

（モルタル充填；電気設備）

５

５

５

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 2 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

受 水 流 量 計 室 配 管 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 1 送 水 ポ ン プ 場

モルタル勾配ヌリ（ｔ＝５０～３０） モルタル勾配ヌリ（ｔ＝５０～３０）
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５
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ＳＵＳ３０４ φ１３ｍｍ

ＳＵＳ３０４－４０ｓ １５Ａ

ＳＵＳ３０４ ＣＨＰＬ－４．５ｍｍ

把手 SUS304 φ13

ＳＵＳ３０４ Ｃ－１００×５０×６

ＳＵＳ３０４ Ｃ－１００×５０×６
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φ150 コーンスリーブφ250 コーンスリーブ
φ250 コーンスリーブ

φ200 コーンスリーブ

２，１４０

１００ ２，１００ １００

６２５ １２０ ６１０ １２０ ６２５
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０
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φ150 コーンスリーブ φ200 コーンスリーブ

φ250 コーンスリーブ

φ250 コーンスリーブ



・　椅子　　・　書棚黒板　　・　製図板　　・　掛け時計　　・　温度計3

※ 図示    ・               載荷荷重（        kg）

※ 100

  カメラマン選定は監理者の指示による

  合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

MDF、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂及び仕上げ

塗材は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散の少ないものとする。

  保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しな

いか、発散の少ないものとする。

  接着剤は、フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-n-エチルヘキシル

を含有しない難揮発性の可塑材を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、

トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が少ない

ものとする。

  塗料は、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

発散しないか、発散が少ないものとする。

  これらの建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散の少ないものとする。

他産業の廃棄物で得られた再生資源についても利用促進を図るものとする

14

13 騒音･振動の防

12

11

10

9

8

7

6

5

(1.3.8)

  引渡を要するもの、再生資源の利用を図るものについては調書を作成

し、監督員へ提出すること。

  引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再

資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適切処理し監督員に

報告する。（マニフェストA、B2、D票を提示し、E票については写しを

提出すること。)

　成形板等の解体・撤去にあたっては、事前にアスベスト含有に係る施工

調査を行う。

　含有が判明した等の場合は、改標仕(9・1・3）に従い処理する。

・ 建設発生木材

　引渡しを要するもの　(                                         )

　特別管理産業廃棄物　  ※有(                                   )

     処理方法(                                               　  )

　現場において再利用を図るもの　(                               )

　再生資材の利用を図るもの

※ アスファルトコンクリート塊　　※　セメントコンクリート塊

発生材の処理等

電気担当技術者 適用する

(1.3.3)

技能士 職種別に可能ものについては積極的に活用のこと。

(1.5.2)

建築材料等   本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有す

る新品とするほか国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機

材等品質性能評価事業 建築材料等評価名簿」（ 新版）（以下「評価名簿」

という。）及び別記記載の資材及び見積メーカー(参考)又はこれらと同等

とする。品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努める

こと。

　また、建設工事で得られた再生資源の活用はもちろんのこと、

リサイクル認定

製品の利用

施工中の安全

安全管理

  接着剤及び塗料の塗布にあたっては、使用方法及び塗布料を十分に

管理し、適切な乾燥時間をとるものとする。また、施工時、施工後の

通風、換気を十分に行い、室内に発散した化学物質等を室外へ放出さ

せることとする。

住宅 その他

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

室内空気中の

化学物質の

濃度測定

適　　　用

施設用途

ホルムアルデヒド

トルエン

キシレン

エチルベンゼン

スチレン

パラジクロロベンゼン

学校、教育施設

　測定対象化学物質(○で示したものとする。）

　測定対象室及び測定箇所数(※　図示　　・　　　　　　　）

　測定方法(※　パッシブ法　　・　アクティブ法）

　報告書提出部数　２部

※

※

※

特別な材料の工

法

止

※

※ 　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された

建設機械を使用する。

当該製品の指定工法による。

　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は

排出ガス対策建

設機械の使用

　排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対策型

機械を使用する。

22

21

20

19

18

17

16

15

　施工可能時間帯　　　※　指定なし　　・　　　時　～　　　　時

　部位別の施工順序　　※　指定なし　　・　　

　工事車両の駐車場　　※　指定なし　　・　図示　　

　資材置場　　　　　　※　指定なし　　・　図示

4

　施工可能日　　・　指定なし

施工条件 　監督員と協議し決定する。

※　一部に土、日曜日、祝祭日施工あり。

(1.3.5)

監督員に提出しなければならない。

建築鉄骨設計基準及び同解説

（支持力  460,360KN/本 ）※ 打込み工法

・ 開放型    ※ 閉そく型

（   17.0 ）m

※ 300    ・ 350    ※ 400    ・ 450    

※ A種   ・ B種   ・ C種   ・ D種   ・ E種   ・ F種※ PHC杭

※ 監督員の指示による

※ 位置及び本数    ・ 図示    ※   1 本

・　利用できる　　※　利用できない

面積　※　10㎡程度　　・　20㎡程度　　・　35㎡程度　

・30

）工法

1

Ⅰ . 工事名

1

2

.

.

.3

工事場所

敷地面積

工事内容

棟名称

1 共通仕様

項　　　目 特　　記　　事　　項

Ⅲ . 建築改修工事仕様

2 .

.

特記仕様

(1)

(2)

(3)

工  事  特  記  仕  様  書

構造

建築面積

延面積

工事項目

Ⅱ . 工事概要

特記事項は、○印の付いたものを適用する。

を適用し、※印の付いたものは適用しない。

特記事項に記載される内容が複数ある事項については○印の付いたもの

使用材料等で､複数の材料に○印が付いたものは図面による。

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

項目に記載の（　　）内番号は改標仕の該当項目、図又は表を示す。

「公共建築工事標準仕様書」(「建築工事編」平成16年版）（以下「標準仕様書」という。）による。

項

通

事

般

共

一

１

章

※図面参照

  請負者は、受注時において工事請負代金額が、500万円以上の工事につい

て、(財)日本建設情報総合センター（以下「JACIC」）が運営する工事実績情報

サービス(CORINS)に、「CORINS入力システム」により当該工事に係るデータ登録

を行わなければならない。

　データ登録は、受注時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、

監督員の確認を受けたうえ、契約締結後10日以内にJACICに対し登録

申請を行い、JACICから｢工事カルテ受領書｣が請負者に届いた際には、

その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

　なお、工事請負代金額が2500万円以上の工事の場合は、受注時に加え

て、変更及び完成時においても同様に「工事カルテ」を作成し、監督員の

確認を受けたうえ、登録内容の変更時にあっては、変更契約締結後10日

以内に、完成時にあっては、工事完成後10日以内にJACICに登録申請

しなければならない。（変更時と完成時の間が10日に満たない場合は、

変更時の提出を省略できるものとする。）

　ただし、期間には土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する

国民の祝日等は含まない。

  請負者は、工事を施工するためのに締結した下請契約の請負代金額

(当該下請契約が2以上ある時は、それらの金額の総額)が4,500万円

以上になるときは、施工体制台帳を作成し、工事現場に備えると共に、

別に定める様式により、監督員に提出しなければならない。

  請負者は、各下請負者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、

工事関係者が見やすい場所及び公衆の見やすい場所に掲げなければならない。

　また請負者は、施工体系図を別に定める様式により監督員に提出しなけ

ればならない。

建設副産物情報

交換システムの

利用

　再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、請負者は受注時にお

いて工事請負金額が１億円以上の工事については、工事着手前に「再生資

源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を監督員に提出する。

　また、工事完了後にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」

への実績報告を行うこと。

適用基準等

工事実績情報の

登録等

(平成13年版)

(平成10年版)

(平成11年版)

建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

3

2

  工事写真の撮り方／建築、及び同／建築設備に従い撮影する。

  電子納品とし、次のものを提出する。

   で印刷したもの　　１部

  作成する ( ※ 完成図    ・ 保全に関する資料 )

  完成図作図範囲(配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等)

完成図の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　ＣＡＤによる作成 ( ※　要　　・　不要 )

　　ただし、作成できない場合は監督員との協議による。

　ＣＡＤによる提出 ( ※　要　　・　不要 )

　　ただし、提出できない場合は監督員との協議による。

　全写真のサルネームを印刷したもの（A4版用紙）　　１部

　代表的写真を抽出し、Ｌ版相当サイズ（A4版用紙に1ページあたり３枚）

工事写真

完成図

完成写真   デジタルカメラで撮影し、全てL版相当サイズで印刷する。

  箇所数は 外観4面 各室2面 程度とし、規定の箇所数が確保できない場合

には、監督員と協議すること。

　CD  部数は「19 電子納品」を参照

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

(3.2.3)(表3.2.1)

3

2

事

土

工

1 埋戻し 及び

盛土

種別    ・ A種    ※ B種    ・ C種    ・ D種

・ 処分地指定    処分地 (                                        )

・ 処分地未定につき相互協議する。 暫定運搬距離  8km

建設発生土の

処理

(3.2.5)

自由処分※

4

工

事

地

業

4

3

試験杭 及び

試験堀り

(4.2.2)

・ 試験堀

杭の載荷試験

(4.2.3)

試験方法 ・ 鉛直載荷    ・ 水平載荷    

・ 位置、形状及び箇所数    ※ 図示    

地盤の載荷試験

既成コンクリート

杭

(4.2.4)

(4.3.2)

(4.3.3)

位置 

報告書 ※ 提出部数 2部

試験方法 ※ 平板載荷    

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

位置 

報告書 ※ 提出部数 2部

・ SC杭

・ RC杭

・ 1種   ・ 2種 （ ・ A種   ・ B種   ・ C種）

・ 1種   ・ 2種 （ ・ A種   ・ B種   ・ C種）

・ 上記以外の建築基準法に基づく杭

 径

 長さ

 先端形状    

施工方法

・ 打撃工法

・ プレボーリング併用打撃工法

8

6

5

鉄筋

(4.4.5)

(4.3.4)

(4.3.5)

(4.3.3)

(4.3.6)

(4.3.5)

(4.3.4)  （掘削深さ 設計GL-        m    掘削径        mm）

・ セメントミルク工法

・ 特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

（支持地盤            ）

（支持地盤            ）

(4.3.7) 継手

杭頭の処理

（工法               ）

鋼杭地業

(表4.4.2)

(4.4.2)

・ 鋼管杭

・ H形鋼管杭

 径

 長さ

先端形状

補強工法

継手

施工方法

※ 行う

※ アーク溶接 ・ 無溶接継手

・ 行わない

（        ）m

・ SHK400   ・ SHK400M   ・ SHK490M

・ SKK400   ・ SKK490

・ 300   ・ 350   ・ 400    ・ 450   ・ 

※ 補強バンド    

※ JISA5525(鋼管ぐい)

※ 開放形    ・ 

（支持地盤                        ）

・ セメントミルク工法

・ 特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

・ 打撃工法

・ プレボーリング併用打撃工法

・ 打込み工法 （支持力                       ）

 （掘削深さ 設計GL-        m    掘削径        mm）

杭頭の処理 ※ 行う          ・ 行わない

（支持地盤                        ）

場所打ち

コンクリート

杭地業

・ アースドリル工法

施工方法

・ リバース工法

・ オールケーシング工法

・ 鋼管コンクリート杭工法

・ 拡底 ( ・ 行う    ・ 行わない)

(4.5.4)

(4.5.5)

※ 鉄筋の種類は標準仕様書 5章2節による

コンクリートの種別    ・ A種    ・ B種(表4.5.1)

(4.5.3)

設計基準強度(            )

セメントの種類    ※ 高炉セメントB種    ・ 

小かぶり厚さ    ※ 100    ・ 

支持地盤(                        ）

N/m㎡

地盤改良

砂及び砂利地業

捨コンクリート地業

床下防湿層

(4.6.5)

(4.6.6)

(4.6.3)

(4.5.4)

9

10

厚さ(mm)

※ ポリエチレンフィルム（厚さ ※ 0.15mm以上    ・             ）

※ 防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

　　（A4版用紙に1ページあたり3枚）　1部

  アルバム　2部 （大きさ 335mm×290mm程度、カラー）

  工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事

写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

（提出部数    ※　２部　　・　　  部）

  工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成

図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

（提出部数    ※　２部　　・　　  部）

※

※

電子納品

設備工事との

取合い

施工範囲

図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び補強

自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出して、監督員の

承諾を受けること。

※

※

※

※

養生その他

事故報告

調査協力

　工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕

上げ共、在来にならい補修する。

　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するととも

に、事故発生報告書を監督員に速やかに提出すること。

  受注者は、発注者が行う生コンクリートに関する調査に協力すること。

調査内容については、購入先、購入価格、資材の搬入と施工に条件に関

すること等。

　詳細は監督員と別途協議によるものとする。

２

工

事

設

仮

外部足場

(2.2.4)

  枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン

（厚生　労働省平成15年４月策定）」により、設置については「手すり

先行工法による足場の組立て等の基準」による働きやすい安心感のある

足場とし、改善措置機材による場合は手すり先行専用足場型と同等の機能

を確保するものとする。

　なお、同足場は、二段手すりと巾木の機能を有する部材をあらかじめ備

えられた手すり先行足場型とするか、または、改善措置機材を用いて手す

り先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

※

　　 監督職員事務所の規模(単位：㎡）

　　　・　65㎡程度　　・　100㎡程度　

監督職員事務所の仕上げ

部 位 等

床

内壁、天井

屋  根

　合板張り 又は ビニール床シート張り

　合板 又は せっこうボード張り、合成樹脂エマルジョン塗り

　溶融亜鉛めっき合板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

仕上

・　ゴム長靴　　・　雨カッパ　　・　消火器　　・　保護帽　　・　懐中電灯

・　衣類ロッカー　　・　加入電話の付属電話機(請負者が本電話機を設置する場合）

・　冷暖房機器　　・　湯沸器　　・　掃除具

構内既存の施設

構内既存の施設

構内既存の施設

　有償利用の場合において、本工事で新規受電又は既設電気回路に接続し通電

した時から工事に起因する電力料金は本工事に含まれる。

※

工事用電力

工事用水

仮設便所

監督職員事務所

の備品等

(2.3.1)

監督職員事務所

(2.3.1)

2

7

6

5

4

2

1

1 ・ 試験杭

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

※ 土間下確認3か所程度　監督員指示による  載荷荷重（ 30KN/㎡）

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ打※ （

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、

・ 150

 平成28年度　簡水第1号　白山地域簡易水道統合整備に伴う第1送水ポンプ場設置工事

三重県津市白山町藤地内

　　　㎡

 第１送水ポンプ

壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　平屋建

22.52㎡

22.50㎡

・　設置する　　※　設けない（事業全体の事務所と兼用）

・　利用できる( ※　有償　　・　無償 )　　※　利用できない

・　利用できる( ※　有償　　・　無償 )　　※　利用できない

厚さ(mm)　　・50

※50　　・100

規程に関し、必要な書類に様式を定める要綱に従い、部分下請通知書を

  請負者は、下請負に付する場合は、別に定める三重県建設工事事務

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 2 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

特 記 仕 様 書 1

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場



※ 空洞ブロック16

・ JIS形高力ボルト2種(F10T)

※ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄｶﾗｰ鋼板

5 1 鉄筋の種類 3 合成高分子系 2 床張り用合板 ホルムアルデヒドの放散量構造用    ※ ABR400    ・SS4005 アンカーボルト 材質 施   工   箇   所 種  別 厚 さ径 備  考鉄筋の記号    (mm)

ルーフィング 及びその他の ※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆建方用    ※ SS400      ※ 1.2   ※ D16以下 S-F1※ SD295A

シート防水 合板建方用アンカーボルトの保持及び埋込み ※ 2.0   S-F2・ SD295B

鉄 ・ A種    ※ B種    ・ C種 ※ 1.5   S-M1

3 集成材等 ホルムアルデヒドの放散量 ※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆柱底均しモルタルの工法・厚み ※ 1.5   S-M2

・ A種 50mm    ※ B種 30mm ※ 1.2   S-M3 適用箇所 品  名 強度等級曲げ性能 材面品質 樹種名 接着性能・ 建築基準法第37条の規定に基づく認定を受けたもの

・ 絶縁用シート
筋

2 溶接金網 網目の形状、寸法 6 溶接部の開先 開先の形状 ※ 発泡ポリエチレンシート

鉄線の径(mm)    ・ 4    ・ 5    ※ 6    ・ 10 ※ 開先の形状は、原則として、国土交通省大臣官房官庁営繕部

寸法    (mm)    ・ 100×100   ※ 150×150   4 防腐・防蟻処理 表面処理用木材保存(防腐・防蟻)剤は、クロルピリホス等を含有しない「建築鉄骨設計基準」による。 ・ 露出の場合の保護塗装    ・ カラー    ・ シルバー

工 非ピリン系の薬剤とし、監督員の承諾するものとする。
4 塗膜防水 施   工   箇   所 種     別

7 溶接部の試験 試験の種別
X-1

3 継ぎ手 部  位 5 防虫処理 ラワン材等を使用する場合は、「広葉樹製材の日本農林規格」による※ 超音波探傷試験    ・ 径
X-2

保存処理K1の防虫処理を行う。※ 重ね継手 ※ D16以下
Y-1

8 錆止め塗装事 ・ 鉄骨等錆止め塗料塗り工法
Y-2

6 接着剤1回目 製作工場の組立後 ホルムアルデヒド水溶液を用いた建具用でん粉系接着剤、ユリア樹脂、
・ 種別 X-1 における脱気装置

2回目 工事現場において建て方及び溶接完了後 メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド
※ 製造書の仕様による

4 圧接完了後の 抜取試験方法 ※ 超音波探傷    ・ 引張試験 系防腐剤(以下、「ユリア樹脂等」という。)を用いた接着剤のホルムアル
・ 種類 (                           )  設置数量 (     )箇所

塗料の種別  標準仕様書18.3.2による試験 デヒドの発散量
・ 種別 Y-2 における保護層を適用する

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆9 耐火被覆 種別 5 シーリング ※ 表9.6.1による
・ ラス張りモルタル塗り    ※ 耐火材吹付け    ・ 耐火板張り

施   工   箇   所 目 地 寸 法 種  別
・ 耐火材巻き付け 13 1 長尺金属板 屋根葺形式 材種及び形状 厚さ 下  葺 備  考  (mm)
所要性能 ※  ｺﾞﾑｱｽ防水ｼｰﾄt=1.2

5 杭頭補強方法 ・ A形    ・ B形　　※構造図による ※ 建築基準法の規定に基づき指定又は認定を受けた物 (T150）

屋
6 帯筋 帯筋組立の形 ※ H形    ・ W-I 形    ・ SP形    ・ 丸型

10 亜鉛メッキ 種別 根※ 接着性試験7 梁貫通孔補強 配筋種別 ・ H(  )形    ・ M(  )形    ・ HM(  )形    
※ A種    ・ B種 ※ 簡易接着性試験    ・ 引張接着性試験

及

8 1 補強コンクリート ブロックの種別・厚さ 10 1 天然石 使用部位 種類 工法厚さ 表面仕上げ (mm)
8 荷物吊上げ用 ・ A種    ・ B種    ・ C種

ブロック造 各部の配筋 ※ 標仕別図8節による (名称) び 2 折版葺 緊 結 方 法 厚さ 山の高さ 山のピッチ  (mm)   (mm)   (mm)
フック

※ 荒磨き 接着工法（ﾒｰｶｰ仕様）風除室,車寄床 御影石 13㎜ ・ 重ね形 ※ 0.6 ※ 108 ※ 400
LIXIL ｱｰｽﾄﾝブ 2 コンクリート ブロックの種別 ※ 空洞ブロック16 石 と ・ 0.8 ・ 150 ・ 250※ はぜ締め形

ロ ブロック （ただし、衛生配管用裏積みブロックは、空洞ブロック08とすることができる。） 材料による区分 軒先面戸板
1 普通コンクリート6 ッ 帳壁及び塀 い設計基準強度　Ｆｃ 適   用   箇   所 スランプ ・ 鋼板製

の強度・スランプ ク・ 21 (Ｎ/ｍ㎡)

工3 ALCパネル 工(Ｎ/ｍ㎡) 種  類 単位荷重 呼 び 寸 法 取 付 方 法

2(Ｎ/ｍ㎡)コ Ａ ( N/m ) 3 粘土瓦葺・清掃は床面ワックスを使用する厚さ 幅  (mm) (mm) 大  き  さ種  類 産    地 役物の種類 棟の工法

Ｌ 事・ 外壁用パネル ・ 100 ※ 600 ・ A種   ・ B種 ・ジェットバーナー仕上面のバフ仕上有り

2 レディーミクスト 類別ン Ｃ ・ 125 ・ C種 ・石裏面処理(床面)

Ⅰ類 Ⅱ類コンクリートの ※ 事パ ・ 間仕切用パネル ・ 100 ・ B種   ・ C種 ※適用する　・適用しない ・ 雪止め瓦を使用する

類別ク ネ ・ D種   ・ E種 ・ 瓦桟木の材種・寸法 ※ 杉又はヒノキ 21×15

ル 2 テラゾ・ 屋根用パネル ・ 100 使用部位 種石の 種石の 工法 ・ 棟補強用芯材 ※ 杉又はヒノキ 40×30

3 コンクリートの 合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別リ 種類 大きさ

仕上り ・ A種    ・ B種    ・ C種 押 4 とい 材種 ・ 硬質塩化ビニル管 ・ ﾒｰｶｰ既製品図面指示・ 床用パネル ・ 100 ※ 大理石 ※1.5～12㎜

｜ 出 ・ 120

4 セメント 種類 ・ 成 ・ 150

※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントA種ト 形 14 1 あと施工アンカー ・ 引抜き耐力の確認試験を行う

セ ※ 引張試験    ・ 
4 押出成形 種  類 表面形状及び 板厚 働き幅 取 付 方 法5 型枠 材料    工 メ

セメント板 原料区分  (mm)  (mm)※ 複合合板 (厚さ    ※12    ・           ) ン 金 2 ステンレス ・ 表面仕上げ
・ A種

事 ト 11 1 張付用材料 ※　タイル製造所の指定する製品とする ※ HL仕上げ    ・ 鏡面仕上げ
   パネル ・ デザインパネル ・ B種・ 6 コンクリートの 圧縮強度試験の供試体の材齢及び養生方法 板 有機質接着剤は、JIS A5548（陶磁器質用接着剤)による

・ タイルベースパネル強度試験 ※ 材齢28日 ( ※ 標準養生          ・                    ) 工 3 鉄鋼の亜鉛めっき 種別※　Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆
・ フラットパネル・ 間仕切壁 ・ B種・ 100※ 材齢28日 ( ※ 現場水中養生      ・                    ) 事 タ 属
・ デザインパネル   パネル ・ C種・ ・ 型枠脱型用 ( ※ 現場水中養生      ・                    ) タイルの種類2 陶磁器質タイル
・ タイルベースパネル( ・                   ・                    ) 4 軽量鉄骨天井下地 野縁などの種類張り

屋内 ※ 19型    ・ 

7 軽量コンクリート 種別 ・ 1類    ・ 2類 イ 工 屋外 ※ 25型    ・ 

9 1 アスファルト防水 屋外の場合の補強 ・ 有り    ・ 無し施   工   箇   所 種     別
8 無筋コンクリート 適用箇所  標準仕様書 6.14.1 による 屋外の場合の野縁間隔 ・ 300程度    

設計基準強度 (Ｎ/ｍ㎡) (Ｎ/ｍ㎡) ル防 事 5 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ライナーの種類

スランプ アスファルトの種類    ※ 3種    ・ 4種

・ 絶縁用シート ・見本焼きを行う ※タイルカタログ及びサンプルより選定

※ ポリエチレンフィルム(厚さ 0.1mm以上) ・タイルの試験張りを行う
2 工7 1 施工管理技術者 ※ 適用する 水 ・ フラットヤーンクロス(70g/m ) 6 金属成形板張り 施工箇所

・ 押え金物 3 陶磁器質タイル 種別 材    種

2 製作工場 ※ アルミ製 L-30×15×2.0 型枠先付 ※　タイルシート法　・目地桝法　・桟木法※ 建築基準法77条の45項第1項に基づき国土交通段大臣から性能評価機 形    状

鉄 ・ 断熱工法の断熱材関として認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鉄構工 表面処理
事工 種類 ※ JIS A9511(ポリエチレンフォーム保温材) 3種b類(スキン層付)業会の「鉄骨製作工場の性能評価基準｣に定めるグレードとして国土交通大

・ 立上り保護 7 アルミニウム製 部材の種類臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

・ 軒先保護材（            ） ・ れんが（                     ） 笠木 表面処理 ※ B-1種    ・ A-1種    
1 木材 見え掛り部分の表面仕上げ12・ 上記に定める下記グレードをして国土交通大臣から認定を受けた工場又 ・ 脱気装置 隅角部及び突当りの役物 ※ 有り       ・ 無し

・ A種    ※ B種    ・ C種は同等以上の能力のある工場骨 事 ※ 製造書の仕様による
含水率    ※ A種    ・ B種

・ R    ・ M    ・ H    ・ S ・ 種類 (                           )  設置数量 (     )箇所 8 手すり 材    種 表面処理の種別 施 工 箇 所
構造材及び下地材の品質木

・ 防水層下地モルタル塗（施工箇所：                               ） アルミニウム ・ 表14.2.1の種別(  -  種)
※ 標準仕様書による    ・　

3 鋼材 材質 ・ 保護コンクリートの厚さ ・ メーカー仕様
造作材の品質    ※ A種    ・ B種工

・ SSC400     ・ BCR295    ・ SN490C ※ 80 鋼 ・ 表14.2.2の種別(      種)
樹種

・ 建築基準法に基づき指定及び認定を受けたもの工
事 施  工  箇  所 樹    種

2 改質アスファルト ステンレス ・ HL程度施   工   箇   所 種  別 厚 さ   (mm)
桧

※ トルシア形高力ボルト2種(S10T)4 高力ボルト 種類 シート防水 AS-1 ・ 2.5   ・ 3.0

樹脂製AS-2 ※ 4.0   

   （建築基準法に基づき指定及び認定を受けたもの） 1種（F8T相当）事
・ 代用樹種を適用する

(5.2.1) (7.2.4)(7.10.3)

(表7.10.1)

(9.4.2) (12.2.3)

(表9.4.1)(表7.10.2)

(12.2.2)

(5.2.2) (7.6.4)

(9.5.3)
(7.6.11)

(表9.5.1)
(5.3.4)

(表9.5.2)

(18.3.3)

(7.8.3)(5.4.9)

(7.9.2) (9.6.2)

(表9.6.1)

(13.2.2)

(13.2.3)
(別図1.1)

(表13.2.1)

(別図2.2)
(9.6.5)

(別図表7.1)

(10.2.1)

(8.2.2) (表10.2.1) (13.3.2)
(別図表7.3)

(表10.2.2)

(8.3.2)

(6.1.4)

(8.4.4) (10.1.5)

(表8.4.3) (13.4.2)(表10.2.1)

(8.4.5) (10.6.2)

(表8.4.3)

(6.1.5)

(10.2.1)

(表10.2.2)

(6.2.5) (13.5.2)

(6.3.2)(表6.3.1)

(14.1.3)

(6.9.3)
(8.5.2)

(14.2.2)
(8.5.4)

(11.2.3)
(表8.5.1)

(8.5.5)
(6.10.4) (14.2.3)(表14.2.2)

(表8.5.2)

(14.4.2)(表11.3.2)

(表14.4.1)(11.2.1)

(6.11.1)(表6.11.1) (14.4.3)

(表9.2.3)

(6.14.1) ～(表9.2.8)

(9.2.2) (14.5.3)

(9.2.2) (表14.2.1)

(表14.2.2)

(7.1.3) (14.6.2)

(14.6.3)

(7.1.3) (9.2.2) (表11.4.1)

(11.4.2)

(表9.2.10) (14.7.2)
(12.1.4)

(表14.7.1)
(12.2.1)

(表12.2.1)

(12.2.1)

(9.2.5) (14.8.2)
(12.2.1)

(7.2.1)
(表12.2.2)

(7.2.2) (9.3.2)

(表9.3.1)

(12.2.1)(表12.2.3)

施
工
箇
所

形
状
寸
法

工　
　

法

きじ うわぐすり 役物 色

せ
っ
器

施
ゆ
う

無
ゆ
う

磁
器

陶
器

標
準

磁
器

無有

MS-2

ロックウールｔ＝25　一時間耐火

躯体全般

・ 18 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ,捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

枕棚板 JAS規格品 2種

JAS規格品 2種 桧集成

30 0角 圧着張 ○ ○ ○

・ SS400      ・ STK400    ・ STKR400　　・　SN400B

図示

桧列柱

杉集成

ｶｳﾝﾀｰ,巾木等

見切,廻縁,壁,天井

※ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板

・ 使用する

※ 使用しない

・ 50形    ・ 65形     ・ 90形     ※ 100形

※ 240程度 ・400程度  ・ 600程度    ・ 

※ 半硬質樹脂二層成形（抗菌） ※ 便所手摺

※ 18

※ 15 ※ 18

※ 外壁用 ※ フラットパネル ※600※ 26

※ 金具留

・ ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板製縦樋

※ A種   ・ B種   ・ C種   ・ D種   ・ E種

・ アルミニウム   ・ ステンレス   ※ 鋼

※ スパンドレル形    ・ パネル形

風除室外壁

・ B-1    ・ B-2　　※ﾌｯ素ｶﾗｰ

・ SD345 ・ D19以上

・ ガス圧接 ・ D19以上

※ 図面参照

・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト

外部建具廻り 10mm～30㎜

※横葺 ※ 0.4

※ 21

・ 15cm ※ 18cm

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 3 0 ／ 7 2

津 市 水 道 局

特 記 仕 様 書 2

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事



・ ロックウール

12

10

9

11

タラップ

(14.8.3)

くつふきマット

天井見切縁

点検口

施 工 箇 所表面処理の種別

ステンレス

材    種

鋼

・ 塩化ビニル (受枠 ステンレス SUS304)

・ ステンレス SUS304 (受枠 ステンレス SUS304)

・ 硬質アルミニウム合金 (受枠 硬質アルミニウム合金)

材種

材種

取付箇所 材  種 寸  法 形  式

・ ステンレス製

・ 600角

・ 450角

・ 目地タイプ

2

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

3

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

左

工

事

官

15 1 モルタル塗り

(15.2.2)

仕上塗材仕上げ

(15.5.2)

形状(                                   )

・ 既製目地材を使用する

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

ロックウール

吹付け

(15.7.2)

建築基準法に基づき不燃材料の指定又は認定を受けたもの

ホルムアルデヒドの放散量

塗

材

上

・ 砂壁状

仕

上

塗

材

層

仕

複

薄

種類

付

・ 砂壁状

付｜

吹

け

付

けラ

｜

※

付

吹

け

ロ

工法

※

吹

量

軽

骨

材

仕

上

塗

材

・ 外装薄塗材E

・ 内装薄塗材E

・ 複層塗材E

 ( ・ 防水剤)

・ 複層塗材RE

・ 吹付用軽量

   骨材仕上塗材

呼  び  名 仕  上  形  状 上  塗  り  材

・ 着色骨材砂壁状

・ 砂壁状ジュラク

・ ゆず肌状

・ 凸部処理

・ 凹凸模様

※ 水系アクリル樹脂

・ ウレタン樹脂エナメル

色

※ 艶あり

( ※ 1色   ・ 2色)

・ 艶なし

・ メタリック

増塗り材

・ 行う

・ 行わない

耐候性

※ 耐候形3種

外部に面する建具

※ SUS304    ・ 6

4

5

(16.5.4)

(16.5.5)

3

2

1 アルミニウム製

建具

(16.2.2)

(表16.2.1) ・ A種

・ C種

・ B種

※ W-4

※ W-5

・ W-5

耐風圧性

(2800pa)

(2400pa)

(2000pa)

S-4

S-6

S-5

種 別

※ A-3

※ A-4

・ A-4

気 密 性

・ 100

枠見込み

(mm)

※ 70

水 密 性 施工箇所

(表14.2.1)

(表14.2.1)

網戸

(16.2.3)

形式

網の材質

※ 可動式     ・ 固定式

※ 合成樹脂   ・ガラス繊維入り合成樹脂

・ ステンレス(SUS316)

網目 ※ 16メッシュ    ・ 18メッシュ

事

建

具

工

防鳥網 材質及び網目

※ ステンレス(SUS304)  線径 1.5mm   ピッチ 15mm

鋼製建具

(16.3.2)

(表16.2.1)

気密性

水密性 ※ W-1    

※ A-3    

鋼製軽量建具

(16.4.2)

・ 簡易気密型ドアセット 気密性 ※ A-3    

ステンレス製建具 ステンレス鋼板

表面仕上げ

曲げ加工

※ HL           

※ 普通曲げ      ・ 角出し曲げ

16

表面処理 ※ B-1種    ・ B-2種

内部に面する建具

表面処理 ※ C-1種    ・ C-2種

10

8

9

7

開閉装置の性能値

スラットの形状

2

ガラス留め材

(16.13.2)

(16.13.4)

13

12

木製建具

(16.6.2)(表16.6.1)

建物内部に使用する 木製建具の表面材及び接着剤の ホルムアルデヒドの

発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

建具材の含水率 ・ A種    ※ B種    ・C種

建具用金物

(16.7.4)

マスターキー ※ 製作する    ・ 製作しない

自動ドア開閉

装置

(16.8.2)(表16.8.1)

(表16.8.2)

(表16.8.3)

センサの種類

重量シャッター

(16.10.2)

(表16.10.1)

開閉機能による種類

スラットの形状

※ インターロッキング形    ・ オーバーラッピング形

・ 上部電動式（手動併用）    ※ 上部手動式

(16.11.2)

(表16.11.1)

(16.11.4)

開閉機能による種類

※ 手動式    ・ 上部電動式(手動併用)

耐風圧性能

耐風圧性能    ※ 50    ・ 65    ・ 80

※ 50    ・ 80    ・ 120

※ インターロッキング形    ・ オーバーラッピング形

オーバーヘッド

ドア

(16.12.2)

(16.12.3)

ガイドレール収納形式開閉形式セクション材料

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバー

   グラスタイプ

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電動式

・ スタンダート形

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

・ バーチカル形

※ 溶融亜鉛メッキ鋼板

・ ステンレス

・ 耐風圧性能    ・ 50    ・ 75    ・ 100    ・ 125

留め材は 9章5節の シーリングによる

・ 熱線反射ガラスの映像調整を行う

1

ン

ウ

ォ

ル

工

事

｜

｜

テ

カ

メタルカーテン

ウォール

(17.1.3)

PCカーテン

ウォール

(17.1.3)

耐風圧性能    ・ 200    ・ 240    ※ 280

耐震性能    ※ 1/200    ・ 1/100

 上記層間変形時に、部材の脱落や主要部材にひずみの残留が残らず、

目地の補修程度で済むこと。

耐震性能    ※ 1/200    ・ 1/100

 上記層間変形時に、部材の脱落や主要部材にひずみの残留が残らず、

目地の補修程度で済むこと。

17

(18.2.2)

～(18.17.2)

2

材料

施工一般

事

工

装

塗

1 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

種別種類

塗 料 素地ご

しらえ

施工箇所 下 地 の

種  類

※ 全面接着

4

3

2

7

6

5

工

事

内

装

1 ビニル床シート

張り

(19.2.2)

種 類

※ 溶接

色柄 厚さ  (mm) 継 目

・ ・ 突付け

ビニル床タイル

張り

(19.2.2)

寸 法

・ 450×450

・ コンポジションビニル床タイル

・ コンポジションビニル床タイル

種  類 厚さ

半硬質

軟質

  (mm)

特殊機能床材

(19.2.2)

・ 帯電防止ビニル床タイル

・ 視覚障害者用床タイル

    寸法 (mm)    ・           長さ (mm)    

    材質            ※ ビニル床タイル

    寸法 (mm)    ※ 300×300

カーペット敷き

(19.3.3)

(表19.3.1)

(表19.3.2)

※ 無地

※ 無地

※ 無地

・ B種

種 別

※ 全面接着総厚さ

総厚さ、サイズ

・ 柄物

・ 柄物

・ 

・ グリッパー

・ 4～6mm

・ 5～7mm

パイル長・総厚さパ イ ル 形 状

・ カットパイル

※ ルーフパイル

色 柄

・ 柄物

工  法

・ グリッパー

・ タフテッドカーペット

・ ニードルパンチカーペット

※ 接着剤

 （ピールアップ形）

合成樹脂塗床

(表19.4.3)

・ 弾性ウレタン塗床材(JIS k5970)

ホルムアルデヒドの発散量

仕上げ

※ 平滑仕上げ    ・ 防滑仕上げ    ・ つや消し仕上げ

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

ホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

仕上げ

・ 薄膜流し展べ仕上げ

・ 厚膜流し展べ仕上げ( ・ 平滑   ・ 防滑)

(表19.4.4)

～(表19.4.7)

フローリング張り ホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

種別

・ 複合フローリング

・ フローリングブロック

・ モザイクパーケット

・ 複合1種フローリング

・ 複合2種フローリング

・ 複合3種フローリング

畳 敷 き

(19.6.2)(表19.6.1)

9

8 せっこうボード、

その他のボード

及び合板張り

(19.7.2)

  (mm)材  種 種  別 厚さ 備考

・ 化粧せっこう

   ボード

   化粧吸音板

・ ケイ酸カルシ

・ しな合板

   ウム板

井

壁

天

・ 普通

・ 有孔

・ カンレイシャ裏打ち

合板類、MDF 及び パーティクルボードの ホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ 4     ・ 5.5

吸音材張り

(19.7.2)

工  法種  別 厚 さ材  種

・ 吸音用グラスウールボード

・ グラスウール成形板

・ 

(タテ,ヨコ共@300程度)

(小口共)

特定フロンを含まないもの

12

10

11

壁紙張り

断熱材

接着材

(19.8.2)

(19.9.2)

18

19 ホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

※ 品質  JIS A6921 による

品  質

ビニル壁紙

施 工 箇 所 材  料 防 火 性 能

品質の欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂 又は メラミン樹脂を使用した

断熱材のホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

防火性能材  種施工箇所   (mm)厚さ 品  質

成形品

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

※ 壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂を用いた接着剤のホルムアルデ

   ヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

押出

種　類

軽量シャッター11

・ 100 

※天井 ※ アルミニウム製 ※ 450角 ※ 額縁タイプ

※ 600角

※ スライディングドア    ・ スイングドア    ・ 

・ マットスイッチ    ※ 光線スイッチ    ・ 

※ 支給品性能による

※12.5

・ 15(不燃)

・ 9.5(準不燃)

※ 9.5(準不燃)

※ 9.5(不燃)

・ せっこうボード

壁・天井

外壁,天井

床下 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種b

※ トラバーチン模様

・ 床 ・ アルミニウム製

・ 3.0

※ 2.0

※ タイルカーペット

※ 8.0

※ 300角

・ ルーフパイル

※ カットパイル

・ A種

※ 単層フローリング

※ フローリングボード

種別    ・ A種    ・ B種    ・ C種    ・ D種　※縁なし半畳ｽﾀｲﾛ畳

※ 立体模様 ※15

・ 9

・ 50

・ 40

※ 300×300

※ ホモジニアスビニル床タイル

・ 2.0

※ 3.0

※ 簡易気密型ドアセット

※ 外部に面する建具の耐風圧

※ 監理者と協議の上システムを決定する

B種

※ NC    ・ NF ※ 無地

※ 色柄

備考

ﾒｰｶｰ仕様による

・ 樹脂モルタル仕上げ( ・ 平滑   ・ 防滑)

※ 防滑仕上げ

・ 木目模様 ・ 12.5(準不燃)

※ 6

※ 8    ・ 12

準不燃以上

・ アルミニウム合金製    ※ 塩化ビニル製

(18.3.2)

3

・ 錆止め塗料の種別    ・ A種    ・ B種

マスチック

塗材塗り

(18.18.2)

(表18.18.1)

凸部処理

・ 行う

・ 行う

種 別 仕 上 材 塗 り

・ A種

・ B種

・ C種

・ 行わない

・ 行わない

・ アクリル樹脂エナメル2回塗り

・ 艶有合成樹脂エマルジョンペイント2回塗り

・ エポキシ樹脂塗床材(JIS k5970)　ｾﾗﾚｼﾞﾝEM工法

ビニル壁紙壁・天井 不燃

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

・ 155

高性能16KG品

※ 防火認定2種防火

※ 9.5(不燃)

ｴｺｸﾛｽ　SP級

※ 9.5(準不燃)

・ 100

※ S-4    ・ S-5    ・ S-6

外壁,軒裏吹付ﾀｲﾙ

ｱｸﾘﾙ樹脂 根廻り

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面 B種

※化粧ボタン止め

・ガラスクロス19メッシュ張り※ 2号32K ※ 25

水槽進入口上部

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 3 1 ／ 7 2

津 市 水 道 局

特 記 仕 様 書 3

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事



巾木床階数 室名

内部仕上表

ﾎﾟﾝﾌ ﾟ室

1階

壁 天井 額縁 備考廻り縁天井高

吸音ﾎﾞｰﾄ ﾞ t 2 5貼（ﾏｸﾞ ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ B L 3 2 2 5  G C 3同等品）

RC打放しの上 RC打放しの上

吸音ﾎﾞｰﾄ ﾞ t 2 5貼（ﾏｸﾞ ﾎ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ B L 3 2 2 5  G C 3同等品）

外部仕上表

屋根

軒裏

外壁

根廻り

吹付ﾀｲﾙ仕上（ｱｸ ﾘﾙﾀ ｲ ﾙ　凸部処理）

樋 軒樋:

竪樋:

吹付ﾀｲﾙ仕上（ｱｸ ﾘﾙﾀ ｲ ﾙ　凸部処理）

ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=40 0

ﾎ ﾟ ｰ ﾁ床

庇

ｺﾝｸ ﾘｰ ﾄ金ｺﾃ

塩ﾋﾞ既製品 　 (ﾊ ﾟ ﾅ ｿ ﾆ ｯ ｸ　たてとい60同等品)

塩ﾋﾞ既製品　　(ﾊﾟ ﾅｿ ﾆ ｯ ｸ　ﾊﾟﾗｽ ｹ ｱ U 1 0 5同等品)

仕　上　表

内部建具･造付家具等天井裏等 その他全て

1,01 05 , 0 0 0

1 , 0 0 01 0

1
,
8
0
0

4
,
5
0
0

求積図　　　1/1 0 0

①

②

計算式

*5.0 0 0

面　積箇所

1

記　号

①  4.500 2 2 . 5 0 0

建築面積

* 1② 0.0 10  1 . 8 0 0  0 . 0 1 8

建築面積

計算式

*5.0 0 0

面　積箇所

1

記　号

①

1F床面積

床面積

延床面積

 4. 50 0 2 2 . 5 0 0

2 2 . 5 0㎡

建物面積表

延べ面積

建築面積

ﾎﾟﾝﾌ ﾟ室(地下水槽を除く)

22. 5 2㎡

22.5 2㎡

22. 5 0㎡

22.5 0㎡

1F床面積

敷地面積

22.50㎡

-㎡

符号・数量

姿　図

名　　称

仕　　上

硝　　子

金　　物

備　　考

AW
1

見込

1
SD
1

ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ﾎﾟﾝﾌﾟ室

建　具　表

ｱﾙﾐ引違窓(内付） 70

2

1F L

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1 , 4 3 0

鋼製親子扉 扉厚 45

遮音性能T-3 遮音性能T-3

PU塗ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

4 1 58 1 5

1 , 2 3 0

2
,
0
0
0

1 F L

防音合せｶﾞﾗｽ6+6㎜

Ｎ

8001, 0 0 0

2 01 8 0

1
,
5
0
0

8
2
5

5 2 5

4
,
5
0
0

2
,
1
3
5

1
,
2
3
0

1
,
1
3
5

1
,
8
0
0

4
,
5
0
0

1 , 7 8 51 , 4 3 01 , 7 8 5

5 , 0 0 0

9 0 0

1 , 0 1 0

Ａ

Ｃ

Ｂ展開方向Ｄ

GL+170～180

ﾎﾟｰﾁ

1720X820X100
計器盤基礎

水槽進入口φ600

B

A

壁：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

SD
1

1
AW

1
AW

ｱ ﾙ ﾐ既製品　900X1 8 0 0  ( ｱ ﾙ ﾌ ｨ ﾝ庇AD- 2同等品)

3
,
2
5
0

3
,
5
5
0

1 F L

軒高

90090 0

3
0
0

5 , 0 0 0

2 1

8
0
0

4
,
3
5
0

高高

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

根廻り：ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=400

北立面図　　1/10 0

G L

9 0 09 0 0

3
,
2
5
0

3
,
5
5
0

1 F L

高高

軒高8
0
0

4
,
3
5
0

4 , 5 0 0

A B

屋根
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

根廻り：ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=400

東立面図　　1/10 0

G L

3
,
2
5
0

3
,
5
5
0

1 F L

軒高

90090 0

3
0
0

5 , 0 0 0

8
0
0

4
,
3
5
0

高高

1 2

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

根廻り：ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=400

南立面図　　1/10 0

G L

9 0 09 0 0

3
,
2
5
0

3
,
5
5
0

1 F L

高高

軒高8
0
0

4
,
3
5
0

4 , 5 0 0

B A

西立面図　　1/10 0

屋根
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

根廻り：ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=400

G L

縦樋：塩ﾋﾞ既製品

縦樋：塩ﾋﾞ既製品
縦樋：塩ﾋﾞ既製品

縦樋：塩ﾋﾞ既製品

軒樋：塩ﾋﾞ既製品
軒樋：塩ﾋﾞ既製品

軒樋：塩ﾋﾞ既製品
軒樋：塩ﾋﾞ既製品

3
0
0

3
0
0

　　900X1800
庇：ｱﾙﾐ既製品

　　900X1800
庇：ｱﾙﾐ既製品

　　900X1800
庇：ｱﾙﾐ既製品

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

屋根
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

屋根
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

10
3

10
3

Ｎ

5, 0 0 0 9 0 09 0 0

9
0
0

4
,
5
0
0

9
0
0

1 2

A

B

屋根
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

　　900X1800
庇：ｱﾙﾐ既製品

軒樋：塩ﾋﾞ既製品

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

1,0 10

屋根平面図　　1/10 0

ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ t 3 0金ｺﾃ仕上

かさ上げ無筋ｺﾝｸ ﾘ ｰ ﾄ t 2 2 0

・下記使用建材はF4☆又は規制対象外とする。

各室の仕上･下地

・ﾎﾟﾝﾌﾟ設備機器基礎および水槽進入口立上りは無筋ｺﾝｸ ﾘｰ ﾄとし、床かさ上げｺﾝｸ ﾘｰ ﾄ打設に先立ち設置すること

ﾎﾟﾝﾌ ﾟ設備機器基礎

水槽進入口立上り

手洗

1階平面詳細図　　1/30

2 , 7 8 51 , 4 3 07 8 5

5 , 0 0 0

1 2

1 , 5 0 0 7 5 0 2 , 7 5 0

7
5
0

外部手洗

750X 7 5 0集水ﾋﾟｯﾄ R C打放し

立上り CB100  4段積 ﾓﾙﾀ ﾙt 2 0　金ｺﾃ仕上

格子型集水桝蓋450 X4 5 0 X 2 0  受枠付 (ｶﾈ ｿ ｳ G A C - 4 4 2 0同等品)

網戸,ｸﾚｾﾝﾄ,膳板,ｱﾙﾐ4方枠,付属金物一式
ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ,ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ,ｻﾑﾀｰﾝ付ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,SUS下枠
鋼製3方枠,SUS膳板,ﾌﾗﾝｽ落し,付属金物一式

ｱﾙﾐ枠,鋼製枠

9
0
0

ｺ ﾞ ﾑ ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ ﾙ ｰ ﾌ ｨ ﾝ ｸ ﾞ , ﾊ ﾟ ｰ ﾗ ｲ ﾄ ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ t 3 0

ｶ ﾞ ﾙ ﾊ ﾞ ﾆ ｳ ﾑ鋼板　t0 .4 横葺（ﾖﾄﾞﾙｰ ﾌ横葺22 0ﾊｲ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ﾄ ｶ ﾗ ｰ G L同等品）

ｶｯﾌﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ付横水栓 φ13 (ﾎﾟ ﾝ ﾌ ﾟ設備工事)

31 3 0～

374 2

ﾎﾟﾝﾌﾟ基礎
450X450X150

床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

22.50㎡

GL+300

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

CH=3130～3742

ｹｰｼﾝｸﾞ基礎
600X600X100

ｴｱﾁｬﾝﾊﾞｰ基礎
770X1800X130

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ
H-200X100X5.5X8

排水溝W=100,H=50～20程度

排水溝W=100,H=50～20程度

SUSﾀﾗｯﾌﾟ2段

埋設排水管VP100 L=1000
(側溝へ排水）

縦樋：塩ﾋﾞ既製品

縦樋：塩ﾋﾞ既製品

(側溝へ排水）

(側溝へ排水）

埋設排水管VP100 L=3500

埋設排水管VP100 L=3000

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 3 2 ／ 7 2

津 市 水 道 局

仕上表，求積図，1階平面詳細図，

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

屋根平面図，立面図，建具表

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事



8
0
0 770X1800X130

9 0 0

9 0 09 0 0

1 , 5 0 0

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1
,
1
3
0

ｴｱﾁｬﾝﾊﾞｰ基礎

4,500

水槽進入口φ600

60 0

3
0
0

3
,
5
5
0

3
,
2
5
0

軒高

1F L

1 G L

9 0 0

5 , 0 0 0

水槽進入口φ600

60 0

C
H
=
3
,
1
3
0
～

3
,
7
4
2

屋根

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt30

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

2
2
0

3
0

壁：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

屋根

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt30

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

90 0

天井：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼 天井：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

壁：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

21

断面詳細図　　1/30

2
5
0

断面詳細図　　1/ 30

A B

8 2 5 5 2 5

軒裏：吹付ﾀｲﾙ仕上

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

軒裏：吹付ﾀｲﾙ仕上

1,0 00 8 0 0

4
0
0

根廻り：ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=400

5
0

4
0
0

5
0

根廻り：ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=400

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

ｹｰｼﾝｸﾞ基礎
H=100

水槽進入口立上り
H=100

2
,
0
0
0

C
H
=
3
,
1
3
0
～

3
,
7
4
2

ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ﾎﾟﾝﾌﾟ室

1, 01 0

1 1 0

2
0
0

8
0
0

4
,
3
5
0

高高

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上

2
0
0

1
7
0

庇：既製ｱﾙﾐ庇 900X1800

2 0 0

1
8
0

2
0
0

1
5
05

0
1
0
0

ｴｱﾁｬﾝﾊﾞｰ基礎
770X1800X130

A A1 2 B 2 1 B

展開図　　　　1/50

天井：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

壁：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

かさ上げ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄt220

床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

5,00 0 4 , 5 0 0 5 , 0 0 0 4 , 5 0 0

ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ﾎﾟﾝﾌﾟ室

天井：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上 床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

壁：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼 壁：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

天井：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

天井：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

3

10

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ
H-200X100X5.5X8

D面A面 B面 C面

C
H
=
3
,
1
3
0
～

3
,
7
4
2

C
H
=
3
,
1
3
0
～

3
,
7
4
2

C
H
=
3
,
1
3
0
～

3
,
7
4
2

C
H
=
3
,
1
3
0
～

3
,
7
4
2

2
,
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集水ﾋﾟｯﾄ
RC打放し750X750

ﾓﾙﾀﾙt20　金ｺﾃ仕上
CB100 4段積
鉄筋D10@400(縦横共)

鉄筋D10@200(縦横共)

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工
ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

軒樋：塩ﾋﾞ既製品

屋根

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt30

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

ｱﾙﾐ軒先唐草

水切：ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

木下地 30X120程度防腐剤塗布
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軒先詳細図　　1/10

2 0 0

木下地 25X40程度防腐剤塗布

屋根

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt30

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

木下地 30X85程度防腐剤塗布

棟詳細図　　1/10

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

3 5

木下地 30X120程度防腐剤塗布

ｱﾙﾐ軒先唐草

水切：ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

屋根

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt30

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

ｹﾗﾊﾞ詳細図　　1/10

3 5

ｱ ﾙ ﾐ ｻ ｯ ｼ詳細図　　1/10

・本納まりは参考とし、ｻｯｼ ﾒｰ ｶ ｰ仕様による

ｱﾙﾐ膳板
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床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

ｺｰｷﾝｸﾞ
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庇：既製ｱﾙﾐ庇 900X1800

1 , 4 3 0 2 52 5

壁：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼
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・本納まりは参考とし、ｻｯｼﾒ ｰ ｶ ｰ仕様による

鋼製建具詳細図　1/10

接着系後施工ｱﾝｶｰ 8-M10

壁：吸音ﾎﾞｰﾄﾞt25貼

900

1
5
0 1
5
0

5
5
0

5
0

1
0
0

2
0

5
0 2
0

ｺｰｷﾝｸﾞ

2
0

2 02 0
2 02 0

・ｶﾞﾙ ﾊ ﾞ ﾆ ｳ ﾑ鋼板はﾊｲﾌ ﾞﾘ ｯ ﾄ ｶ ﾗ ｰ G L ( ﾖ ﾄ ﾞ ｺ ｳ）とする ・ｶﾞﾙﾊﾞ ﾆ ｳ ﾑ鋼板はﾊｲﾌﾞﾘ ｯ ﾄ ｶ ﾗ ｰ G L ( ﾖ ﾄ ﾞ ｺ ｳ）とする ・ｶﾞﾙﾊ ﾞ ﾆ ｳ ﾑ鋼板はﾊｲﾌﾞ ﾘ ｯ ﾄ ｶ ﾗ ｰ G L ( ﾖ ﾄ ﾞ ｺ ｳ）とする

軒樋：塩ﾋﾞ既製品

接着系後施工ｱﾝｶｰ 8-M10

床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

かさ上げ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄt220

水槽進入口立上り
H=100

SUSﾀﾗｯﾌﾟ2段

2
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0

床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

・水槽はﾎﾟﾝ ﾌﾟ井図面参照 ・水槽はﾎﾟﾝﾌ ﾟ井図面参照

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 3 3 ／ 7 2

津 市 水 道 局

展 開 図 ， 断 面 詳 細 図 ， 部 分 詳 細 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事



３．工 事 種 目（○印のついたものを適用する）

工　事　種　目

建物別及び屋外 工 事 種 別

電灯設備

動力設備

電熱設備

雷保護設備

受変電設備

静止形電源設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

１．工事場所

建　物　名　称 構　造
消防法施行令

備 　考
別 表 第 一

（ （注） 延べ面積は建築基準法による表記）

仕様書

Ⅰ ．工事概要

階　　　　数
延 べ 面 積

（㎡）

工事設計図

特　　　　記　　　　事　　　　項　項　　  　目

４．指定部分　　・ 無　　・ 有（　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

１．共通仕様

Ⅱ．工事仕様

　 ２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　１）図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工

という。）による。

（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（ 新版）」（以下、「標準図」

事編）（ 新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（ 新版）」 

グリーン購入法

自動火災報知設備

構内配電線路

構内通信線路

テレビ電波障害防除設備

なお、機械設備工事の工事仕様書は（　／　）図、建築工事の工事仕様書は（　／　）図による。

屋　内

一式

「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成１２年法律第１００号）に基づく特定調達品目

　・照明制御システム

「公共工事」の品目

・変圧器

２）特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

れらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

機材 １）本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む。）に規定するもの又は、こ

２）本工事に使用する機材のうち、外部機関（（社）公共建築協会他が下記１）～６）の

　　品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価された

　　ことを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材について評価

　　された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

２）生産施設および品質の管理が適切に行われていること。

３）安定的な供給が可能であること。

４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

５）製造又は施工実績があり、その信頼性があること。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

化学物質を放散する 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散しないか、

（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少ない

次の（１）から（５）を満たすものとする。

ものとする。

放散が極めて少ないものとする。

第　三　種

ホルムアルデヒドの発散量

規制対象外

また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

該当する建築材料

　　　塗料等使用

　 ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない

　 ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　 ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない

    ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない

　　  材料使用

　　　 塗料使用

　 ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　 ｂ．接着剤等不使用

① ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆ 規格品

① ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆ 規格品

③ 下記表示のある ＪＡＳ規格品

② 建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

② 建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて

什器等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

少ないものとする。

（５）上記（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の

可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放

散が極めて少ないものとする。

するが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

なお、ホルムアルデヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散

が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものと

 壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

スイッチ（一般）

　  〃 　（多機能トイレ）

コンセント、電話用アウトレット、直列ユニット（一般）

　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（和室）

　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（台上）

床上～上端

台上～中心

床上～中心

鏡上端～中心

床上～下端

床上～中心

　 〃　　

名　　　　称 測　　　点 取付高［㎜］

〃

〃

〃

２，１００

２，５００

１５０

１，３００

１，１００

３００

１５０

１５０

１，５００以上

１，０００以下

（備考）　（天井高）ｘ０．９ 及び（天井高）ｘ０．８ は天井高が ２５００～３０００ｍｍ の場合に適用する。

引込開閉器箱（低圧）

分電盤、ＯＡ盤、制御盤、実験盤

開閉器箱

電磁開閉器用押しボタン

接地用端子箱

雷保護用接地端子箱

接地極埋設標

給油ボックス

中継端子盤（ＥＰＳ・電気室）

親時計

子時計、スピーカ

アッテネータ

出退表示盤　

発信器（出退表示用）　

インターホン

外部受付用インターホン子機

呼出ボタン（多機能トイレ）

テレビ機器収容箱

火報受信機（複合盤）

副受信機

自動報機器収容箱

警報ベル

表示灯

復帰ボタン（　　 〃  　　）

廊下表示灯（　　 〃  　　）　　　　　

発信機

ガス漏れ検知器（ＬＰガス）

連動制御器（自動閉鎖）

　　　〃　　　（都市ガス）　 天井面～中心

床上～操作部

床上～中心

地上～給油口

床上～下端

地上～中心

〃

〃

    床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（天井面）－２００

１，５００

１，５００（上端１，９００以下）

１，５００

１，３００

５００

８００

６００

１，０００

１，５００

１，５００

（天井高）×０．９

１，３００

（天井高）×０．９

１，３００

１，３００

標準図による

   ９００

１，８００

２，０００

１，８００

１，５００

１，５００

３００

８００～１，５００

〃

〃

地上、床上～中心

８００～１，５００

８００～１，５００

（天井高）×０．９

（天井高）×０．８

コンセント（車庫） 床上～中心

床上～中心

８００

９００コンセント（車椅子用）

建築材料等

取付高さ

監督職員に報告する。

測定はバッシブ型採取機器により行う。

測定時期　　　　・　工事着工前　　　・　施工終了時

測定対象室　　　・　図示　　　　　　・　

測定箇所数　　　・　図示　　　　　　・　

負担とする。

構内につくることが　　・できる　　・できない

工事用仮設物

監督員事務所

工事用電力・水・その他

電気工事士

電気保安技術者

電気工作物の種類

電源周波数

濃度測定

室内空気中の化学物質の

独立行政法人建築研究所監修）による。なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受

けるものとする。

機器の重量［ｋｇ ｆ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用標

準水平震度は、次による。

耐震施工

１）設計用水平地震力

・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

２）引渡しを要するもの以外

３）特別管理産業廃棄物

・施設外搬出とし、搬出及びその処理費等は請負者の負担とする。（マニフェスト等の写しを提出すること。）

４）再利用又は再資源化を図るもの

・現場説明書による。

・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

・有（　                      　　　      　              　　   　  　　　 　）

・有（ＰＣＢ使用機器： 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・完成図のＣＡＤデータ提出　　　　　・要　　　　　・不要

・既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

よるほか、監督職員の指示による。

・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種 ）

・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種 ）

・本工事で設置とする。

・改修工事の場合は、改修標準仕様書第１編２．２．２によるほか下記による。

発生材の処理

工事写真・完成図等

足場、さん橋類

設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　２００５年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所

残土処理 ・現場説明書による。

１）引渡しを要するもの

　工事写真は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第3版）建築設備編」に

・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

すべて請負者の負担とする。

・設けない　・設ける (規模及び仕上げの程度は、現場説明書による。）

本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用は請負者の

契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、

・事業用電気工作物　　・一般用電気工作物

・要　　　　・不要

・５０Ｈｚ　・６０ Ｈｚ

地下・１階

重要機器

【備考】　（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

上層階

屋上及び塔屋

1.5 1.0

一般機器

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

2.0

2.0

2.0

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

2.0

1.5

1.5

1.0 0.6

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

2.0

1.5

1.5

0.6

0.6

0.6

0.4

1.0

1.5

1.0

1.0

設置場所
・　特定の施設 ・　 一般の施設

設計用標準水平震度

中　間　階

重要機器 一般機器
機器種別

機器

防振支持の機器

水槽類（※１）

機器

防振支持の機器

水槽類（※１）

機器

防振支持の機器

水槽類（※１）

（２）規格効率は、ＪＩＳ　Ｃ　４２１２「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧２００Ｖ、

２）設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

重要機器

階以上の場合は上層４層とする。

・交換機　　・自動火災報知受信機　　・中央監視装置　　

２～６階建の場合は 上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建ての場合は上層３階、１３

・配電盤　　・発電装置（防災用）　　・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

  上層階の定義は次による。

電線本数管路など

を受けて変更しても差し支えない。

属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は、監督職員の承諾

また、機械室等の床配線は図面上 ＰＦ 管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管部分は金

呼び線 長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ １．２ｍｍ 以上の被覆鉄線を挿入する。

金属製電線管の塗装

・屋外　　　・屋内（ボックス、支持金物等含む　　　　）

下記の露出配管は塗装を行う。

非常用の照明装置の
照度測定箇所数

電磁開閉器用
押しボタン

コンセント

プレートの材質

０．４

８５．０

０．７５ １．５ ２．２ ３．７ ５．５ ７．５ １１ ３０１８．５１５ ２２ ４５３７

８８．５ ９２．０ ９３．０ ９４．０ ９４．０ ９４．５ ９４．５ ９５．０ ９５．５ ９５．５ ９５．５ ９５．５ ９５．５

　　　ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値とする。

備考） （１）規格効率は、ＪＥＮ－ＴＲ２４５「汎用インバータの規約効率」のより算出した値とする。

規約効率
電動機出力（ｋＷ）

インバータ効率（％）

インバータ装置の 三相可変速電動機用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

フラッシプレート　　・金属製　　　　　・樹脂製

  図面に特記なき場合、コンセント ２Ｐ１５Ａ（接地極付）は、プラグ不要とする。

 遠方操作用押し ボタンは、連用形とする。

  測定数　　　箇所以上

地中線の埋設標

・鉄製（     箇所）　　・コンクリート製（　　箇所）

天井仕上げ表示

接地極　

（１４φ）はＷ＝４０、Ｌ＝１２００としても差し支えない。（雷保護用を除く）

なお、接地棒ＥＢ（１４φ）の長さは１５００㎜以上とし、（１０φ）は、Ｗ＝３０、Ｌ＝９００、

図面において、室名に（　）を付したものは直天井の室、それ以外は二重天井の室を示す。

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による。

接地極の材料は下記による。

ＥＢ（１０φ）×１（Ｌ＝１０００㎜）Ｅ０測   定   用

ＥＢ（１４φ）×３連－　組

ＥＢ（１４φ）×３連－　組

ＥＢ（１４φ）×３連－２組

ＥＢ（１４φ）×３連－２組

ＥＢ（１４φ）×３連－２組

ＥＢ（１０φ）×１（Ｌ＝１０００㎜）

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

高圧避雷器

低圧避雷器

Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

　　Ω以下

Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

Ｄ 種 接 地

Ｃ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

Ａ 種 接 地

共 同 接 地

共 同 接 地

接 地 の 種 類 記　　号 接地抵抗値 接　　地　　極

ＥＡ．Ｄ

Ａ．Ｃ．Ｄ

Ａ

Ｅ

ＬＬ

ＬＨ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

ＥＢ（１４φ）×３連－　組

ＥＢ（１４φ）×３連－　組

ＥＢ（１４φ）×３連－２組Ｅ １０Ω以下通   信   用

Ｅ通   信   用 Ｃｔ １００Ω以下 ＥＢ（１０φ）×１（Ｌ＝１０００㎜）

電話引込口の
保安器

Ｅ １００Ω以下 ＥＢ（１０φ）×１（Ｌ＝１０００㎜）

Ａｔ

Ｌｔ

ＥＢ（１４φ）×３連－　組Ω以下交 換 機 用 Ｅｔ

Ｅ 　　 Ω以下雷 保 護 用 ＬＡ
ＥＢ（１４φ）×  連－  組

施工図等の取扱い 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

施工調査

・監督職員の指示による。

　調査方法 （　 ／　 ） 図による

　調査項目 （　     　　　　　　　　　　　　　　）

　調査範囲 （ 　／ 　） 図による

・事前調査

仮設備工事

仮設備期間（・図示　　　・　　　　・　　　　）

養生 養生範囲　（　 ／ 　） 図による

養生方法　（ 　／ 　） 図による

電線類

・非破壊検査（費用は別途とする）

・はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

仮電源　　（・受変電　　・発電　　・　　　　）

次の記号で使用する電線類は、下記仕様による。

記    号 仕　　    　　　　様

ＥＭ－ＵＴＰ

(ＥＭ－ＵＴＰ５）

(ＥＭ－ＵＴＰ６Ａ）

(ＥＭ－ＵＴＰ６）

耐熱性ポリオレフィンシース　カテゴリ５ｅ　ＵＴＰケーブル（ＵＴＰ－ＣＡＴ５Ｅ／Ｆ）

耐熱性ポリオレフィンシース　カテゴリ６　ＵＴＰケーブル（ＵＴＰ－ＣＡＴ６Ｅ／Ｆ）

耐熱性ポリオレフィンシース　カテゴリ６Ａ　ＵＴＰケーブル（ＵＴＰ－ＣＡＴ６Ａ／Ｆ）

ＪＣＳ　５５０３「耐熱性ポリオレフィンシースＬＡＮ用ツイストペアケーブル」

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法で定める主任技術者のもと「事業用電気工作物保安規程」

に定める工事担当技術者（監督職員）の職務補佐をし、電灯工作物の保安の業務を行うものとする。

２．建物概要

白山地域簡易水道統合整備に伴う第1送水ポンプ場設置工事
平成28年度　簡水第1号

1 22.5

三重県津市白山町藤地内

 第1送水ポンプ 壁式RC造 15項

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 3 4 ／ 7 2

津 市 水 道 局

電 気 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事



Ｎ

照 明 器 具 姿 図

防湿防雨型　 防湿防雨型　（Ａ） ＬＥＤ４０形　反射笠付パイプ吊り （Ｂ） ＬＤＬ２０Ｗ×１　ブラケット凡　 　例

　６９００ｌｍタイプ
記　　号 名　　　　　　　　称

電 　 灯 　 盤

Ｌ Ｅ Ｄ 灯

Ｌ Ｅ Ｄ ブ ラ ケ ッ ト

換 気 扇

片切ス イ ッ チ

コ ン セ ン ト ２Ｐ１５ＡＥｘ２＋ＥＴ
２Ｅ

２Ｐ１５Ａ 防水ＥＴ付コ ン セ ン ト
ＷＰＥ

換気扇用サーモスイッチＴｈ
本体：ステンレス

本体：ステンレス防湿型・防雨型ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
カバー：アクリル傾斜天井用取付台付属

１φ２Ｗ　ＡＣ１００Ｖ

電灯盤 Ｌ－１　

(一次側配線、接地線共別途とする)

参考図

（Ａ）ｘ４
４

Ｔ
ｈ

４ ４
Ｌ－１イ イ

ＥＬＣＢ２Ｐ
３０ＡＦ／２０ＡＴ

１ ２

２２．０ｘ４（２５）露出 １ コンセント照明１．６ｘ３ 露出（２５）
２．０ｘ２

１．６ｘ２ （ＰＦ１６） ３ 予備２．０ｘ２Ｅ２．０

２．０　 ＷＰＥ ハ
ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／ ２０ＡＴ ｘ４ １００Ｖロ ロ

（１Ｐサイズ）ニ イ～ハ ２Ｅ （Ｂ）

２．０２Ｅ

２．０ｘ２Ｅ２．０（ＰＦ１６）
１．６ｘ５（２５）露出 １．６ｘ４２．０ｘ２ （２５） 露出

２．０ｘ２

特記なき配線は下記による

（１９） 露出２．０

（１９） 露出

（１９） 露出

（１９） 露出4

注記

※     プルボックス １５０ｘ１５０ｘ１００

1階平面詳細図　　1/50

ＮＰ

ＥＭ－ＩＥ２．０ｘ２ 

ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ２

ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ３ 

ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ４ 

Ｂ

ポンプ室

ポーチ

Ａ

１ ２

2,7851,430785

4,
50
0

5,000

動力盤・計装盤用

盤内雑電源

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 　 示 図 面 番 号 3 5 ／ 7 2

津 市 水 道 局

電 気 設 備 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事



2.有圧換気扇は温度ｽｲｯﾁでのON/OFF制御とする。

工事名称

工 事 概 要

２．建物概要

消防法施行令の適用  耐震区分 　備　考　 建 物 名 称 構造及び階数 国：延面積 建：延面積

　　国：国有財産法延面積（ｍ2）　　建：建築基準法延面積（ｍ2）

１．工事場所

平成28年度　簡水第1号

第1ﾎﾟﾝﾌﾟ場 22.50

　空気調和設備の当該項目による。

 1.ダ　ク　ト  ・ 低圧ダクト　 ・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）
 　　　　　　　　・ アングルフランジ工法
 ・ 高圧1ダクト（適用範囲は図示による）
 ・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの適用範囲及び仕様は図示による。
 ・ 厨房系統の排気ダクトは標準仕様書より一番手厚いものを使用する。

 2.風量測定口 　取付位置　・ 図示した位置　・　

 3.ダンパー

 ・ 厨房系統　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

 5.チャンバー

 4.シールする排気
　 ダクトの系統機械設備工事機材承諾図様式集（平成２５年版）によるほか、監督職員の指示による。

本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図(１部)を監督職員に提出する。
ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

ＣＡＤデータはオリジナル形式及びＰＤＦ形式とする（ＰＤＦは１ファイルにまとめる）。

・　本工事とし下記項目の測定表を提出する。　　　・　別途とする。

　　・ 風量調整　　　・ 水量調整　　・ 室内外空気の温湿度の測定
　　・ 室内気流及びじんあいの測定　 ・ 騒音の測定　　
　　・ 飲料水の水質の測定　　　　　 ・ 初期運転状態の記録

　  調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

製造者規格による標準品としてよい。
換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、

・ ６０Hz    ・ ５０Hz

(1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

なお、施工図等の著作権に係る当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

　　　試験成績書　　　　一式、　機器・配管固定の施工図　　　　一式
　　　機器製作図　　　　一式、　制御システム図　　　　　　　　一式

標準仕様書によるほか以下による。

縮刷製本を作成する。保全に関する資料とともに部数等は監督職員の指示による。

　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項工 事 仕 様
１．共通仕様
　１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の標準仕様書等によ
　　　るものとし、・印のついたものを適用する。
　　　・　公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成２５年版)(以下「標準仕様書」という。)
　　　・　公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成２５年版)(以下「改修標準仕様書」という。)
　　　・　公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成２５年版)(以下「標準図」という。)
　２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。
　　　なお、電気設備工事の特記仕様書は（　／　）図、建築工事の特記仕様書は（　／　）図による。

　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。
２．特記仕様

　２）特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等の保全措置を講ずる
　３）東海地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」による注意

　　　とともに、工事中断などの措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約書第２６条（臨機の措置）
　　　によって処理されるものとする。

３．工事種目（・印の付いたものが対象）

工事種目

・空気調和設備

・換気設備

・排煙設備

・自動制御設備

・衛生器具設備

・給水設備

・排水設備

・給湯設備

・消火設備

・厨房設備

・ガス設備

・浄化槽設備

　屋　外

工     事     種     別建物別及び
屋外

・　空調方式

方式及び種別　　　　　　　　　　　　　設　　　備　　　概　　　要

・　主要熱源機器
・ 
・ 

・　自動制御方式 ・ 電気式　　・ 電子式　　・ デジタル式　　・ 中央監視制御

・　給水方式 ・ 水道直結方式　　　・ 高置タンク方式　・ 圧力タンク方式（・ 上水　・ 井水）
・ ポンプ直送方式　　・ 増圧給水直結方式

・　排水方式 建物内汚水、雑排水　（ ・ 分流式　　・ 合流式　）
ポンプ排水　　 ・ 有（ ・ 汚物　　　・ 雑排水　　・ 湧・雨水　　・ 清水　）
建物外放流先　汚　水（ ・ 下水管直放流　　　　　 ・ 　　　　　　　　）
　　　　　　　雑排水（ ・ 下水管直放流　　　　　 ・ 　　　　　　　　）

・　消火設備の種別 ・ 屋内消火栓設備　　　・ スプリンクラー設備　　　・ 泡消火設備
・ 連結散水設備　　　　・ 連結送水管　　　・ 不活性ガス消火設備（ ・ 　　　）

・　ガスの種類
・ 液化石油ガス
・ 都市ガス（種別　　，発熱量　　　　MJ/m３(N),供給事業者名　　　　　　　　　）

　　　　　　　項　　　　　　　　　目

開

他工事との取合い区分表

開口部の穴埋め補修

口

部

鉄骨鉄筋コンクリート部材のはり貫通部　補強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ

ＲＣ部材の床・壁の貫通部　　　　　　　補強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ

床デッキプレートの貫通部　　　　　　　補強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切り込み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型わく(補強の有るもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型わく(上記以外）

天井・軽鉄間仕切りの開口　　　　　　　ボードの切込み及び補強共

換気扇の取付枠

床下水槽のマンホールふた

床、天井点検口

電 機器付属の制御盤以降の二次側配管配線（接地共）

気 機器付属の制御盤への電源供給配管配線

配 自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線

管 自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線

配 機器と付属操作スイッチとの渡り配管配線（接地共）

線 煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパーに至る配管配線

小便器用節水装置の制御盤以降の二次側の配管配線

外部取付ガラリ　　　　　　 ダクトチャンバーの接続用フランジを含む

湯沸室等流し台　　　 　　　排水トラップ共

湯沸室等の排気フード　　　 ステンレス製天蓋

基礎等 屋上設置の設備機器の基礎

大形設備機器の基礎

防水層に影響する基礎

上記以外の機器の基礎

防油提　　　　　 　　　　　建物内、油サービスタンクの防油提

架台、アンカーボルト

鉄骨部材のはり貫通部　　　　　　　　　穴開け(補強を含む)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ

ＲＣ部材のはりの貫通部　　　　　　　　補強

機械設備 建築 電気設備

改 コンクリート壁、床など　　　　　　はつり

修 　　　　　　　　　　　　　　　　　荒補修

工 　　　　　　　　　　　　　　　　　仕上げ補修

事 天井、壁などのボード類　　　　　　撤去

　　　　　　　　　　　　　　　　　復旧

 3.建設発生土の処理　

 4.環境への配慮

   物質の濃度測定
 5.室内空気中の化学

 6.材料・機材等

 7.技能士の適用

・ 引渡しを要するもの　　　( ・ 金属類　　　・　　　　　　・　　　　　　）
・ 特別管理産業廃棄物　　　( ・ 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）
・ 再生資源化を図るもの　　( ・ 塩ビライニング鋼管　　　　・　　　　　　）
・ 石綿含有品（ ・ 配管用成形保温材 ・ フランジ用ガスケット（ ・ 配管 ・ ダクト））
・ 引渡しを要するもの以外は構外適切搬出処理とする。
 　ただし（特別管理産業廃棄物　再生資源化を図るもの）の搬出処理費は別途とする。

 　再資源化等
　本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」第９条による分別解体等実
施義務の対象建設工事となることが想定されるため、同法に基づき分別解体等及び特定建設
資材の再資源化等の実施について適正な措置を講ずる。ただし、工事契約後に明らかになっ
たやむを得ない事情により、工事契約時に予定した条件により難い場合は、監督職員と協議
協議する。
　また、分別解体・再資源化等の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をし
た施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

　　 ・ 新築　　建築設備工事
　　 ・ 増築　　　・ 有　　　　　・ 手作業

（１）分別解体の方法

　　 ・ 模様替

　　工　程　　　作業内容　　　　　　　分別解体の方法

（２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設
　　特定建設資材廃棄物の種類　　　　再資源化等をする施設名称　　　所　在　地

　　 ・ コンクリート及び鉄から成
　　 ・ コンクリート

　　　　る建設資材
　　 ・ 木材

 1.発生材の処理等

 2.特定建設資材の

　　 ・ 修繕　　　・ 無　　　　　・ 手作業･機械作業併用

　　　　　　　　　　　　　　　※構外搬出の搬出先は監督職員との協議による。
・ 構内敷きならし　　　　　　・ 構外搬出（片道運搬距離　約　　　km）

・本工事は、建設発生土情報交換システム（以下「システム」という。）の登録対象工事で
　あり、受注者は、工事の実施に当たっては土量、土質、土工期等に変更が有った場合、速
　やかに当該システムのデーター更新を行うものとする。尚、これにより難い場合には、監
　督職員と協議しなければならない。

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（以下「グリーン購入法」という。）

　グリーン購入法（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等の調達の推進に関する
基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、
再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。」）に留意すること。
　本工事の建築物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す
ると共に、次の１）から４）を満たすものとする。
　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ
　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断
　　　熱材、塗料、仕上途材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極
　　　めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じ
　　　た材料を使用する。
　２）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を
　　　仕用する。
　３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等
　　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
　４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル
　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を
　　　使用したものとする。

に基づく特定調達品目等に関する判断の基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方
針（平成２５年２月閣議決定）」による。ただし、東日本大震災の影響により、特定調達品
目等の使用が困難な場合には、監督職員と協議するものとする。

を受注者が提示した場合は、当該施設に搬出することができる。ただし、当該施設への変更
については設計変更の対象としない。

　　 ・ アスファルト･コンクリート

　届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設（同種の再資源化等を行う施設に限る。）

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル
　　　デヒド発散建築材料以外の材料
　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　第三種

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

測定はパッシブ型採取機器により行う。
　　測定時期　　　　・ 工事着手前　　　・ 施工終了時
　　測定対象室　　　・ 図　示　　　　　
　　測定箇所数　　　・ 図　示　　　　　

室内空気中のホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレンの濃度を
測定し，監督職員に報告すること。

本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等の
ものとする。ただし、同等のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

(1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。
(2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。
(3)安定的な供給が可能であること。
(4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。
(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
(6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものに
　 あっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

別表－１に指定する機材等が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満た
すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこと
を示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているも
のは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

 ・ 冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付及び整備）
 ・ 配管（配管工事） ・ 建築板金（ダクト製作及び取付け） ・ 熱絶縁施工（保温工事）

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。
　規制対象外

　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

４．指定部分　　・　無　　　・　有

　　　対象部分：

５．設備概要（・印を付けたものは、本工事あるいは既設設備の概要を示すもので、仕様を規定するものではない。）

ﾎﾟｰﾁ
GL+170～180

SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ30cm
(防虫網付)

中仕切り2箇所
内貼り GW25mm

中仕切り2箇所
内貼り GW25mm

GL+300
CH=3130～3730
22.50㎡

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

吹出口(ｱﾙﾐ製)×2箇所
VS300×250H

消音ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ
450×1,150×450H

消音ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ
450×1,200×450H

SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ25cm
(防虫網付)

Ｎ

1

FE

1 2

1階平面図　　1/5 0

B

A

記　　号
φ V

消費電力

階 室　名
台数

W

設置場所

1 1 0 0

1

1 ｽｲｯﾁは電気設備工事とする

備　　　　考

機器表（換気扇）

FE-1 2 5 c m  　×　 1 , 0 0 0 m  / h　×　 3 0 P a3 5 0 . 0 1 ﾎﾟﾝﾌﾟ室

ｽｲｯﾁ
個数

( 1 )

3 0 c m(防虫網付)

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

消音ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ
消音ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ
450×1,200×450H

1, 15 0×450×450H

1

FE

1 2

1階展開図　　1/5 0

C
H
=
3
,
1
3
0
～

3
,
7
4
2

 8.施　工　図　等

 9.完　成　図　等

10.機材の承諾図

11.総 合 調 整

12.電　動　機

13.電源周波数

14.容量等の表示

1 屋外

有圧換気扇　低騒音形　排気用

ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ　給気用

工事概要　ポンプ室

1.有圧換気扇、ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ等の新設工事を行う。

仕　　　　　　様機　　器　　名

ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(防虫網付) 25cm×1

付　属　品

 ・ 内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
 ・ 亜鉛鉄板　JIS G 3302(SGCC,SGCCA)鍍金付着Z18以上
 ・ 長辺寸法750<L≦1,500　板厚0.8mm

次のダクトは保温を行う。 6.保温

 ・ 厨房及び湯沸室の排気ダクトの保温要（保温の厚さ５０ｍｍ(RW)、範囲は図示による）
 ・ 多湿箇所のダクトの保温要　　　　　（保温の厚さ５０ｍｍ、範囲は図示による）
 ・ 全熱交換器の外気ダクトの保温要　　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

5,000

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

5,000

三重県津市白山町藤地内

壁式RC造平屋建 別表第１(15)項＿

第1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ

TH

温度+ﾀｲﾏｰｽｲｯﾁ(露出型)×1

温度+ﾀｲﾏｰｽｲｯﾁ

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 　 示 図 面 番 号 3 6 ／ 7 2

津 市 水 道 局

機械設備工事　特記仕様書，平面図

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

白山地域簡易水道統合整備に伴う第1送水ポンプ場設置工事 



    工事場所

(2) 工事種別

(3) 構造種別

増築 増改築 改築

木造(Ｗ) 補強コンクリ－トブロック造(ＣＢ) 鉄骨造(Ｓ)

鉄筋コンクリ－ト造(ＲＣ)

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造(ＳＲＣ)

適用は　　印を記入する。　

プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造(ＰＲＣ)

(10)構造計算ルート

(4) 階　数

(5) 主要用途

(6) 屋上付属物

(7) 特別な荷重

(8) 付帯工事

リフト　　ｋＮ

倉庫積載床用　　　Ｎ／㎡

擁壁

無有(　　　　　　　　　　　　　　　　)

１．建築物の構造内容

(1) コンクリート

門扉

(9) 増築計画

適　用　箇　所

捨てコンクリート

土間コンクリート

基礎，基礎梁

混和剤

Ａ種 Ｂ種 厚Ｃ種 100 120 150 190

種　類

　普通

　普通

　普通

2 2

設計基準強度

Fc=N/mm Fq=N/mm

品質管理強度

cm

スランプ
備　考

比重

種　類 径 使用箇所 継手工法

異形鉄筋

高強度せん断補強筋

丸　鋼

溶接金網 (JIS G 3551)

重ね継手

ガス圧接継手

特殊継手

(　　　　　　　　　)

(3) 鉄　筋

(4) 鉄　骨

(6) 屋根、床、壁

   ＳＤ295Ｂ

   ＳＲ235

   ＳＤ295Ａ

高力ボルト

中ボルト

頭付スタッドボルト

普通:Ｆ10Ｔ 特殊:Ｓ10Ｔ 認定品( 　Ｍ12　　Ｍ16　　Ｍ20　　Ｍ22　　Ｍ24 )

高力ボルトすべり係数試験

高力ボルト導入張力確認試験

要

要

否

否Ｍ Ｍ

φ＝

φ＝

Ｌ＝

Ｌ＝ ㎜

㎜

ＡＬＣ版

折　　版

デッキプレート

キーストーンプレート

特殊デッキプレート

厚

厚

厚

厚

Ｈ＝

型式

型式

使用箇所( 　柱　　大梁　　小梁 )

【使用箇所】

(1) 工事名称

(5) ボルト

(2) コンクリートブロック(ＣＢ)

３．地　盤

６．鉄骨工事

(1) コンクリート (1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

(3) 工事監理者が行う検査項目

(4) 接合部の溶接は下記によること

(5) 接合部の検査

日本建築学会 ｢JASS6｣ ｢鉄骨精度検査基準｣ ｢鉄骨工事技術指針｣

鋼材倶楽部 ｢建築鉄骨工事施工指針｣

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

材料規格証明書または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド

社内検査表

原寸検査

建方検査

組立・開先検査 製品検査

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱(建築構造設計指針第12章)

日本建築学会｢溶接工作基準､同解説Ⅰ､Ⅱ､Ⅲ､Ⅳ､Ⅴ､Ⅵ､Ⅶ､Ⅷ､Ⅸ｣

日本建築学会｢鉄骨工事技術指針・工事現場施工編｣

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

フレアー溶接部

第三者検査機関名

注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査を行うこと。

注) 現場溶接は､超音波探傷試験を100％行うこと。

２．使用構造材料

５．鉄筋コンクリート工事

検査 方法
検査率又は検査数

社　内 第三者 工事監理者

超音波探傷試験

マクロ試験・その他

外観(目視)検査

外観(目視)検査

％ ％ ％

個 個 個

％ ％ ％

％ ％ ％

個 個 個

(都知事登録第　　　　　号)

備　考検査 箇所

完全溶込み溶接部

第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者または工事施工者が､受入れ検査を代行

させるために自ら契約した検査会社をいう。

エレベーター   人乗り( ロープ式・油圧式 )

Ｍ

Ｌ＝

Ｌ＝

㎜ ナット( 　シングル、　ダブル )

ナット( 　シングル、　ダブル )

   ＳＤ345

柱・梁・床・壁

比重押えコンクリート 　普通、　軽量

ラップルコンクリート

比重

　普通、　軽量 比重

デッキ床

新築

　普通、　軽量

(　印以外の項目の検査結果については､工事監理者に報告すること)
―

151818

Ｄ16以下 躯体

Ｄ16以下

受水槽　　　　ｋＮ キュービクル　　　ｋＮ

ＳＳ400

ＳＳ400

認定または登録工場(　　　　　グレード　　　　　都登録　　　　　ランク)

使用箇所( 　柱　　大梁　　小梁 )

アンカーボルト(ベースパック使用部除く)

ＡＢＲ400

ＡＢＲ400 ㎜

―

　普通、　軽量

４．地業工事

(2) 杭基礎

ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験掘 有 無

杭　種 備　考

摩擦杭

ＰＲＣＲＣ

ＰＨＣ

鋼管

Ｈ鋼

場所打ち

コンクリート杭

SKK400SS400

支持層－

ＰＲＣ

ＰＨＣ

鋼材

施　工　法材　料

( Ⅰ種 種

( 種 種 種

)

)

打ち込み

埋込み(セメントミルク工法)

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

拡底杭

ミニアース

ＢＨ 深礎
手掘

機械掘

大臣認定第　号

　　年　月　日

拡底杭

日本建築センター認定

　第　　　　号

　　年　月　日

杭仕様

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

( 　有・　無 ) ( 　打ち込み・　載荷 ) 本

杭径(㎜) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(ｍ) 本数 特記事項

(1) 直接基礎

コンクリートFc　　 N/㎜

スランプ

セメント量　　　 　kN/㎡

鉄　筋 主 筋

ＨＯＯＰ

ＳＤ

ＳＤ

２

種Ⅱ Ⅲ

Ａ Ｂ Ｃ

深さ ＧＬ ｍ

ｋＮ／㎡長期許容支持力度

1818 18

太陽光発電設備

耐久設計基準強度 Fd 標準

セメントは､JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は､工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中､暑中､その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当たる場合は､調合､打ち込み､

養生､管理方法など必要事項について､工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センター

定ごとに撮影した写真(カラ－)を保管し承認を得る。

の技術評価をうけた測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を１回の測

測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試

料から取り分けて３回行い､その平均値を試験値とする。

構造体コンクリ－トについて､現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は､現場水中養生､

または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする。

また､打ち込み量が150ｍをこえる場合は､150ｍごとまたは､その端数ごとに１回を標準と

する。１回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採

取する。なお､供試体の数量は､特別指示なき場合は､１回当たり６本以上とし､そのうち４

週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリ－トは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリート

の自由落下高さは､コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンク

リート圧送技師または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお､打ち込み継続中

分以内とする。

高強度せん断補強筋は､JIS G3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは｢鉄筋コン

クリ－ト構造配筋標準図(1)(2)｣または｢壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図(1)(2)｣に

よる。

Ｄ19未満は､すべて重ね継手とする。継手(Ｄ19以上)をガス圧接とする場合は､日本圧接協

会｢鉄筋のガス圧接工事標準仕様書｣による。

(2) 鉄　筋

３３

外観検査 有 無、引張試験 有 無、超音波試験 有 無

柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は､ 　Ｈ型(タガ型)　　Ｗ型(溶接型)　　Ｓ型(スパイラ

ル型)とする。

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は､｢建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱

要綱｣第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

(都知事登録第　　　　号)

代行業者名とは､試験､検査に伴う業務を代行する者をいう。

コンクリート及び鉄筋の試験は､公的機関､又は経済産業大臣が認定した試験事業者の試験

機関で行うこと。

材料　合板厚　12m/mを標準とする。 施工はJASS5による。

型枠存置期間

種類
部位

5℃～15℃

5℃未満

15℃以上

（Ｈ）

コンクリートの
圧縮強度

せ　き　板 支　柱

基礎､はり側､柱､壁 スラブ下､はり下 スラブ下 はり下

ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント
普通ポルト

普通ポルト
ランドセメント
普通ポルト普通ポルト

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント 高炉セメント

Ａ種

Ａ種
シリカセメント

２ ３

３ ５

５

４ ６

６

８

８ １０

１０ １２

１５１６

１７

２５

２８

２８

２８２８

５．０Ｎ／㎜ 設計基準強度の50％
設計基準強度の

85％ 100％

２

注) 1 　片持ばり､庇､スパン9.0ｍ以上のはり下は､工事監理者の指示による。

注) 2 　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また､その他のはりの場合も原則として行わな

注) 3 　支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。

い。

注) 4 　盛りかえ後の支柱頂部には､厚い受板､角材または､これに代わるものを置く。

注) 5 　支柱の盛りかえは､小ばりが終ってから､スラブを行う。

注) 6 　上表以外のセメントを使用する場合は､工事監理者の指示による。

(3) 型　枠

一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない。

えるときには､200箇所ごと)に１回行い､１回の試験は５本以上(超音波試験の場合は30箇

所以上)とする。

における打継ぎ時間間隔の限度は､外気温が25℃未満の場合は120分､25℃以上の場合は90

短期

ガス圧接部の抜き取り検査は､同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200箇所を越

コンクリ－トは、原則としてJIS A 5308に適合するものとする。

を座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト､グラインダー掛け等を用いて除去した後､

屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。ただし､ショットブラスト､グリット

締付け後の検査は､各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

防錆塗装の範囲は､高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分と

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い､塗装は工場塗装と同

じ錆止めペイントを使用し2回塗りとする。

(6) 防錆塗装

(7) 耐火被覆の材料

７．設備関係

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以

上かつ5cm以上を原則とする。

８．その他

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し､締付けの順序は部材

材が十分密着するよう注意して行う。また､締付けは一次､二次締めとする。

告示1464号に基づき､｢突合せ継手の食い違い･仕口のずれの検査･補強マニュアル｣を適用

する。

い。

ブラストによる処理で表面あらさが50Ｓ以上である場合は､赤さびは発生しないままでよ

高力ボルトは｢Ｓ10Ｔ｣または｢JIS B1186の高力ボルト｣とする。摩擦面の処理は黒皮など

Ｍ

ＳＭ400

現場溶接使用箇所種　類

ＢＣＲ295

ＳＭ490Ａ

ＳＳＣ400

ＢＣＰ235

ＳＮ400Ａ,Ｂ,Ｃ 有

有

有

有

有

無

無

無

無

無

備　考

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

ＳＳ400

ＳＮ490Ｃ

ＳＴＫＲ400 ＳＴＫＲ490

2421 18

長期 超長期

コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし､施工に関してはJASS5(2009)による。

する。錆止めのペイントは､JIS K5674､2回塗りを標準とする。

構 造 設 計 標 準 仕 様

鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。施工はJASS5(2009)による。

三重県津市白山町藤 地内

地下　　　階　　　　　地上　　　階　　　　　塔屋　　　階１

送水ポンプ場

地上階： Ｘ方向ルート　－(　  　) Ｙ方向ルート　－(　  　)１ １

支持層－

載荷試験 有 無

(2) 地盤調査計画

ある。

(3) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合も

水平地盤反力係数の測定

無(調査予定　　有　　無)

液状化判定 土質試験

ボ－リング調査 静的貫入試験 標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定

土質試験 物理探査 平板載荷試験 試験堀(支持層の確認)

(1) 地盤調査資料

有(　敷地内　　近隣)

現場透水試験

ボーリング調査 平板載荷試験

(4) ボーリング標準貫入値、土質構成 (基礎・杭の位置を明記すること)

１１

１２

１３

１０

５

６

７

８

９

２

３

４

０

10 20 30 40 50 60

土　質 標準貫入試験
○調査地番

○位置図

○支持地盤、地層及び深さ

　についてのコメント

○孔内水位

○近隣デ－タの調査地番と

　設計地番とは約　　ｍの

　距離がある

○備考

　ＧＬ－　　　ｍ

敷地内

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

壁式鉄筋コンクリ－ト造(ＷＲＣ)

壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造(ＷＰＲＣ)

１
ホイスト 　ｋＮ

別図参照

(別図参照)

平成28年度　簡水第1号　白山地域簡易水道統合整備に伴う第1送水ポンプ場設置工事

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 3 7 ／ 7 2

津 市 水 道 局

構 造 設 計 標 準 仕 様

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事



d. 柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

e. 単純梁の下端筋

f. その他、本配筋標準に記載する箇所

壁ばり主筋
(通し筋とする)

(2) 記号

＠…間隔　　r…半径　　　…中心線　　　…部材間の内法距離　　　…部材間の内法高さ0h

折曲げ角度

図

鉄筋の余長

180° 135° 90°

4d以上 (　　　 )以上４ｄ※以上６ｄ (　　　 )以上４ｄ※以上８ｄ

Ｒ

余長

d d

Ｒ

余
長

Ｒ

d

余
長

d

8
d
以

上

キャップタイ

折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋
の末端部またはスラブと同時に打
ち込むＴ形およびＬ形梁のキャッ
プタイにのみ用いる。

※片持スラブ上端筋の先端

(2) 鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90°以下

図
鉄筋の使用箇
所による呼称

鉄筋の種類
鉄筋の径によ
る区分　　　

鉄筋の折り曲げ
内のり寸法(Ｒ)

帯 筋
あ ば ら 筋
スパイラル筋 以上

以下

以下

ＳＤ295Ｂ、ＳＤ345

3d以上

4d以上

6d以上

d

Ｒ

２．鉄筋加工、かぶり

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

ＣＬ

１．一般事項

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

0

鉄筋は、ＳＤ295Ａ、ＳＤ295Ｂ、ＳＤ345を使用する。

折曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ16以下は3d以上、Ｄ19以上は4d以上

ＳＤ295Ａ　　　　 
Ｄ16

Ｄ19

Ｄ16

ＳＤ295Ｂ、ＳＤ345
ＳＤ295Ａ 　　　　上記以外の鉄

筋　　　　　
Ｒ

d

鉄筋の種類

2

普通、軽量コン
クリートの設計
規準強度の範囲
(Ｎ/㎜ )　　　

定 着 の 長 さ

一般 (Ｌ )
下端筋 (Ｌ )

小　梁 スラブ

特別の定着及び
重ね継手の長さ

(Ｌ )2

3

1

(3) 鉄筋定着及び重ね継手の長さ

ＳＤ295Ａ
ＳＤ295Ｂ
ＳＤ345　

25d
15d
　

または
フック
　つき

10d
15cm

かつ
以上

または
フックつき

または
フックつき
または
フックつき

40d
30d
45d
35d

コンクリートは普通Ｆｃ＝18Ｎ/㎜ 以上24Ｎ/㎜ 以下、軽量Ｆｃ＝18Ｎ/㎜ 以上2.5Ｎ/㎜ 以下

3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

継　手

ガス圧接形状

dθ

θ＞80゜

3㎜以下

d 1.4d以上

圧接面

d/5以下

圧接面 圧接面

(単位：㎜)

圧接継手 重ね継手(下図のいずれかとする)
Ｌ1 Ｌ1

1.1d以上
d/4以下

a≧400 1.5Ｌ 以上1 約0.5Ｌ1

(4) かぶり厚さ

設計かぶり厚さ(㎜)小かぶり厚さ(㎜)構　　造　　部　　分

屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　・非耐力壁 20 30＊ ＊＊＊

耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁 30 40＊ ＊

40 50

基　礎 (捨コンクリート部分を除く) 60 70

[注] 　＊　耐久性上有効な仕上げがない場合は、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。
　　　又、軽量コンクリートの場合は、10mm増しの値とする。
＊＊　片持ちスラブ先端は、 小かぶり30mmとする。〔8－(1)の　参照〕a

(5) 鉄筋のあき

(6) 鉄筋のフック (a～fに示す鉄筋の末端部にはフックをつける｡)

a. 異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

b. 粗骨材の 大寸法の1.25倍以上かつ25以上

a. 壁長が1ｍ以下の壁横筋の末端　b. あばら筋、帯筋　c. 煙突の鉄筋

異形鉄筋

あきd d 0 0

間隔

　印の鉄筋の重ね継手の
　末端にはフックが必要

(地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること｡)

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

ＨＯＯＰ

補 強 筋

杭 　 径 300φ､350φ 400φ 450φ 500φ 600φ

6－Ｄ13 8－Ｄ13 10－Ｄ13 8－Ｄ16 10－Ｄ16

Ｄ10－＠150

補強筋

ＨＯＯＰ＠150

5
0

φ

φ コンクリート止め板

基礎下端

但し　≦φの場合
　　　＞φの場合は工事監理者の指示による

φ

Ｌ
2

基礎下端

45°

1501
.
5
φ

1
5
0

3－Ｄ16

２．杭

(2) 現場打ちコンクリート杭

杭間隔は2×φかつφ＋1000以上

4
5
d

重
ね

継
手

φ

スペーサー
フラットバー
　　 ＠3,000
(各4ヶ所)

ＨＯＯＰ筋の継手
は片側溶接10d
又は重ね継手40d

主筋のかぶりは
100以上とする

斫り部分

余
盛
コ

ン
ク
リ

ー
ト

8
0
0
～

1
0
0
0

1
0
0
以

上

へりあき200以上

杭
主

筋
4
0
d

ＣＬ

(2) 杭 基 礎

(1) 布基礎

2
0
d
以

上

2
0
d
以

上

かぶり厚さ

余長4d

Ｃ ＬＣ Ｌ

20d(両側) 40d(片側)

フック無しフック付き

(4) 基礎接合部の補強

2

1

Ｌ
 
o
r
Ｌ

3

≧
1
5
d

Ｌ

1

4
0

7
0

Ｗ1

Ｌ
1

Ｌ
2

Ｈ

45ﾟ～60ﾟ

Ｌ

300

500＜Ｈ≦1000

※印筋はＤ10－＠200とする

Ｌ
2

3
－

Ｄ
1
3

※
※
※

※※※

Ｗ の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

　 配筋は同厚の壁リストにならう

梁
幅

Ｈ≦500は※印筋は不用とする

1

1

(3) べた基礎

５．耐力壁

幅止め筋Ｄ10

捨コンクリート

敷込み砂利(割栗)

フーチング

打継ぎ面床スラブ

壁縦筋

フーチング主筋

打継ぎ面

曲げ　
補強筋

折り曲げ
不可　　

Ｌ
2

Ｌ
2

布基礎２回打ち(フーチングと
立上り部分を分ける)の場合

布基礎交差部の配筋(平面)

原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋
配力筋および交差部ベース筋を配置する
また､特殊な場合には､はかま筋を配置する

ベース筋の間隔は原則として20㎝以下とし

Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ Ｌ 以上2 交差部ベース筋

配力筋
(交差部まで延ばす)

基礎ばり
下端主筋

Ｌ 以上2
Ｐ：ベース筋の
　　設計間隔

配力筋の間隔は30㎝程度とする
Ｐ：ベース筋の設計間隔

8.(3)の上･下筋
を読み替える

Ｐ
Ｐ

ベース筋

第１ベース筋
(直交布基礎の縁に配置する)

Ｌ形交差部

Ｔ形交差部十形交差部

Ｌ
2

Ｌ2

床スラブ

立
上

り
筋

曲
げ

補
強

筋

壁横筋

壁横筋
幅止め筋Ｄ10
縦横筋３段ごと

屋根スラブ

Ｄ13以上

Ｄ13以上

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

/
2

Ｐ
/
2

Ｌ
2

Ｌ
1

Ｌ
2

Ｌ
2

横
筋

ピ
ッ

チ
Ｐ

横
筋

ピ
ッ

チ
Ｐ

Ｌ2
Ｌ2

ロ

壁ばり主筋または
屋根スラブ交差部補強筋

ハ

壁 縦 筋

イ

ロ

鉄筋端の180°
フックを直交筋に
かけ掛け

鉄筋を90°に
水平(鉛直)に曲げ
直交筋外側に
回し配筋

(1) 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

(2) 上・下階耐力壁の各種配置

180以上

イ

Ｌ2

片側・両側
スラブとも

両側スラブロ

複配筋

ハ

上階単配筋
下階複配筋

180未満

耐力壁と床・屋根スラブ

単配筋

ロ片側スラブイ

単配筋

(3) 耐力壁の縦・横筋の配置

４．基　礎

壁式鉄筋　　　
コンクリート造

６．使用可能な鉄筋の 大径（標準）

Ｄ22 Ｄ22 Ｄ25 Ｄ16 Ｄ16 Ｄ16

塀非耐力壁スラブ
布基礎
基　礎
基礎梁

壁　梁
がりょう
小　梁

耐力壁
部位

構造種別

Ｌ
1

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ
1

Ｌ
2

ＤＤ

ｅ ｅ

Ｌ
1

Ｌ
2

Ｌ2

延ばすと
施工がし
やすい　

上階耐力壁補強筋

壁ばり主筋

下階
耐力壁補強筋

壁ばり縦筋 絞る

Ｐ

第１縦筋Ｄ10以上 縦筋Ｄ10以上

Ｐ/2 Ｐ/2Ｐ/2Ｐ Ｐ Ｐ
調整区間Ｐ以下

15ｄかつ150

縦筋第１縦筋曲げ補強筋
2-Ｄ13以上

1
8
0
以

上

横筋Ｄ10以上曲げ補強筋
Ｄ13以上　

1
2
0
以

上

Ｐ ＰＰ/2

1
5
0
以

上

曲げ補強筋１本の場合

曲げ補強筋２本の場合
第１縦筋

注) 壁長1500以下の横筋はＨＯＯＰ状に加工すること

(4) 耐力壁が交差する場合(平面)

Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置ａ

ｂ Ｔ形交差部の縦・横筋などの配置

単配筋の場合 複配筋の場合

Ｌ
2

Ｌ

Ｌ
Ｌ

1

1

1

第１縦筋 通し筋
曲げ補強筋

ＰＰ/2 Ｐ

Ｐ
Ｐ
/
2

Ｌ
2

中心を超えて
から曲げる　

定着長さＬ

Ｌ
2

2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ
Ｌ2

1

Ｌ
2

Ｌ2

複配筋の場合

単配筋の場合

ｃ 十形交差部の縦・横筋などの配置

横筋(通し筋)

耐力壁

縦筋Ｄ10以上

横筋Ｄ10以上

第１縦筋

曲げ補強筋
Ｄ13以上

Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ
/
2

Ｌ2
Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ

曲げ補強筋Ｄ13以上

縦補強筋
Ｄ13以上

横筋Ｄ10以上

縦筋Ｄ10以上

幅止メ筋Ｄ10 3本ごと

横
筋
と

同
径
同

間
隔

Ｌ
2

Ｌ2

複配筋の場合単配筋の場合

単配筋の場合

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

横筋
縦筋

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

複配筋の場合

縦補強筋1-Ｄ13以上

縦補強筋4-Ｄ13以上

両側スラブ　　
両側スラブとも

ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径

d…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径

22 22

Ｄ19～Ｄ25

21　22.5　24

18

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分
基礎つなぎ梁

(1) ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

ＨＯＯＰ＠150 補強筋

基礎梁主筋
(Ｄ13以上)

150以上 150以上

Ｌ
 以

上
1

a≧3

2

2

2－Ｄ16以上

2. ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3. ②の鉄筋はＤ13以上

4. 埋戻し土のある場合は40を70とする

1. 耐圧版鉄筋の継手位置は８－(1)床スラブを

   参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる

または
フックつき

40d
30d

40d
30d

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 3 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 １ 送 水 ポ ン プ 場

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事



(3) 片持ちスラブ出隅部補強

(4) 床板開口部の補強

Ｄ13

一般の場合 下部防水立上りのある場合
Ｌ2 Ｌ2

Ｄ13

Ｄ10－＠400

Ｌ2 Ｌ2

Ｄ13

(4) コンクリートブロック帳壁

1
0
0
以

下

(但し、Ｈ＞800以上の場合、
設計図による)

Ｌ2

Ｌ
1

1
0
0
以

下

Ｌ
2

Ｄ10＠200ダブル

溶
接

　
＝

1
0
0

150 150 150 150150

壁長の大きい場合 壁長の小さい場合 無開口の場合

b　 小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ

0  /4

250

0  /30  /30  /3

250250

2
5
0
以

上

Ｂ
壁梁幅

(上端主筋継手位置)

*

**

2/3Ｂ以上

00.1  

0.25  0 0.3  0

0.15  0

1

Ｌ

Ｌ

2

3
Ｌ

あばら筋かけ始めあばら筋かけ始め

定 着
継手位置

(下端筋継手位置)

* １ヶ所で同時に多数の
  鉄筋を切らないこと。

(注) 圧接継手を用いる場合、継手間隔は400㎜以上とする。

外端 内端(連続端)

補強あばら筋は小梁主筋側
に必ず入れること。　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

正
面

平 面 正 面 θ＝45°

Ｌ1

1

1

1Ｌ

Ｌ

Ｌ

斜め補強筋

周囲補強筋

1
Ｌ

床板厚さＤ 周 囲 斜 め

各2－Ｄ13

各2－Ｄ13 各2－Ｄ13

各1－Ｄ13

150＜Ｄ≦200

   　Ｄ≦150

0

　
/2

1
Ｌ

上筋

下筋

1200＜　≦1500

　
/2

1
Ｌ

　≦1200

上端筋

4-Ｄ13(　＜900)

5-Ｄ13(900≦　≦1200)

上端筋

5-Ｄ13かつ

上筋径以上

下端筋

5-Ｄ13かつ

鉄筋長は上筋の1/2以上

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

設備の小開口が連続してあく場合注)
は縦、横、斜補強筋とは別に開口

を開口をさけて補強する。

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ13

1
Ｌ

1Ｌ

2Ｌ
1

孔と孔のへりあき100以上

(開口の径500以上の場合)

1Ｌ

Ｄ
1
0
＠

4
0
0

注) hはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

0

注) 鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

注) h ≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。

Ｌ2 Ｌ2

Ｄ13 溶接　＝100

t

h
0

横筋Ｄ10－＠600

Ｌ2 Ｌ2

t

h Ｌ
2

Ｄ10＠400

Ｄ13

h
0

横筋Ｄ10＠600

150400 400 400

1
8
0

400 400

Ｄ10

Ｄ10

Ｄ10

Ｄ13

Ｄ13

横筋用ブロック

150 150

1
0
0

1
0
0

3
0
0

3
0
0

4
0
0

4
0
0

1
4
0
0

1
4
0
0

1
8
0
0

1
8
0
0

120

150

5
0

5
0GL GL

道路

400 400

Ｄ10 控壁用型枠
ブロック

高
さ

2
2
0
0
以

下

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ10

壁の高さの
1/5以上の控壁

控壁間隔3.4ｍ以下空洞ブロック
390×190×120

控壁のある塀例 高さ2.2ｍ以下

壁厚15㎝以上 (高さ2ｍ以下は12㎝以上)

立面配筋図

立面配筋図

断面配筋図

一般部断面配筋図 控壁部断面配筋図

(2) 屋根スラブの補強

１１．梁貫通孔補強

リング型 パイプ型 金網型 プレート型

(使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと)

2－Ｄ16

(1) 既製品

(2) 鉄筋標準配筋 但し φ≦Ｄ/3とする

１２．コンクリートブロック塀

(1) ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造

80≦φ≦100

折　筋

縦　筋

2－(2－Ｄ13)

100＜φ≦150

折　筋

縦　筋

横　筋

2－(2－Ｄ13)

2－(2－Ｄ13)

150＜φ≦250

縦　筋

横　筋

斜　筋

　縦筋
上
下

2－(2－Ｄ13)

4－(2－Ｄ13)

ＳＴ 2－Ｄ13－100＠

ＳＴ 2－Ｄ13

ＳＴ 2－Ｄ13－100＠

１０．その他

120以上

手摺

Ｈ

Ｄ13

Ｄ10＠150

パラペット
150以上

Ｄ13

Ｈ

Ｌ
2

Ｄ10＠150ダブルＬ2 Ｌ2Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ1

水平定着

水平定着

水平定着
水平定着

水平定着 水平定着

水平定着

上階
一般階

基礎

　＝1200 　＝1200 　＝1200

1－Ｄ13以上
（外壁）

2－Ｄ13以上
（内壁）

1－Ｄ13以上
（外壁）

2－Ｄ13以上
（内壁）

標準継手位置

上端筋

下端筋

短 辺 方 向

長 辺 方 向

短辺・長辺方向

Ｂ

Ｂ

Ａ　Ｃ

30
Ｌ3

※

補強筋Ｄ13以上
片持スラブ

Ｌ
2

Ｌ
2

曲げ補強筋Ｄ13以上
（壁縦筋とは別に
　配筋する）

縦筋

スラブ

他端にスラブがある場合 他端にスラブがない場合

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＣＣ

Ｃ Ｃ

ｙ

　
/
4

　
/
4

y
y

15d

10dかつ150以上

Ｌ2

Ｄ13
肩筋Ｄ13以上

15d

1
0
d
以

上

　補強筋は各3-Ｄ13又はスラブ主筋の同一径ａ
　で　=1,500とし、上端筋の下に配筋する
　※の個所(入隅)は各階補強するｂ

Ｌ2

(1) 手摺、パラペット

2-Ｄ13
(上下各1本)
はり壁に定着

2-Ｄ13
(上下各1本)

斜めの補強筋
2-Ｄ13　Ｌ＝1,100㎜
(上端筋の下へ配筋する)

Ｄ10

Ｄ10＠250

4d

Ｄ13以上
Ｄ10＠250 Ｄ13

Ｄ13 Ｄ10

1,200以下 50

　t以上
1
2

　t以上
3
4

25d

Ｌ2

ＳＴ 2－Ｄ13－100＠

φ φ φ

φ＞250

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

※部分について計算で

　確認された場合は右

　記の位置、寸法によ

　らなくて良い。

Ｄ

45°

2φ 2φ

Ｌ2

Ｌ
2

2

φ

Ｌ

2
5
0
以

上
2
5
0
以

上

※
※

(スターラップ補強範囲)

1(φ ＋φ )×3/2以上2

φ1 φ2

貫通孔が連続して間隔等が取れな
い場合は設計者又は工事監理者と
打合せのこと。　　　　　　　　

a.塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2ｍ以下。

b.塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12㎝以上、2ｍを超える場合は15㎝以上。

c.地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。

d.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

1
0
0
0

1
4
0
0

1
0
0

3
0
0

4
0
0

高
さ

1
2
0
0
以
下

120

150

5
0 GL

道路

Ｄ10
基本ブロック 横筋用ブロック

Ｄ10
Ｄ13

Ｄ13

Ｄ10

Ｄ10

Ｄ10 Ｄ10

かさ木ブロック

空洞ブロック 390×190×120

控壁のない塀例 高さ1.2ｍ以下
縦筋は、ブロックの空洞部分で重ね継ぎをしてはならない

設置可能範囲　梁端部(スパン　/10以内かつ1.2Ｄ以内)は避ける

７．壁梁、小梁

９．階　段

(2) 壁梁の範囲

(3) 定着

(1) 壁梁の標準配筋図

(5) 壁梁と壁のおさまり

８．床　板

(1) 定着および継手

(4) あばら筋の型

(5) 床板段差
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(7) 釜場

(8) 打継ぎ補強 (ダメ穴打継面について)

　設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2Ｌ 以上●

●　無筋部分Ｄ10－＠200　長さ800以上
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Ｒ階
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a　 壁梁

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋　
　　標準図(１)の2－(3)による。

(イ) 原則として　のフック先曲げとする。

   　片側床版付(Ｌ型)梁で　、

   　両側床版付(Ｔ型)梁で　とすることがげきる。

(ロ) フックの位置は　にあっては交互、

   　　にあってはスラブ側とする。
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壁梁鉛直断面

おさまりＢ

壁ダブル配筋

曲げ補強筋曲げ補強筋

(単位 ㎜)

はり幅の 小寸法(構造体寸法)

(注) かぶり厚さ40㎜の場合
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a　 軽作業の土間
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b　 一般床スラブ

ｂ

　　片持ち階段

Ｄ13以上

Ｄ13受筋 床板厚(平面)
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壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）
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縮 尺 - - - 図 面 番 号 3 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）

津 市 白 山 町 藤 地 内

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。
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白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場
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ブロック積擁壁工(1)

1号ブロック積擁壁 展開図

BNO
.0
＋15

.0
0

BNO
.0
＋10

.0
0

S＝1:100

SL
＝
4
.4
7

 H
＝
4
.0
0

S
L＝

2
.9
1

 
H＝

2
.6
0

S
L＝

2.
24

 
H＝

2.
00

S
L＝

0
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8
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0
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S
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4.
47
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00

SL
＝
4
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＝
4
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2
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H＝

2
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S
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0
.6
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H＝

0
.6
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S
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3.
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H＝

3.
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S
L＝

5
.5
9

 
H＝

5
.0
0

SL
＝
4
.4
7
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＝
4
.0
0

S
L＝

5
.5
9

 
H＝

5
.0
0

S
L＝

4.
02

 
H＝

3.
60

SL
＝
1.
12

 H
＝
1.
00

S
L＝

2
.9
2

 
H＝

2
.8
0

 
H＝

2.
40

S
L＝

2.
51

 
H＝

2
.1
0

S
L＝

2
.1
9

 H
＝
0
.3
0

SL
＝
0
.3
1

 H
＝
0.
30

SL
＝
0.
31

S＝1:100

2号ブロック積擁壁 展開図

▽210.50 ▽210.50 ▽210.50

目
地
位
置

目
地
位
置

目
地
位
置

目
地
位
置

裏コンあり

27.2

123.6

VPφ50 25.2 1本/3ｍ2

18.5

45.3

3.8

40.3

32.3

5.5

60.5

16.1

名　　　称 規　　　格 1号ブロック積 摘　　　要単位

ブロック積擁壁工数量表 1式当たり

ブロック積面積

胴込コンクリート

水抜きパイプ

ｍ2

ｍ3

ｍ

裏込コンクリート ｍ3

ｍ3裏　込　材

18-8-25BB

18-8-25BB

RC-40

吸出し防止材

基　礎　工

天　端　工

300×300×30 ｍ2

ｍ

ｍ

床　　　　掘

埋　　　　戻

ｍ2

ｍ3

ｍ3

目　地　材

2号ブロック積

29.2

6.4

2.9

7.2

5.0

0.9

-

-

1.3

12.8

4.3

(1)

(2)

(1)

(2)

瀝青繊維質目地板

ｍ

ｍ

t＝10ｍｍ

t＝150,t＝100

- 14.8

14.2-

ｍ3良質土埋戻 20.2 2.8

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 1：100 図 面 番 号 4 4 ／ 7 2

津 市 水 道 局

ブ ロ ッ ク 積 擁 壁 工 （ 1 ）

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場

8280 4000 12060 4000 11960

40300

3280 3000 2000 2000 2000 12060 2000 2000 4000 7960

基礎工(1) L＝40.3ｍ

▽210.16

▽208.50

▽209.50

▽206.90

▽207.90

▽206.50

▽205.50

▽206.50

▽205.50

▽206.50 ▽206.50

▽208.30

▽207.30

▽209.89

天端工(1) L＝32.3ｍ

3800 4500 3370 3130

14800

3490 310
310

4190 3370 3130

基礎工(2) L＝14.2ｍ

▽210.50

▽212.30

▽213.00 ▽213.00

▽211.30

▽210.20 ▽210.20 ▽210.20
▽210.60

▽211.00

天端工(2) L＝14.8ｍ

6030 6030



100

ブロック積擁壁工(2)

1号ブロック積擁壁 断面図 2号ブロック積擁壁 断面図

(18-8-40BB)

(18-8-40BB)

(18-8-25BB)

基 礎 工

1
;
0
.
4

(18-8-25BB)

(18-8-25BB)

(300×300×30)

(VPφ50 1本/3ｍ2)

(0.5ｍ3/ｍ)

S＝1: 50

1:
N

1;
0.
5

埋戻 0.4ｍ3/ｍ

S＝1: 50

S＝1: 20

S＝1: 20

天端工(1)

(18-8-25BB)

(18-8-25BB)

(VPφ50 1本/3ｍ2)

(300×300×30)

(0.2ｍ3/ｍ)

1:
0.
3

1;
0.
5

天端工(2)
S＝1: 20

1:
0.
3

(18-8-25BB)

430

埋戻 0.3ｍ3/ｍ

4.20

1.27

0.13

18-8-40BB t＝100 7.50

2.00

7.50

名　　　称 規　　　格 基礎工(1) 摘　　要単位

基礎工数量表 10ｍ当たり

18-8-40BBコンクリート

型　　枠

目　地　材

ｍ3

瀝青繊維質目地板

ｍ2

ｍ2

均しコンクリート ｍ2

ｍ2同上型枠

基面整正 ｍ2 7.30

0.09

2.00

7.30

3.30

0.94

基礎工(2)

t＝10ｍｍ

t＝10ｍｍ

天端工(2)

0.28

1.30

0.032ｍ

2ｍ

瀝青繊維質目地板

3ｍ

目　地　材

型　　枠

コンクリート 18-8-25BB

10ｍ当たり天端工数量表

単位 摘　　要天端工(1)規　　　格名　　　称

0.12

1.21

2.30

B

基礎工寸法一覧表

550

基礎工(1)

530

基礎工(2)

230320H

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 4 5 ／ 7 2

津 市 水 道 局

ブ ロ ッ ク 積 擁 壁 工 （ 2 ）

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場

SL

350H H

100

1
00

H

1
00

100 B 100

B＋200

750

23
0

300

コンクリート

均しコンクリート

コンクリート

SL

350
1501000

天端工(1)

20
0

基礎工(1)

胴込コンクリート

裏込コンクリート

吸出し防止材

水抜きパイプ L＝600

裏込材(RC-40)

良質土埋戻し

300

床掘 1.5ｍ3/ｍ

天端工(2)

基礎工(2)

胴込コンクリート

裏込コンクリート

吸出し防止材

水抜きパイプ L＝500

裏込材(RC-40)

良質土埋戻し

2
00

300

13
0

コンクリート床掘 0.9ｍ3/ｍ



(1;3BB)

(RC-40,t＝100)

(18-8-25BB)

(U字溝 240用)

1;
0.
5

(18-8-25BB)

U字溝(240)
S＝1:20

小 口 止
S＝1:20

U字溝蓋
S＝1:20

U字溝(240)数量表 10ｍ当たり 小口止数量表 10箇所当たりU字溝蓋数量表 10ｍ当たり

アスカーブ数量表 10ｍ当たり 張コンクリート数量表 10ｍ当たり

アスカーブ
S＝1:10

張コンクリート
S＝1:20

各種工法図(1)

0.07

16.5

4.30

1.10

0.06U字溝(240),T-2用 10

細粒度アスコン 0.55 18-8-25BB 0.98

RC-40,t＝100

4.30

2.00

0.10

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

PU1-240Ｕ字溝

敷モルタル ｍ3

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

18-8-25BBコンクリート

型　　　　枠

ｍ3

ｍ2

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

グレーチング個

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

アスカーブ t

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

コンクリート ｍ3

1；3 BB

基礎砕石 ｍ2

ｍ2同上型枠

枚

基面整正 ｍ2

目　 地 　材 瀝青繊維質目地板 ｍ2 t＝10ｍｍ

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 4 6 ／ 7 2

津 市 水 道 局

各 種 工 法 図 （ 1 ）

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場

240
5
0
2
40

10
0

3
0

29
0

100 230 100

430

PU1-240

敷モルタル

基礎砕石

240

2
40

PU1-240

220

コンクリート(t=10cm)

240

PU1-240

グレーチング T-2

950

1
00

1000

コンクリート

130

1
30

230



U
字

溝
(
2
4
0
)

0.40

1.00

1集　水　桝
500×500×500
PC桝同等品以上 ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(T-25)付

18-8-40BB t=100

同 上 型 枠

箇所

箇所

240×159

269×159

2

1

2.7

2.1

1.0

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

1箇所当り

ｍ2

ｍ2

個

ｍ3

ｍ3

均しコンクリート

開　口　穴

ｍ2

床 　 　 掘

埋 　 　 戻

基 面 整 正

U
字

溝
(
2
4
0
)

集 水 桝
S＝1:20

各種工法図(2)

集水桝 数量表

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 4 7 ／ 7 2

津 市 水 道 局

各 種 工 法 図 （ 2 ）

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場

240

269341

150 500 150

800

15
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800
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7
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H＝1.8ｍ,直忍返付
ネットフェンス

名　　　称 規　　格 単 位 数　　　量 摘　　要

10ｍ当りネットフェンス数量表

ｍ 亜鉛ﾒｯｷ 300g/ｍ210金網 φ3.2×56ｍｍ

基礎ブロック 200×200×450 個  5

風圧力に依る。

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく

めっきとする。

本柵の金網規格は下記の通りとする。

φ2.6×40ｍｍ,φ2.6×56ｍｍ

φ3.2×50ｍｍ,φ3.2×53ｍｍ

外装は金網類及びバ－ブドワイヤを除く他は、溶融亜鉛

基礎条件・・・長期許容地耐力　98 kN/ｍ2

２．

備考

１．

設計条件

完全式菱形金網
(φ3.2×56mm)

風圧力に依る。

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく

基礎条件・・・長期許容地耐力　98 kN/ｍ2

本図門扉は施錠側 180゜開き,施錠側落しとする。

外装は金網類及びバ－ブドワイヤを除く他は、溶融亜鉛

めっきとする。

１．

２．

備考

設計条件

H＝1.8ｍ,W＝4.0ｍ 直忍返付
門　　　　扉

名　　　称 規　　格 単 位 数　　　量 摘　　要

10箇所当り門扉数量表

組 亜鉛ﾒｯｷ 300g/ｍ210金網 φ3.2×56ｍｍ

基礎ブロック 500×500×700 個

落受基礎ブロック 300×200×200 個

20

10

基　礎　材 RC-40,t＝100 ｍ2 7.20

完全式菱形金網

□

GL＋0ｍ

□

GL＋0ｍ

胴縁に金網取付断面図

φ9.5 c . t . c . 3 0 0

水抜穴

S＝1:3

門柱・扉枠位置関係図

門　扉 H＝1.8ｍ,W＝4.0ｍ（直忍付）ネットフェンス H＝1.8ｍ（直忍付）
S＝1:20

φ4 . 0

φ5 0 . 8×2 . 3 φ5 0 . 8×2 . 3

（水抜穴付）

φ38 . 1×1 . 6

φ3 8 . 1×1 . 6

フックボルト M 8
（フック座金付）

バ－ブドワイヤ φ2 . 0

φ50.8×1.6

φ38.1×1.6

φ89.1×3.2

φ38.1×1.6

（引付金具付）
φ13 ブレ－ス

落しφ16
舟形落し受付

φ89.1×3.2

（フック座金付）
フックボルト M8 バ－ブドワイヤ φ2.0

蝶番

φ38.1×2.3
施錠装置

S＝1:30

S＝1:5

扉枠
門柱

開き方向

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 4 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

ネットフェンス・門扉工法図

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場
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200 200
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φ50.8×1.6
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コンクリート舗装

アスファルト舗装

舗 装 工 計 画 図

平 面 図
S＝1:100

断 面 図
S＝1: 20

張コンクリート(18-8-25-BB)

路盤(再生砕石 RC-40)

88.04

88.04
再生砕石

表層(再生密粒度アスコンTOP13)

路盤(再生砕石 RC-40)

39.06

39.06
再生密粒度アスコン

再生砕石

(φ6-網目150×150)

φ6-網目150×150 88.04

凡例

コンクリート舗装　A ＝ ①＋② ＝ 79.60＋8.44 ＝ 88.04 ｍ2

アスファルト舗装　A ＝ ③ ＝ 39.86 ｍ2

①A＝79.60ｍ2

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

コンクリート舗装数量表 1式当たり

18-8-25-BB張コンクリート

路　　　　盤

ｍ2

ｍ2
RC-40,t＝10ｃｍ

名　　　称 規　　　格 数　　　量 摘　　　要単位

アスファルト舗装数量表 1式当たり

TOP13,t＝5ｃｍ表　　　　層

路　　　　盤

ｍ2

ｍ2
RC-40,t＝20ｃｍ

溶 接 金 網 ｍ2

18
00

1000

1000

5000

5000
13
50

13
50

45
00

10
36
0

10610

11110

17
70

83
60

95
00

10000

10680

81
80

14
10

32
0 320

4650

5390

300040
00

70
00

35
00

300

300

40
00

830

1570

①A＝39.86ｍ2

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図　示 図 面 番 号 4 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

舗 装 工 計 画 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ２サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場

10
0

1
00

2
00

5
0

溶接金網

②A＝ 8.44ｍ2



T.16

KBM.3

210.70

211.11

211.72

212.36

212.81

212.10

211.53

211.30

211.27

211.97

211.81

212.01
212.62

214.89

214.92

213.92

212.97

212.59

213.34

212.94

212.34

211.83

211.31

210.76
210.46

210.23

209.69

210.50

211.13

211.86

212.87

213.47

213.89

214.40

214.04

214.32

214.77
214.88

214.76

214.72214.10

213.96

213.76

213.37

213.28

213.31

212.52

211.70

211.02

210.21

208.93

209.36

209.89

210.30

211.37

211.29

210.75

211.06

211.86

212.55 212.82
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211.12

210.33

211.31

209.11

210.91

208.87

209.54

208.97

208.30

206.29

206.39

206.51

206.19

207.01
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S=1:30第２送水ポンプ室配筋図（4/7）
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S=1:30第２送水ポンプ室配筋図（5/7）
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第２送水ポンプ室配筋図（6/7） S=1:30
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・　椅子　　・　書棚黒板　　・　製図板　　・　掛け時計　　・　温度計3

※ 図示    ・               載荷荷重（        kg）

※ 100

  カメラマン選定は監理者の指示による

  合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

MDF、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂及び仕上げ

塗材は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散の少ないものとする。

  保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しな

いか、発散の少ないものとする。

  接着剤は、フタル酸ジ-n-ブチル及びフタル酸ジ-n-エチルヘキシル

を含有しない難揮発性の可塑材を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、

トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が少ない

ものとする。

  塗料は、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを

発散しないか、発散が少ないものとする。

  これらの建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散の少ないものとする。

他産業の廃棄物で得られた再生資源についても利用促進を図るものとする

14

13 騒音･振動の防

12

11

10

9

8

7

6

5

(1.3.8)

  引渡を要するもの、再生資源の利用を図るものについては調書を作成

し、監督員へ提出すること。

  引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再

資源化等に関する法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の

処理及び清掃に関する法律、その他関係法令に従い適切処理し監督員に

報告する。（マニフェストA、B2、D票を提示し、E票については写しを

提出すること。)

　成形板等の解体・撤去にあたっては、事前にアスベスト含有に係る施工

調査を行う。

　含有が判明した等の場合は、改標仕(9・1・3）に従い処理する。

・ 建設発生木材

　引渡しを要するもの　(                                         )

　特別管理産業廃棄物　  ※有(                                   )

     処理方法(                                               　  )

　現場において再利用を図るもの　(                               )

　再生資材の利用を図るもの

※ アスファルトコンクリート塊　　※　セメントコンクリート塊

発生材の処理等

電気担当技術者 適用する

(1.3.3)

技能士 職種別に可能ものについては積極的に活用のこと。

(1.5.2)

建築材料等   本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有す

る新品とするほか国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機

材等品質性能評価事業 建築材料等評価名簿」（ 新版）（以下「評価名簿」

という。）及び別記記載の資材及び見積メーカー(参考)又はこれらと同等

とする。品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努める

こと。

　また、建設工事で得られた再生資源の活用はもちろんのこと、

リサイクル認定

製品の利用

施工中の安全

安全管理

  接着剤及び塗料の塗布にあたっては、使用方法及び塗布料を十分に

管理し、適切な乾燥時間をとるものとする。また、施工時、施工後の

通風、換気を十分に行い、室内に発散した化学物質等を室外へ放出さ

せることとする。

住宅 その他

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

室内空気中の

化学物質の

濃度測定

適　　　用

施設用途

ホルムアルデヒド

トルエン

キシレン

エチルベンゼン

スチレン

パラジクロロベンゼン

学校、教育施設

　測定対象化学物質(○で示したものとする。）

　測定対象室及び測定箇所数(※　図示　　・　　　　　　　）

　測定方法(※　パッシブ法　　・　アクティブ法）

　報告書提出部数　２部

※

※

※

特別な材料の工

法

止

※

※ 　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された

建設機械を使用する。

当該製品の指定工法による。

　標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は

排出ガス対策建

設機械の使用

　排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対策型

機械を使用する。

22

21

20

19

18

17

16

15

　施工可能時間帯　　　※　指定なし　　・　　　時　～　　　　時

　部位別の施工順序　　※　指定なし　　・　　

　工事車両の駐車場　　※　指定なし　　・　図示　　

　資材置場　　　　　　※　指定なし　　・　図示

4

　施工可能日　　・　指定なし

施工条件 　監督員と協議し決定する。

※　一部に土、日曜日、祝祭日施工あり。

(1.3.5)

監督員に提出しなければならない。

建築鉄骨設計基準及び同解説

（支持力  460,360KN/本 ）※ 打込み工法

・ 開放型    ※ 閉そく型

（   17.0 ）m

※ 300    ・ 350    ※ 400    ・ 450    

※ A種   ・ B種   ・ C種   ・ D種   ・ E種   ・ F種※ PHC杭

※ 監督員の指示による

※ 位置及び本数    ・ 図示    ※   1 本

・　利用できる　　※　利用できない

面積　※　10㎡程度　　・　20㎡程度　　・　35㎡程度　

・30

）工法

1

Ⅰ . 工事名

1

2

.

.

.3

工事場所

敷地面積

工事内容

棟名称

1 共通仕様

項　　　目 特　　記　　事　　項

Ⅲ . 建築改修工事仕様

2 .

.

特記仕様

(1)

(2)

(3)

工  事  特  記  仕  様  書

構造

建築面積

延面積

工事項目

Ⅱ . 工事概要

特記事項は、○印の付いたものを適用する。

を適用し、※印の付いたものは適用しない。

特記事項に記載される内容が複数ある事項については○印の付いたもの

使用材料等で､複数の材料に○印が付いたものは図面による。

○印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

項目に記載の（　　）内番号は改標仕の該当項目、図又は表を示す。

「公共建築工事標準仕様書」(「建築工事編」平成16年版）（以下「標準仕様書」という。）による。

項

通

事

般

共

一

１

章

※図面参照

  請負者は、受注時において工事請負代金額が、500万円以上の工事につい

て、(財)日本建設情報総合センター（以下「JACIC」）が運営する工事実績情報

サービス(CORINS)に、「CORINS入力システム」により当該工事に係るデータ登録

を行わなければならない。

　データ登録は、受注時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し、

監督員の確認を受けたうえ、契約締結後10日以内にJACICに対し登録

申請を行い、JACICから｢工事カルテ受領書｣が請負者に届いた際には、

その写しを直ちに監督員に提出しなければならない。

　なお、工事請負代金額が2500万円以上の工事の場合は、受注時に加え

て、変更及び完成時においても同様に「工事カルテ」を作成し、監督員の

確認を受けたうえ、登録内容の変更時にあっては、変更契約締結後10日

以内に、完成時にあっては、工事完成後10日以内にJACICに登録申請

しなければならない。（変更時と完成時の間が10日に満たない場合は、

変更時の提出を省略できるものとする。）

　ただし、期間には土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する

国民の祝日等は含まない。

  請負者は、工事を施工するためのに締結した下請契約の請負代金額

(当該下請契約が2以上ある時は、それらの金額の総額)が4,500万円

以上になるときは、施工体制台帳を作成し、工事現場に備えると共に、

別に定める様式により、監督員に提出しなければならない。

  請負者は、各下請負者の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成し、

工事関係者が見やすい場所及び公衆の見やすい場所に掲げなければならない。

　また請負者は、施工体系図を別に定める様式により監督員に提出しなけ

ればならない。

建設副産物情報

交換システムの

利用

　再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、請負者は受注時にお

いて工事請負金額が１億円以上の工事については、工事着手前に「再生資

源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を監督員に提出する。

　また、工事完了後にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」

への実績報告を行うこと。

適用基準等

工事実績情報の

登録等

(平成13年版)

(平成10年版)

(平成11年版)

建築工事標準詳細図

敷地調査共通仕様書

3

2

  工事写真の撮り方／建築、及び同／建築設備に従い撮影する。

  電子納品とし、次のものを提出する。

   で印刷したもの　　１部

  作成する ( ※ 完成図    ・ 保全に関する資料 )

  完成図作図範囲(配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等)

完成図の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

　ＣＡＤによる作成 ( ※　要　　・　不要 )

　　ただし、作成できない場合は監督員との協議による。

　ＣＡＤによる提出 ( ※　要　　・　不要 )

　　ただし、提出できない場合は監督員との協議による。

　全写真のサルネームを印刷したもの（A4版用紙）　　１部

　代表的写真を抽出し、Ｌ版相当サイズ（A4版用紙に1ページあたり３枚）

工事写真

完成図

完成写真   デジタルカメラで撮影し、全てL版相当サイズで印刷する。

  箇所数は 外観4面 各室2面 程度とし、規定の箇所数が確保できない場合

には、監督員と協議すること。

　CD  部数は「19 電子納品」を参照

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

(3.2.3)(表3.2.1)

3

2

事

土

工

1 埋戻し 及び

盛土

種別    ・ A種    ※ B種    ・ C種    ・ D種

・ 処分地指定    処分地 (                                        )

・ 処分地未定につき相互協議する。 暫定運搬距離  8km

建設発生土の

処理

(3.2.5)

自由処分※

4

工

事

地

業

4

3

試験杭 及び

試験堀り

(4.2.2)

・ 試験堀

杭の載荷試験

(4.2.3)

試験方法 ・ 鉛直載荷    ・ 水平載荷    

・ 位置、形状及び箇所数    ※ 図示    

地盤の載荷試験

既成コンクリート

杭

(4.2.4)

(4.3.2)

(4.3.3)

位置 

報告書 ※ 提出部数 2部

試験方法 ※ 平板載荷    

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

位置 

報告書 ※ 提出部数 2部

・ SC杭

・ RC杭

・ 1種   ・ 2種 （ ・ A種   ・ B種   ・ C種）

・ 1種   ・ 2種 （ ・ A種   ・ B種   ・ C種）

・ 上記以外の建築基準法に基づく杭

 径

 長さ

 先端形状    

施工方法

・ 打撃工法

・ プレボーリング併用打撃工法

8

6

5

鉄筋

(4.4.5)

(4.3.4)

(4.3.5)

(4.3.3)

(4.3.6)

(4.3.5)

(4.3.4)  （掘削深さ 設計GL-        m    掘削径        mm）

・ セメントミルク工法

・ 特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

（支持地盤            ）

（支持地盤            ）

(4.3.7) 継手

杭頭の処理

（工法               ）

鋼杭地業

(表4.4.2)

(4.4.2)

・ 鋼管杭

・ H形鋼管杭

 径

 長さ

先端形状

補強工法

継手

施工方法

※ 行う

※ アーク溶接 ・ 無溶接継手

・ 行わない

（        ）m

・ SHK400   ・ SHK400M   ・ SHK490M

・ SKK400   ・ SKK490

・ 300   ・ 350   ・ 400    ・ 450   ・ 

※ 補強バンド    

※ JISA5525(鋼管ぐい)

※ 開放形    ・ 

（支持地盤                        ）

・ セメントミルク工法

・ 特定埋込杭工法（建築基準法に基づく埋込杭工法とする。）

・ 打撃工法

・ プレボーリング併用打撃工法

・ 打込み工法 （支持力                       ）

 （掘削深さ 設計GL-        m    掘削径        mm）

杭頭の処理 ※ 行う          ・ 行わない

（支持地盤                        ）

場所打ち

コンクリート

杭地業

・ アースドリル工法

施工方法

・ リバース工法

・ オールケーシング工法

・ 鋼管コンクリート杭工法

・ 拡底 ( ・ 行う    ・ 行わない)

(4.5.4)

(4.5.5)

※ 鉄筋の種類は標準仕様書 5章2節による

コンクリートの種別    ・ A種    ・ B種(表4.5.1)

(4.5.3)

設計基準強度(            )

セメントの種類    ※ 高炉セメントB種    ・ 

小かぶり厚さ    ※ 100    ・ 

支持地盤(                        ）

N/m㎡

地盤改良

砂及び砂利地業

捨コンクリート地業

床下防湿層

(4.6.5)

(4.6.6)

(4.6.3)

(4.5.4)

9

10

厚さ(mm)

※ ポリエチレンフィルム（厚さ ※ 0.15mm以上    ・             ）

※ 防湿層の重ね幅、基礎梁へののみ込みは、250mm以上とする。

　　（A4版用紙に1ページあたり3枚）　1部

  アルバム　2部 （大きさ 335mm×290mm程度、カラー）

  工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事

写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

（提出部数    ※　２部　　・　　  部）

  工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成

図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

（提出部数    ※　２部　　・　　  部）

※

※

電子納品

設備工事との

取合い

施工範囲

図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強

図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び補強

自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出して、監督員の

承諾を受けること。

※

※

※

※

養生その他

事故報告

調査協力

　工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕

上げ共、在来にならい補修する。

　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するととも

に、事故発生報告書を監督員に速やかに提出すること。

  受注者は、発注者が行う生コンクリートに関する調査に協力すること。

調査内容については、購入先、購入価格、資材の搬入と施工に条件に関

すること等。

　詳細は監督員と別途協議によるものとする。

２

工

事

設

仮

外部足場

(2.2.4)

  枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン

（厚生　労働省平成15年４月策定）」により、設置については「手すり

先行工法による足場の組立て等の基準」による働きやすい安心感のある

足場とし、改善措置機材による場合は手すり先行専用足場型と同等の機能

を確保するものとする。

　なお、同足場は、二段手すりと巾木の機能を有する部材をあらかじめ備

えられた手すり先行足場型とするか、または、改善措置機材を用いて手す

り先行専用足場型と同等の機能を確保するものとする。

※

　　 監督職員事務所の規模(単位：㎡）

　　　・　65㎡程度　　・　100㎡程度　

監督職員事務所の仕上げ

部 位 等

床

内壁、天井

屋  根

　合板張り 又は ビニール床シート張り

　合板 又は せっこうボード張り、合成樹脂エマルジョン塗り

　溶融亜鉛めっき合板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

仕上

・　ゴム長靴　　・　雨カッパ　　・　消火器　　・　保護帽　　・　懐中電灯

・　衣類ロッカー　　・　加入電話の付属電話機(請負者が本電話機を設置する場合）

・　冷暖房機器　　・　湯沸器　　・　掃除具

構内既存の施設

構内既存の施設

構内既存の施設

　有償利用の場合において、本工事で新規受電又は既設電気回路に接続し通電

した時から工事に起因する電力料金は本工事に含まれる。

※

工事用電力

工事用水

仮設便所

監督職員事務所

の備品等

(2.3.1)

監督職員事務所

(2.3.1)

2

7

6

5

4

2

1

1 ・ 試験杭

試験の方法及び報告書の記載は、敷地調査共通仕様書による。

※ 土間下確認3か所程度　監督員指示による  載荷荷重（ 30KN/㎡）

ﾗｯﾌﾟﾙｺﾝｸﾘｰﾄ打※ （

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、

・ 150

 平成28年度　簡水第2号　白山地域簡易水道統合整備に伴う第2送水ポンプ場設置工事

三重県津市白山町藤地内

　　　㎡

壁式鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造　平屋建

22.52㎡

22.50㎡

・　設置する　　※　設けない（事業全体の事務所と兼用）

・　利用できる( ※　有償　　・　無償 )　　※　利用できない

・　利用できる( ※　有償　　・　無償 )　　※　利用できない

厚さ(mm)　　・50

※50　　・100

規程に関し、必要な書類に様式を定める要綱に従い、部分下請通知書を

  請負者は、下請負に付する場合は、別に定める三重県建設工事事務

 第２送水ポンプ

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 6 1 ／ 7 2

津 市 水 道 局

特 記 仕 様 書 1

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場



※ 空洞ブロック16

・ JIS形高力ボルト2種(F10T)

※ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄｶﾗｰ鋼板

5 1 鉄筋の種類 3 合成高分子系 2 床張り用合板 ホルムアルデヒドの放散量構造用    ※ ABR400    ・SS4005 アンカーボルト 材質 施   工   箇   所 種  別 厚 さ径 備  考鉄筋の記号    (mm)

ルーフィング 及びその他の ※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆建方用    ※ SS400      ※ 1.2   ※ D16以下 S-F1※ SD295A

シート防水 合板建方用アンカーボルトの保持及び埋込み ※ 2.0   S-F2・ SD295B

鉄 ・ A種    ※ B種    ・ C種 ※ 1.5   S-M1

3 集成材等 ホルムアルデヒドの放散量 ※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆柱底均しモルタルの工法・厚み ※ 1.5   S-M2

・ A種 50mm    ※ B種 30mm ※ 1.2   S-M3 適用箇所 品  名 強度等級曲げ性能 材面品質 樹種名 接着性能・ 建築基準法第37条の規定に基づく認定を受けたもの

・ 絶縁用シート
筋

2 溶接金網 網目の形状、寸法 6 溶接部の開先 開先の形状 ※ 発泡ポリエチレンシート

鉄線の径(mm)    ・ 4    ・ 5    ※ 6    ・ 10 ※ 開先の形状は、原則として、国土交通省大臣官房官庁営繕部

寸法    (mm)    ・ 100×100   ※ 150×150   4 防腐・防蟻処理 表面処理用木材保存(防腐・防蟻)剤は、クロルピリホス等を含有しない「建築鉄骨設計基準」による。 ・ 露出の場合の保護塗装    ・ カラー    ・ シルバー

工 非ピリン系の薬剤とし、監督員の承諾するものとする。
4 塗膜防水 施   工   箇   所 種     別

7 溶接部の試験 試験の種別
X-1

3 継ぎ手 部  位 5 防虫処理 ラワン材等を使用する場合は、「広葉樹製材の日本農林規格」による※ 超音波探傷試験    ・ 径
X-2

保存処理K1の防虫処理を行う。※ 重ね継手 ※ D16以下
Y-1

8 錆止め塗装事 ・ 鉄骨等錆止め塗料塗り工法
Y-2

6 接着剤1回目 製作工場の組立後 ホルムアルデヒド水溶液を用いた建具用でん粉系接着剤、ユリア樹脂、
・ 種別 X-1 における脱気装置

2回目 工事現場において建て方及び溶接完了後 メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド
※ 製造書の仕様による

4 圧接完了後の 抜取試験方法 ※ 超音波探傷    ・ 引張試験 系防腐剤(以下、「ユリア樹脂等」という。)を用いた接着剤のホルムアル
・ 種類 (                           )  設置数量 (     )箇所

塗料の種別  標準仕様書18.3.2による試験 デヒドの発散量
・ 種別 Y-2 における保護層を適用する

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆9 耐火被覆 種別 5 シーリング ※ 表9.6.1による
・ ラス張りモルタル塗り    ※ 耐火材吹付け    ・ 耐火板張り

施   工   箇   所 目 地 寸 法 種  別
・ 耐火材巻き付け 13 1 長尺金属板 屋根葺形式 材種及び形状 厚さ 下  葺 備  考  (mm)
所要性能 ※  ｺﾞﾑｱｽ防水ｼｰﾄt=1.2

5 杭頭補強方法 ・ A形    ・ B形　　※構造図による ※ 建築基準法の規定に基づき指定又は認定を受けた物 (T150）

屋
6 帯筋 帯筋組立の形 ※ H形    ・ W-I 形    ・ SP形    ・ 丸型

10 亜鉛メッキ 種別 根※ 接着性試験7 梁貫通孔補強 配筋種別 ・ H(  )形    ・ M(  )形    ・ HM(  )形    
※ A種    ・ B種 ※ 簡易接着性試験    ・ 引張接着性試験

及

8 1 補強コンクリート ブロックの種別・厚さ 10 1 天然石 使用部位 種類 工法厚さ 表面仕上げ (mm)
8 荷物吊上げ用 ・ A種    ・ B種    ・ C種

ブロック造 各部の配筋 ※ 標仕別図8節による (名称) び 2 折版葺 緊 結 方 法 厚さ 山の高さ 山のピッチ  (mm)   (mm)   (mm)
フック

※ 荒磨き 接着工法（ﾒｰｶｰ仕様）風除室,車寄床 御影石 13㎜ ・ 重ね形 ※ 0.6 ※ 108 ※ 400
LIXIL ｱｰｽﾄﾝブ 2 コンクリート ブロックの種別 ※ 空洞ブロック16 石 と ・ 0.8 ・ 150 ・ 250※ はぜ締め形

ロ ブロック （ただし、衛生配管用裏積みブロックは、空洞ブロック08とすることができる。） 材料による区分 軒先面戸板
1 普通コンクリート6 ッ 帳壁及び塀 い設計基準強度　Ｆｃ 適   用   箇   所 スランプ ・ 鋼板製

の強度・スランプ ク・ 21 (Ｎ/ｍ㎡)

工3 ALCパネル 工(Ｎ/ｍ㎡) 種  類 単位荷重 呼 び 寸 法 取 付 方 法

2(Ｎ/ｍ㎡)コ Ａ ( N/m ) 3 粘土瓦葺・清掃は床面ワックスを使用する厚さ 幅  (mm) (mm) 大  き  さ種  類 産    地 役物の種類 棟の工法

Ｌ 事・ 外壁用パネル ・ 100 ※ 600 ・ A種   ・ B種 ・ジェットバーナー仕上面のバフ仕上有り

2 レディーミクスト 類別ン Ｃ ・ 125 ・ C種 ・石裏面処理(床面)

Ⅰ類 Ⅱ類コンクリートの ※ 事パ ・ 間仕切用パネル ・ 100 ・ B種   ・ C種 ※適用する　・適用しない ・ 雪止め瓦を使用する

類別ク ネ ・ D種   ・ E種 ・ 瓦桟木の材種・寸法 ※ 杉又はヒノキ 21×15

ル 2 テラゾ・ 屋根用パネル ・ 100 使用部位 種石の 種石の 工法 ・ 棟補強用芯材 ※ 杉又はヒノキ 40×30

3 コンクリートの 合板せき板を用いる場合の打放し仕上げの種別リ 種類 大きさ

仕上り ・ A種    ・ B種    ・ C種 押 4 とい 材種 ・ 硬質塩化ビニル管 ・ ﾒｰｶｰ既製品図面指示・ 床用パネル ・ 100 ※ 大理石 ※1.5～12㎜

｜ 出 ・ 120

4 セメント 種類 ・ 成 ・ 150

※ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントA種ト 形 14 1 あと施工アンカー ・ 引抜き耐力の確認試験を行う

セ ※ 引張試験    ・ 
4 押出成形 種  類 表面形状及び 板厚 働き幅 取 付 方 法5 型枠 材料    工 メ

セメント板 原料区分  (mm)  (mm)※ 複合合板 (厚さ    ※12    ・           ) ン 金 2 ステンレス ・ 表面仕上げ
・ A種

事 ト 11 1 張付用材料 ※　タイル製造所の指定する製品とする ※ HL仕上げ    ・ 鏡面仕上げ
   パネル ・ デザインパネル ・ B種・ 6 コンクリートの 圧縮強度試験の供試体の材齢及び養生方法 板 有機質接着剤は、JIS A5548（陶磁器質用接着剤)による

・ タイルベースパネル強度試験 ※ 材齢28日 ( ※ 標準養生          ・                    ) 工 3 鉄鋼の亜鉛めっき 種別※　Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆
・ フラットパネル・ 間仕切壁 ・ B種・ 100※ 材齢28日 ( ※ 現場水中養生      ・                    ) 事 タ 属
・ デザインパネル   パネル ・ C種・ ・ 型枠脱型用 ( ※ 現場水中養生      ・                    ) タイルの種類2 陶磁器質タイル
・ タイルベースパネル( ・                   ・                    ) 4 軽量鉄骨天井下地 野縁などの種類張り

屋内 ※ 19型    ・ 

7 軽量コンクリート 種別 ・ 1類    ・ 2類 イ 工 屋外 ※ 25型    ・ 

9 1 アスファルト防水 屋外の場合の補強 ・ 有り    ・ 無し施   工   箇   所 種     別
8 無筋コンクリート 適用箇所  標準仕様書 6.14.1 による 屋外の場合の野縁間隔 ・ 300程度    

設計基準強度 (Ｎ/ｍ㎡) (Ｎ/ｍ㎡) ル防 事 5 軽量鉄骨壁下地 スタッド、ライナーの種類

スランプ アスファルトの種類    ※ 3種    ・ 4種

・ 絶縁用シート ・見本焼きを行う ※タイルカタログ及びサンプルより選定

※ ポリエチレンフィルム(厚さ 0.1mm以上) ・タイルの試験張りを行う
2 工7 1 施工管理技術者 ※ 適用する 水 ・ フラットヤーンクロス(70g/m ) 6 金属成形板張り 施工箇所

・ 押え金物 3 陶磁器質タイル 種別 材    種

2 製作工場 ※ アルミ製 L-30×15×2.0 型枠先付 ※　タイルシート法　・目地桝法　・桟木法※ 建築基準法77条の45項第1項に基づき国土交通段大臣から性能評価機 形    状

鉄 ・ 断熱工法の断熱材関として認可を受けた（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鉄構工 表面処理
事工 種類 ※ JIS A9511(ポリエチレンフォーム保温材) 3種b類(スキン層付)業会の「鉄骨製作工場の性能評価基準｣に定めるグレードとして国土交通大

・ 立上り保護 7 アルミニウム製 部材の種類臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力のある工場

・ 軒先保護材（            ） ・ れんが（                     ） 笠木 表面処理 ※ B-1種    ・ A-1種    
1 木材 見え掛り部分の表面仕上げ12・ 上記に定める下記グレードをして国土交通大臣から認定を受けた工場又 ・ 脱気装置 隅角部及び突当りの役物 ※ 有り       ・ 無し

・ A種    ※ B種    ・ C種は同等以上の能力のある工場骨 事 ※ 製造書の仕様による
含水率    ※ A種    ・ B種

・ R    ・ M    ・ H    ・ S ・ 種類 (                           )  設置数量 (     )箇所 8 手すり 材    種 表面処理の種別 施 工 箇 所
構造材及び下地材の品質木

・ 防水層下地モルタル塗（施工箇所：                               ） アルミニウム ・ 表14.2.1の種別(  -  種)
※ 標準仕様書による    ・　

3 鋼材 材質 ・ 保護コンクリートの厚さ ・ メーカー仕様
造作材の品質    ※ A種    ・ B種工

・ SSC400     ・ BCR295    ・ SN490C ※ 80 鋼 ・ 表14.2.2の種別(      種)
樹種

・ 建築基準法に基づき指定及び認定を受けたもの工
事 施  工  箇  所 樹    種

2 改質アスファルト ステンレス ・ HL程度施   工   箇   所 種  別 厚 さ   (mm)
桧

※ トルシア形高力ボルト2種(S10T)4 高力ボルト 種類 シート防水 AS-1 ・ 2.5   ・ 3.0

樹脂製AS-2 ※ 4.0   

   （建築基準法に基づき指定及び認定を受けたもの） 1種（F8T相当）事
・ 代用樹種を適用する

(5.2.1) (7.2.4)(7.10.3)

(表7.10.1)

(9.4.2) (12.2.3)

(表9.4.1)(表7.10.2)

(12.2.2)

(5.2.2) (7.6.4)

(9.5.3)
(7.6.11)

(表9.5.1)
(5.3.4)

(表9.5.2)

(18.3.3)

(7.8.3)(5.4.9)

(7.9.2) (9.6.2)

(表9.6.1)

(13.2.2)

(13.2.3)
(別図1.1)

(表13.2.1)

(別図2.2)
(9.6.5)

(別図表7.1)

(10.2.1)

(8.2.2) (表10.2.1) (13.3.2)
(別図表7.3)

(表10.2.2)

(8.3.2)

(6.1.4)

(8.4.4) (10.1.5)

(表8.4.3) (13.4.2)(表10.2.1)

(8.4.5) (10.6.2)

(表8.4.3)

(6.1.5)

(10.2.1)

(表10.2.2)

(6.2.5) (13.5.2)

(6.3.2)(表6.3.1)

(14.1.3)

(6.9.3)
(8.5.2)

(14.2.2)
(8.5.4)

(11.2.3)
(表8.5.1)

(8.5.5)
(6.10.4) (14.2.3)(表14.2.2)

(表8.5.2)

(14.4.2)(表11.3.2)

(表14.4.1)(11.2.1)

(6.11.1)(表6.11.1) (14.4.3)

(表9.2.3)

(6.14.1) ～(表9.2.8)

(9.2.2) (14.5.3)

(9.2.2) (表14.2.1)

(表14.2.2)

(7.1.3) (14.6.2)

(14.6.3)

(7.1.3) (9.2.2) (表11.4.1)

(11.4.2)

(表9.2.10) (14.7.2)
(12.1.4)

(表14.7.1)
(12.2.1)

(表12.2.1)

(12.2.1)

(9.2.5) (14.8.2)
(12.2.1)

(7.2.1)
(表12.2.2)

(7.2.2) (9.3.2)

(表9.3.1)

(12.2.1)(表12.2.3)

施
工
箇
所

形
状
寸
法

工　
　

法

きじ うわぐすり 役物 色

せ
っ
器

施
ゆ
う

無
ゆ
う

磁
器

陶
器

標
準

磁
器

無有

MS-2

ロックウールｔ＝25　一時間耐火

躯体全般

・ 18 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ,捨ｺﾝｸﾘｰﾄ

枕棚板 JAS規格品 2種

JAS規格品 2種 桧集成

30 0角 圧着張 ○ ○ ○

・ SS400      ・ STK400    ・ STKR400　　・　SN400B

図示

桧列柱

杉集成

ｶｳﾝﾀｰ,巾木等

見切,廻縁,壁,天井

※ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板

・ 使用する

※ 使用しない

・ 50形    ・ 65形     ・ 90形     ※ 100形

※ 240程度 ・400程度  ・ 600程度    ・ 

※ 半硬質樹脂二層成形（抗菌） ※ 便所手摺

※ 18

※ 15 ※ 18

※ 外壁用 ※ フラットパネル ※600※ 26

※ 金具留

・ ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板製縦樋

※ A種   ・ B種   ・ C種   ・ D種   ・ E種

・ アルミニウム   ・ ステンレス   ※ 鋼

※ スパンドレル形    ・ パネル形

風除室外壁

・ B-1    ・ B-2　　※ﾌｯ素ｶﾗｰ

・ SD345 ・ D19以上

・ ガス圧接 ・ D19以上

※ 図面参照

・ 溶融亜鉛めっき高力ボルト

外部建具廻り 10mm～30㎜

※横葺 ※ 0.4

※ 21

・ 15cm ※ 18cm

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 6 2 ／ 7 2

津 市 水 道 局

特 記 仕 様 書 2

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場



・ 吸音用グラスウールボード

・ ロックウール

12

10

9

11

タラップ

(14.8.3)

くつふきマット

天井見切縁

点検口

施 工 箇 所表面処理の種別

ステンレス

材    種

鋼

・ 塩化ビニル (受枠 ステンレス SUS304)

・ ステンレス SUS304 (受枠 ステンレス SUS304)

・ 硬質アルミニウム合金 (受枠 硬質アルミニウム合金)

材種

材種

取付箇所 材  種 寸  法 形  式

・ ステンレス製

・ 600角

・ 450角

・ 目地タイプ

2

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

3

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

左

工

事

官

15 1 モルタル塗り

(15.2.2)

仕上塗材仕上げ

(15.5.2)

形状(                                   )

・ 既製目地材を使用する

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

ロックウール

吹付け

(15.7.2)

建築基準法に基づき不燃材料の指定又は認定を受けたもの

ホルムアルデヒドの放散量

塗

材

上

・ 砂壁状

仕

上

塗

材

層

仕

複

薄

種類

付

・ 砂壁状

付｜

吹

け

付

けラ

｜

※

付

吹

け

ロ

工法

※

吹

量

軽

骨

材

仕

上

塗

材

・ 外装薄塗材E

・ 内装薄塗材E

・ 複層塗材E

 ( ・ 防水剤)

・ 複層塗材RE

・ 吹付用軽量

   骨材仕上塗材

呼  び  名 仕  上  形  状 上  塗  り  材

・ 着色骨材砂壁状

・ 砂壁状ジュラク

・ ゆず肌状

・ 凸部処理

・ 凹凸模様

※ 水系アクリル樹脂

・ ウレタン樹脂エナメル

色

※ 艶あり

( ※ 1色   ・ 2色)

・ 艶なし

・ メタリック

増塗り材

・ 行う

・ 行わない

耐候性

※ 耐候形3種

外部に面する建具

※ SUS304    ・ 6

4

5

(16.5.4)

(16.5.5)

3

2

1 アルミニウム製

建具

(16.2.2)

(表16.2.1) ・ A種

・ C種

・ B種

※ W-4

※ W-5

・ W-5

耐風圧性

(2800pa)

(2400pa)

(2000pa)

S-4

S-6

S-5

種 別

※ A-3

※ A-4

・ A-4

気 密 性

・ 100

枠見込み

(mm)

※ 70

水 密 性 施工箇所

(表14.2.1)

(表14.2.1)

網戸

(16.2.3)

形式

網の材質

※ 可動式     ・ 固定式

※ 合成樹脂   ・ガラス繊維入り合成樹脂

・ ステンレス(SUS316)

網目 ※ 16メッシュ    ・ 18メッシュ

事

建

具

工

防鳥網 材質及び網目

※ ステンレス(SUS304)  線径 1.5mm   ピッチ 15mm

鋼製建具

(16.3.2)

(表16.2.1)

気密性

水密性 ※ W-1    

※ A-3    

鋼製軽量建具

(16.4.2)

・ 簡易気密型ドアセット 気密性 ※ A-3    

ステンレス製建具 ステンレス鋼板

表面仕上げ

曲げ加工

※ HL           

※ 普通曲げ      ・ 角出し曲げ

16

表面処理 ※ B-1種    ・ B-2種

内部に面する建具

表面処理 ※ C-1種    ・ C-2種

10

8

9

7

開閉装置の性能値

スラットの形状

2

ガラス留め材

(16.13.2)

(16.13.4)

13

12

木製建具

(16.6.2)(表16.6.1)

建物内部に使用する 木製建具の表面材及び接着剤の ホルムアルデヒドの

発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

建具材の含水率 ・ A種    ※ B種    ・C種

建具用金物

(16.7.4)

マスターキー ※ 製作する    ・ 製作しない

自動ドア開閉

装置

(16.8.2)(表16.8.1)

(表16.8.2)

(表16.8.3)

センサの種類

重量シャッター

(16.10.2)

(表16.10.1)

開閉機能による種類

スラットの形状

※ インターロッキング形    ・ オーバーラッピング形

・ 上部電動式（手動併用）    ※ 上部手動式

(16.11.2)

(表16.11.1)

(16.11.4)

開閉機能による種類

※ 手動式    ・ 上部電動式(手動併用)

耐風圧性能

耐風圧性能    ※ 50    ・ 65    ・ 80

※ 50    ・ 80    ・ 120

※ インターロッキング形    ・ オーバーラッピング形

オーバーヘッド

ドア

(16.12.2)

(16.12.3)

ガイドレール収納形式開閉形式セクション材料

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバー

   グラスタイプ

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電動式

・ スタンダート形

・ ローヘッド形

・ ハイリフト形

・ バーチカル形

※ 溶融亜鉛メッキ鋼板

・ ステンレス

・ 耐風圧性能    ・ 50    ・ 75    ・ 100    ・ 125

留め材は 9章5節の シーリングによる

・ 熱線反射ガラスの映像調整を行う

1

ン

ウ

ォ

ル

工

事

｜

｜

テ

カ

メタルカーテン

ウォール

(17.1.3)

PCカーテン

ウォール

(17.1.3)

耐風圧性能    ・ 200    ・ 240    ※ 280

耐震性能    ※ 1/200    ・ 1/100

 上記層間変形時に、部材の脱落や主要部材にひずみの残留が残らず、

目地の補修程度で済むこと。

耐震性能    ※ 1/200    ・ 1/100

 上記層間変形時に、部材の脱落や主要部材にひずみの残留が残らず、

目地の補修程度で済むこと。

17

(18.2.2)

～(18.17.2)

2

材料

施工一般

事

工

装

塗

1 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

種別種類

塗 料 素地ご

しらえ

施工箇所 下 地 の

種  類

※ 全面接着

4

3

2

7

6

5

工

事

内

装

1 ビニル床シート

張り

(19.2.2)

種 類

※ 溶接

色柄 厚さ  (mm) 継 目

・ ・ 突付け

ビニル床タイル

張り

(19.2.2)

寸 法

・ 450×450

・ コンポジションビニル床タイル

・ コンポジションビニル床タイル

種  類 厚さ

半硬質

軟質

  (mm)

特殊機能床材

(19.2.2)

・ 帯電防止ビニル床タイル

・ 視覚障害者用床タイル

    寸法 (mm)    ・           長さ (mm)    

    材質            ※ ビニル床タイル

    寸法 (mm)    ※ 300×300

カーペット敷き

(19.3.3)

(表19.3.1)

(表19.3.2)

※ 無地

※ 無地

※ 無地

・ B種

種 別

※ 全面接着総厚さ

総厚さ、サイズ

・ 柄物

・ 柄物

・ 

・ グリッパー

・ 4～6mm

・ 5～7mm

パイル長・総厚さパ イ ル 形 状

・ カットパイル

※ ルーフパイル

色 柄

・ 柄物

工  法

・ グリッパー

・ タフテッドカーペット

・ ニードルパンチカーペット

※ 接着剤

 （ピールアップ形）

合成樹脂塗床

(表19.4.3)

・ 弾性ウレタン塗床材(JIS k5970)

ホルムアルデヒドの発散量

仕上げ

※ 平滑仕上げ    ・ 防滑仕上げ    ・ つや消し仕上げ

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

ホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

仕上げ

・ 薄膜流し展べ仕上げ

・ 厚膜流し展べ仕上げ( ・ 平滑   ・ 防滑)

(表19.4.4)

～(表19.4.7)

フローリング張り ホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

種別

・ 複合フローリング

・ フローリングブロック

・ モザイクパーケット

・ 複合1種フローリング

・ 複合2種フローリング

・ 複合3種フローリング

畳 敷 き

(19.6.2)(表19.6.1)

9

8 せっこうボード、

その他のボード

及び合板張り

(19.7.2)

  (mm)材  種 種  別 厚さ 備考

・ 化粧せっこう

   ボード

   化粧吸音板

・ ケイ酸カルシ

・ しな合板

   ウム板

井

壁

天

・ 普通

・ 有孔

・ カンレイシャ裏打ち

合板類、MDF 及び パーティクルボードの ホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

・ 4     ・ 5.5

吸音材張り

(19.7.2)

工  法種  別 厚 さ材  種

・ グラスウール成形板

・ 

(タテ,ヨコ共@300程度)

(小口共)

特定フロンを含まないもの

12

10

11

壁紙張り

断熱材

接着材

(19.8.2)

(19.9.2)

18

19 ホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

※ 品質  JIS A6921 による

品  質

ビニル壁紙

施 工 箇 所 材  料 防 火 性 能

品質の欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂 又は メラミン樹脂を使用した

断熱材のホルムアルデヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

防火性能材  種施工箇所   (mm)厚さ 品  質

成形品

上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

※ 壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂を用いた接着剤のホルムアルデ

   ヒドの発散量

※ F☆☆☆☆    ・ F☆☆☆

押出

種　類

軽量シャッター11

・ 100 

※天井 ※ アルミニウム製 ※ 450角 ※ 額縁タイプ

※ 600角

※ スライディングドア    ・ スイングドア    ・ 

・ マットスイッチ    ※ 光線スイッチ    ・ 

※ 支給品性能による

※12.5

・ 15(不燃)

・ 9.5(準不燃)

※ 9.5(準不燃)

※ 9.5(不燃)

・ せっこうボード

壁・天井

外壁,天井

床下 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 3種b

※ トラバーチン模様

・ 床 ・ アルミニウム製

・ 3.0

※ 2.0

※ タイルカーペット

※ 8.0

※ 300角

・ ルーフパイル

※ カットパイル

・ A種

※ 単層フローリング

※ フローリングボード

種別    ・ A種    ・ B種    ・ C種    ・ D種　※縁なし半畳ｽﾀｲﾛ畳

※ 立体模様 ※15

・ 9

・ 50

・ 40

※ 300×300

※ ホモジニアスビニル床タイル

・ 2.0

※ 3.0

※ 簡易気密型ドアセット

※ 外部に面する建具の耐風圧

※ 監理者と協議の上システムを決定する

B種

※ NC    ・ NF ※ 無地

※ 色柄

備考

ﾒｰｶｰ仕様による

・ 樹脂モルタル仕上げ( ・ 平滑   ・ 防滑)

※ 防滑仕上げ

・ 木目模様 ・ 12.5(準不燃)

※ 6

※ 8    ・ 12

準不燃以上

・ アルミニウム合金製    ※ 塩化ビニル製

(18.3.2)

3

・ 錆止め塗料の種別    ・ A種    ・ B種

マスチック

塗材塗り

(18.18.2)

(表18.18.1)

凸部処理

・ 行う

・ 行う

種 別 仕 上 材 塗 り

・ A種

・ B種

・ C種

・ 行わない

・ 行わない

・ アクリル樹脂エナメル2回塗り

・ 艶有合成樹脂エマルジョンペイント2回塗り

・ エポキシ樹脂塗床材(JIS k5970)　ｾﾗﾚｼﾞﾝEM工法

ビニル壁紙壁・天井 不燃

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

・ 155

高性能16KG品

※ 防火認定2種防火

※ 9.5(不燃)

ｴｺｸﾛｽ　SP級

※ 9.5(準不燃)

・ 100

※ S-4    ・ S-5    ・ S-6

外壁,軒裏吹付ﾀｲﾙ

ｱｸﾘﾙ樹脂 根廻り

ｺﾝｸﾘｰﾄ面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面 B種

※化粧ボタン止め

・ガラスクロス19メッシュ張り※ 2号32K ※ 25

水槽進入口上部

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 6 3 ／ 7 2

津 市 水 道 局

特 記 仕 様 書 3

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場



巾木床階数 室名

内部仕上表

ﾎﾟﾝﾌ ﾟ室

1階

壁 天井 額縁 備考廻り縁天井高

外部仕上表

屋根

軒裏

外壁

根廻り

吹付ﾀｲﾙ仕上（ｱｸ ﾘﾙﾀ ｲ ﾙ　凸部処理）

樋 軒樋:

竪樋:

吹付ﾀｲﾙ仕上（ｱｸ ﾘﾙﾀ ｲ ﾙ　凸部処理）

ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=40 0

ﾎ ﾟ ｰ ﾁ床

庇

ｺﾝｸ ﾘｰ ﾄ金ｺﾃ

塩ﾋﾞ既製品 　 (ﾊ ﾟ ﾅ ｿ ﾆ ｯ ｸ　たてとい60同等品)

塩ﾋﾞ既製品　　(ﾊﾟ ﾅｿ ﾆ ｯ ｸ　ﾊﾟﾗｽ ｹ ｱ U 1 0 5同等品)

仕　上　表

内部建具･造付家具等天井裏等 その他全て

1,01 05 , 0 0 0

1 , 0 0 01 0

1
,
8
0
0

4
,
5
0
0

求積図　　　1/1 0 0

①

②

計算式

*5.0 0 0

面　積箇所

1

記　号

①  4.500 2 2 . 5 0 0

建築面積

* 1② 0.0 10  1 . 8 0 0  0 . 0 1 8

建築面積

計算式

*5.0 0 0

面　積箇所

1

記　号

①

1F床面積

床面積

延床面積

 4. 50 0 2 2 . 5 0 0

2 2 . 5 0㎡

建物面積表

延べ面積

建築面積

ﾎﾟﾝﾌ ﾟ室(地下水槽を除く)

22. 5 2㎡

22.5 2㎡

22. 5 0㎡

22.5 0㎡

1F床面積

敷地面積

22.50㎡

-㎡

符号・数量

姿　図

名　　称

仕　　上

硝　　子

金　　物

備　　考

AW
1

見込

1
SD
1

ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ﾎﾟﾝﾌﾟ室

建　具　表

ｱﾙﾐ引違窓(内付） 70

2

1F L

1
,
0
0
0

1
,
0
0
0

1 , 4 3 0

鋼製親子扉 扉厚 45

PU塗ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

4 1 58 1 5

1 , 2 3 0

2
,
0
0
0

1 F L

8 0 01 , 0 0 0

2 01 8 0

1
,
5
0
0

8
2
5

5 2 5

4
,
5
0
0

2
,
1
3
5

1
,
2
3
0

1
,
1
3
5

1
,
8
0
0

4
,
5
0
0

1 , 7 8 51 , 4 3 01 , 7 8 5

5 , 0 0 0

9 0 0

1 , 0 1 0

Ａ

Ｃ

Ｂ展開方向Ｄ

GL+170～180

ﾎﾟｰﾁ

1720X820X100
計器盤基礎

水槽進入口φ600

B

A

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾃ仕上

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

SD
1

1
AW

1
AW

ｱ ﾙ ﾐ既製品　900X1 8 0 0  ( ｱ ﾙ ﾌ ｨ ﾝ庇AD- 2同等品)

3
,
2
5
0

3
,
5
5
0

1 F L

軒高

90090 0

3
0
0

5 , 0 0 0

2 1

8
0
0

4
,
3
5
0

高高

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

根廻り：ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=400

G L

9 0 09 0 0

3
,
2
5
0

3
,
5
5
0

1 F L

高高

軒高8
0
0

4
,
3
5
0

4 , 5 0 0

A B

屋根
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

根廻り：ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=400

G L

3
,
2
5
0

3
,
5
5
0

1 F L

軒高

90090 0

3
0
0

5 , 0 0 0

8
0
0

4
,
3
5
0

高高

1 2

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

根廻り：ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=400

G L

9 0 09 0 0

3
,
2
5
0

3
,
5
5
0

1 F L

高高

軒高8
0
0

4
,
3
5
0

4 , 5 0 0

B A

屋根
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

根廻り：ｱｸﾘﾙ樹脂塗装H=400

G L

縦樋：塩ﾋﾞ既製品

縦樋：塩ﾋﾞ既製品
縦樋：塩ﾋﾞ既製品

縦樋：塩ﾋﾞ既製品

軒樋：塩ﾋﾞ既製品
軒樋：塩ﾋﾞ既製品

軒樋：塩ﾋﾞ既製品
軒樋：塩ﾋﾞ既製品

3
0
0

3
0
0

　　900X1800
庇：ｱﾙﾐ既製品

　　900X1800
庇：ｱﾙﾐ既製品

　　900X1800
庇：ｱﾙﾐ既製品

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

屋根
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

屋根
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

10
3

10
3

5 , 0 0 0 9 0 09 0 0

9
0
0

4
,
5
0
0

9
0
0

1 2

A

B

屋根
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

　　900X1800
庇：ｱﾙﾐ既製品

軒樋：塩ﾋﾞ既製品

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

1,0 10

屋根平面図　　1/10 0

ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ t 3 0金ｺﾃ仕上

かさ上げ無筋ｺﾝｸ ﾘ ｰ ﾄ t 2 2 0

・下記使用建材はF4☆又は規制対象外とする。

各室の仕上･下地

・ﾎﾟﾝﾌﾟ設備機器基礎および水槽進入口立上りは無筋ｺﾝｸ ﾘｰ ﾄとし、床かさ上げｺﾝｸ ﾘｰ ﾄ打設に先立ち設置すること

ﾎﾟﾝﾌ ﾟ設備機器基礎

水槽進入口立上り

手洗

1階平面詳細図　　1/30

2 , 7 8 51 , 4 3 07 8 5

5 , 0 0 0

1 2

1 , 5 0 0 7 5 0 2 , 7 5 0

7
5
0

外部手洗

750X 7 5 0集水ﾋﾟｯﾄ R C打放し

立上り CB100  4段積 ﾓﾙﾀ ﾙt 2 0　金ｺﾃ仕上

格子型集水桝蓋450 X4 5 0 X 2 0  受枠付 (ｶﾈ ｿ ｳ G A C - 4 4 2 0同等品)

網戸,ｸﾚｾﾝﾄ,膳板,ｱﾙﾐ4方枠,付属金物一式
ﾋﾟﾎﾞｯﾄﾋﾝｼﾞ,ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ,ｻﾑﾀｰﾝ付ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠,SUS下枠
鋼製3方枠,SUS膳板,ﾌﾗﾝｽ落し,付属金物一式

ｱﾙﾐ枠,鋼製枠

9
0
0

ｺ ﾞ ﾑ ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ ﾙ ｰ ﾌ ｨ ﾝ ｸ ﾞ , ﾊ ﾟ ｰ ﾗ ｲ ﾄ ﾓ ﾙ ﾀ ﾙ t 3 0

ｶ ﾞ ﾙ ﾊ ﾞ ﾆ ｳ ﾑ鋼板　t0 .4 横葺（ﾖﾄﾞﾙｰ ﾌ横葺22 0ﾊｲ ﾌ ﾞ ﾘ ｯ ﾄ ｶ ﾗ ｰ G L同等品）

ｶｯﾌﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ付横水栓 φ13 (ﾎﾟ ﾝ ﾌ ﾟ設備工事)

RC打放し RC打放し

壁：RC打放し

3768

3 1 4 7～

ｴｱﾁｬﾝﾊﾞｰ基礎
1020X2200X100

Ｎ

北立面図　　1/10 0

南立面図　　1/10 0

東立面図　　1/10 0

西立面図　　1/10 0

FL5

Ｎ

ｹｰｼﾝｸﾞ基礎
600X600X100

22.50㎡

GL+300

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

CH=3147～3768

床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

排水溝W=100,H=50～20程度

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ
H-200X100X5.5X8

SUSﾀﾗｯﾌﾟ2段

ﾎﾟﾝﾌﾟ基礎
450X450X150

排水溝W=100,H=50～20程度

縦樋：塩ﾋﾞ既製品

縦樋：塩ﾋﾞ既製品

埋設排水管VP100 L=1000
(側溝へ排水）

(側溝へ排水）

(側溝へ排水）
埋設排水管VP100 L=3500

埋設排水管VP100 L=4000

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 6 4 ／ 7 2

津 市 水 道 局

仕 上 表 ， 求 積 図 ， 1 階 平 面 詳 細 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場

屋 根 平 面 図 ， 立 面 図 ， 建 具 表



A A1 2 B 2 1 B

展開図　　　　1/50

床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

5,00 0 4 , 5 0 0 5 , 0 0 0 4 , 5 0 0

ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ﾎﾟﾝﾌﾟ室 ﾎﾟﾝﾌﾟ室

床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上 床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

D面A面 B面 C面
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1
,
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ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ
H-200X100X5.5X8

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ
H-200X100X5.5X8

軒樋：塩ﾋﾞ既製品

屋根

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt30

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

ｱﾙﾐ軒先唐草

水切：ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

木下地 30X120程度防腐剤塗布

2
5

1
,
0
0
0

軒先詳細図　　1/10

2 0 0

木下地 25X40程度防腐剤塗布

屋根

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt30

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

木下地 30X85程度防腐剤塗布

棟詳細図　　1/10

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ

3 5

木下地 30X120程度防腐剤塗布

ｱﾙﾐ軒先唐草

水切：ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工

屋根

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt30

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

ｹﾗﾊﾞ詳細図　　1/10

3 5

ｱ ﾙ ﾐ ｻ ｯ ｼ詳細図　　1/10

・本納まりは参考とし、ｻｯｼ ﾒｰ ｶ ｰ仕様による

ｱﾙﾐ膳板
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鋼製3方枠 PU塗

ｺｰｷﾝｸﾞ

2 5

SUS膳板
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SUS下枠
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床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

ｺｰｷﾝｸﾞ

庇：既製ｱﾙﾐ庇 900X1800

1 , 4 3 0 2 52 5

ｱﾙﾐ膳板

ｱﾙﾐ4方枠

ｺｰｷﾝｸﾞ ｺｰｷﾝｸﾞ

2
0

1
8
0

2
5

・本納まりは参考とし、ｻｯｼﾒ ｰ ｶ ｰ仕様による

鋼製建具詳細図　1/10

接着系後施工ｱﾝｶｰ 8-M10
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0

5
0 2
0

ｺｰｷﾝｸﾞ

2
0

2 02 0
2 02 0

・ｶﾞﾙ ﾊ ﾞ ﾆ ｳ ﾑ鋼板はﾊｲﾌ ﾞﾘ ｯ ﾄ ｶ ﾗ ｰ G L ( ﾖ ﾄ ﾞ ｺ ｳ）とする ・ｶﾞﾙﾊﾞ ﾆ ｳ ﾑ鋼板はﾊｲﾌﾞﾘ ｯ ﾄ ｶ ﾗ ｰ G L ( ﾖ ﾄ ﾞ ｺ ｳ）とする ・ｶﾞﾙﾊ ﾞ ﾆ ｳ ﾑ鋼板はﾊｲﾌﾞ ﾘ ｯ ﾄ ｶ ﾗ ｰ G L ( ﾖ ﾄ ﾞ ｺ ｳ）とする
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天井：RC打放し

天井：RC打放し

天井：RC打放し

天井：RC打放し

壁：RC打放し

壁：RC打放し壁：RC打放し
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水槽進入口φ600
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屋根

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt30

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺
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0

屋根

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ
ﾊﾟｰﾗｲﾄﾓﾙﾀﾙt30

ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 横葺

90 0
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断面詳細図　　1/30
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断面詳細図　　1/ 30
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軒裏：吹付ﾀｲﾙ仕上

外壁：吹付ﾀｲﾙ仕上

軒裏：吹付ﾀｲﾙ仕上
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立上り

格子型集水桝蓋
450X450X20 受枠付 

1754 0 01 7 5

7 5 0

集水ﾋﾟｯﾄ
RC打放し750X750

ﾓﾙﾀﾙt20　金ｺﾃ仕上
CB100 4段積
鉄筋D10@400(縦横共)

鉄筋D10@200(縦横共)

棟包
ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板　t0.4 曲加工
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軒樋：塩ﾋﾞ既製品

接着系後施工ｱﾝｶｰ 8-M10
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壁：RC打放し

水槽進入口立上り
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SUSﾀﾗｯﾌﾟ2段

水槽進入口立上り
H=100

床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上
かさ上げ無筋ｺﾝｸﾘｰﾄt220

2
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床：ﾓﾙﾀﾙt30金ｺﾃ仕上

・水槽はﾎﾟﾝ ﾌﾟ井図面参照 ・水槽はﾎﾟﾝﾌ ﾟ井図面参照

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 6 5 ／ 7 2

津 市 水 道 局

展開図，断面詳細図，部分詳細図

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場



３．工 事 種 目（○印のついたものを適用する）

工　事　種　目

建物別及び屋外 工 事 種 別

電灯設備

動力設備

電熱設備

雷保護設備

受変電設備

静止形電源設備

発電設備

構内情報通信網設備

構内交換設備

情報表示設備

映像・音響設備

拡声設備

誘導支援設備

テレビ共同受信設備

監視カメラ設備

駐車場管制設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

１．工事場所

建　物　名　称 構　造
消防法施行令

備 　考
別 表 第 一

（ （注） 延べ面積は建築基準法による表記）

仕様書

Ⅰ ．工事概要

階　　　　数
延 べ 面 積

（㎡）

工事設計図

特　　　　記　　　　事　　　　項　項　　  　目

４．指定部分　　・ 無　　・ 有（　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

１．共通仕様

Ⅱ．工事仕様

　 ２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

　１）図面及び特記仕様書に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（電気設備工

という。）による。

（以下、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（ 新版）」（以下、「標準図」

事編）（ 新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（ 新版）」 

グリーン購入法

自動火災報知設備

構内配電線路

構内通信線路

テレビ電波障害防除設備

なお、機械設備工事の工事仕様書は（　／　）図、建築工事の工事仕様書は（　／　）図による。

屋　内

一式

「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（平成１２年法律第１００号）に基づく特定調達品目

　・照明制御システム

「公共工事」の品目

・変圧器

２）特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

れらと同等なものとする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

機材 １）本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む。）に規定するもの又は、こ

２）本工事に使用する機材のうち、外部機関（（社）公共建築協会他が下記１）～６）の

　　品質及び性能等を評価している機材は、その機関が発行する品質及び性能等が評価された

　　ことを示す書面の写しを、監督職員に提出し承諾を受けることにより、その機材について評価

　　された品質及び性能等の資料は、監督職員への提出を省略することができる。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

２）生産施設および品質の管理が適切に行われていること。

３）安定的な供給が可能であること。

４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

５）製造又は施工実績があり、その信頼性があること。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。

化学物質を放散する 本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散しないか、

（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少ない

次の（１）から（５）を満たすものとする。

ものとする。

放散が極めて少ないものとする。

第　三　種

ホルムアルデヒドの発散量

規制対象外

また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

該当する建築材料

　　　塗料等使用

　 ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない

　 ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　 ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない

    ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない

　　  材料使用

　　　 塗料使用

　 ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　 ｂ．接着剤等不使用

① ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆ 規格品

① ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆ 規格品

③ 下記表示のある ＪＡＳ規格品

② 建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

② 建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極めて

什器等は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

少ないものとする。

（５）上記（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

（３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の

可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放

散が極めて少ないものとする。

するが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

なお、ホルムアルデヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散

が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものと

 壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

避難口誘導灯

廊下通路誘導灯

スイッチ（一般）

　  〃 　（多機能トイレ）

コンセント、電話用アウトレット、直列ユニット（一般）

　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（和室）

　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　（台上）

床上～上端

台上～中心

床上～中心

鏡上端～中心

床上～下端

床上～中心

　 〃　　

名　　　　称 測　　　点 取付高［㎜］

〃

〃

〃

２，１００

２，５００

１５０

１，３００

１，１００

３００

１５０

１５０

１，５００以上

１，０００以下

（備考）　（天井高）ｘ０．９ 及び（天井高）ｘ０．８ は天井高が ２５００～３０００ｍｍ の場合に適用する。

引込開閉器箱（低圧）

分電盤、ＯＡ盤、制御盤、実験盤

開閉器箱

電磁開閉器用押しボタン

接地用端子箱

雷保護用接地端子箱

接地極埋設標

給油ボックス

中継端子盤（ＥＰＳ・電気室）

親時計

子時計、スピーカ

アッテネータ

出退表示盤　

発信器（出退表示用）　

インターホン

外部受付用インターホン子機

呼出ボタン（多機能トイレ）

テレビ機器収容箱

火報受信機（複合盤）

副受信機

自動報機器収容箱

警報ベル

表示灯

復帰ボタン（　　 〃  　　）

廊下表示灯（　　 〃  　　）　　　　　

発信機

ガス漏れ検知器（ＬＰガス）

連動制御器（自動閉鎖）

　　　〃　　　（都市ガス）　 天井面～中心

床上～操作部

床上～中心

地上～給油口

床上～下端

地上～中心

〃

〃

    床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

（天井面）－２００

１，５００

１，５００（上端１，９００以下）

１，５００

１，３００

５００

８００

６００

１，０００

１，５００

１，５００

（天井高）×０．９

１，３００

（天井高）×０．９

１，３００

１，３００

標準図による

   ９００

１，８００

２，０００

１，８００

１，５００

１，５００

３００

８００～１，５００

〃

〃

地上、床上～中心

８００～１，５００

８００～１，５００

（天井高）×０．９

（天井高）×０．８

コンセント（車庫） 床上～中心

床上～中心

８００

９００コンセント（車椅子用）

建築材料等

取付高さ

監督職員に報告する。

測定はバッシブ型採取機器により行う。

測定時期　　　　・　工事着工前　　　・　施工終了時

測定対象室　　　・　図示　　　　　　・　

測定箇所数　　　・　図示　　　　　　・　

負担とする。

構内につくることが　　・できる　　・できない

工事用仮設物

監督員事務所

工事用電力・水・その他

電気工事士

電気保安技術者

電気工作物の種類

電源周波数

濃度測定

室内空気中の化学物質の

独立行政法人建築研究所監修）による。なお、施工に際し、耐震強度計算書を監督職員に提出し、承諾を受

けるものとする。

機器の重量［ｋｇ ｆ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用標

準水平震度は、次による。

耐震施工

１）設計用水平地震力

・埋戻し後の建設残土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

２）引渡しを要するもの以外

３）特別管理産業廃棄物

・施設外搬出とし、搬出及びその処理費等は請負者の負担とする。（マニフェスト等の写しを提出すること。）

４）再利用又は再資源化を図るもの

・現場説明書による。

・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引渡す。

・有（　                      　　　      　              　　   　  　　　 　）

・有（ＰＣＢ使用機器： 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

・完成図のＣＡＤデータ提出　　　　　・要　　　　　・不要

・既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

よるほか、監督職員の指示による。

・内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種 ）

・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　種 ）

・本工事で設置とする。

・改修工事の場合は、改修標準仕様書第１編２．２．２によるほか下記による。

発生材の処理

工事写真・完成図等

足場、さん橋類

設備機器の固定は、「建築設備耐震設計・施工指針　２００５年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所

残土処理 ・現場説明書による。

１）引渡しを要するもの

　工事写真は国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂第3版）建築設備編」に

・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

すべて請負者の負担とする。

・設けない　・設ける (規模及び仕上げの程度は、現場説明書による。）

本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への諸手続等に要する費用は請負者の

契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、

・事業用電気工作物　　・一般用電気工作物

・要　　　　・不要

・５０Ｈｚ　・６０ Ｈｚ

地下・１階

重要機器

【備考】　（※１）：水槽類には、オイルタンク等を含む。

上層階

屋上及び塔屋

1.5 1.0

一般機器

1.5

1.5

1.0

1.0

1.5

2.0

2.0

2.0

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

2.0

1.5

1.5

1.0 0.6

1.0

1.5

1.0

1.0

0.6

2.0

1.5

1.5

0.6

0.6

0.6

0.4

1.0

1.5

1.0

1.0

設置場所
・　特定の施設 ・　 一般の施設

設計用標準水平震度

中　間　階

重要機器 一般機器
機器種別

機器

防振支持の機器

水槽類（※１）

機器

防振支持の機器

水槽類（※１）

機器

防振支持の機器

水槽類（※１）

（２）規格効率は、ＪＩＳ　Ｃ　４２１２「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧２００Ｖ、

２）設計用鉛直地震力

設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

重要機器

階以上の場合は上層４層とする。

・交換機　　・自動火災報知受信機　　・中央監視装置　　

２～６階建の場合は 上階、７～９階建の場合は上層２階、10～12階建ての場合は上層３階、１３

・配電盤　　・発電装置（防災用）　　・直流電源装置　　・交流無停電電源装置

  上層階の定義は次による。

電線本数管路など

を受けて変更しても差し支えない。

属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数及び管径等は、監督職員の承諾

また、機械室等の床配線は図面上 ＰＦ 管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配管部分は金

呼び線 長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、電線太さ １．２ｍｍ 以上の被覆鉄線を挿入する。

金属製電線管の塗装

・屋外　　　・屋内（ボックス、支持金物等含む　　　　）

下記の露出配管は塗装を行う。

非常用の照明装置の
照度測定箇所数

電磁開閉器用
押しボタン

コンセント

プレートの材質

０．４

８５．０

０．７５ １．５ ２．２ ３．７ ５．５ ７．５ １１ ３０１８．５１５ ２２ ４５３７

８８．５ ９２．０ ９３．０ ９４．０ ９４．０ ９４．５ ９４．５ ９５．０ ９５．５ ９５．５ ９５．５ ９５．５ ９５．５

　　　ＩＰ４Ｘ、６極、５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値とする。

備考） （１）規格効率は、ＪＥＮ－ＴＲ２４５「汎用インバータの規約効率」のより算出した値とする。

規約効率
電動機出力（ｋＷ）

インバータ効率（％）

インバータ装置の 三相可変速電動機用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

フラッシプレート　　・金属製　　　　　・樹脂製

  図面に特記なき場合、コンセント ２Ｐ１５Ａ（接地極付）は、プラグ不要とする。

 遠方操作用押し ボタンは、連用形とする。

  測定数　　　箇所以上

地中線の埋設標

・鉄製（     箇所）　　・コンクリート製（　　箇所）

天井仕上げ表示

接地極　

（１４φ）はＷ＝４０、Ｌ＝１２００としても差し支えない。（雷保護用を除く）

なお、接地棒ＥＢ（１４φ）の長さは１５００㎜以上とし、（１０φ）は、Ｗ＝３０、Ｌ＝９００、

図面において、室名に（　）を付したものは直天井の室、それ以外は二重天井の室を示す。

構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は次による。

接地極の材料は下記による。

ＥＢ（１０φ）×１（Ｌ＝１０００㎜）Ｅ０測   定   用

ＥＢ（１４φ）×３連－　組

ＥＢ（１４φ）×３連－　組

ＥＢ（１４φ）×３連－２組

ＥＢ（１４φ）×３連－２組

ＥＢ（１４φ）×３連－２組

ＥＢ（１０φ）×１（Ｌ＝１０００㎜）

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

高圧避雷器

低圧避雷器

Ω以下

Ω以下

１０Ω以下

　　Ω以下

Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

１０Ω以下

Ｄ 種 接 地

Ｃ 種 接 地

Ｂ 種 接 地

Ａ 種 接 地

共 同 接 地

共 同 接 地

接 地 の 種 類 記　　号 接地抵抗値 接　　地　　極

ＥＡ．Ｄ

Ａ．Ｃ．Ｄ

Ａ

Ｅ

ＬＬ

ＬＨ

Ｄ

Ｂ

Ｃ

ＥＢ（１４φ）×３連－　組

ＥＢ（１４φ）×３連－　組

ＥＢ（１４φ）×３連－２組Ｅ １０Ω以下通   信   用

Ｅ通   信   用 Ｃｔ １００Ω以下 ＥＢ（１０φ）×１（Ｌ＝１０００㎜）

電話引込口の
保安器

Ｅ １００Ω以下 ＥＢ（１０φ）×１（Ｌ＝１０００㎜）

Ａｔ

Ｌｔ

ＥＢ（１４φ）×３連－　組Ω以下交 換 機 用 Ｅｔ

Ｅ 　　 Ω以下雷 保 護 用 ＬＡ
ＥＢ（１４φ）×  連－  組

施工図等の取扱い 施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。

施工調査

・監督職員の指示による。

　調査方法 （　 ／　 ） 図による

　調査項目 （　     　　　　　　　　　　　　　　）

　調査範囲 （ 　／ 　） 図による

・事前調査

仮設備工事

仮設備期間（・図示　　　・　　　　・　　　　）

養生 養生範囲　（　 ／ 　） 図による

養生方法　（ 　／ 　） 図による

電線類

・非破壊検査（費用は別途とする）

・はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

仮電源　　（・受変電　　・発電　　・　　　　）

次の記号で使用する電線類は、下記仕様による。

記    号 仕　　    　　　　様

ＥＭ－ＵＴＰ

(ＥＭ－ＵＴＰ５）

(ＥＭ－ＵＴＰ６Ａ）

(ＥＭ－ＵＴＰ６）

耐熱性ポリオレフィンシース　カテゴリ５ｅ　ＵＴＰケーブル（ＵＴＰ－ＣＡＴ５Ｅ／Ｆ）

耐熱性ポリオレフィンシース　カテゴリ６　ＵＴＰケーブル（ＵＴＰ－ＣＡＴ６Ｅ／Ｆ）

耐熱性ポリオレフィンシース　カテゴリ６Ａ　ＵＴＰケーブル（ＵＴＰ－ＣＡＴ６Ａ／Ｆ）

ＪＣＳ　５５０３「耐熱性ポリオレフィンシースＬＡＮ用ツイストペアケーブル」

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法で定める主任技術者のもと「事業用電気工作物保安規程」

に定める工事担当技術者（監督職員）の職務補佐をし、電灯工作物の保安の業務を行うものとする。

２．建物概要

白山地域簡易水道統合整備に伴う

平成28年度　簡水第2号

1 22.5

三重県津市白山町藤地内

壁式RC造 15項 第2送水ポンプ

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 6 6 ／ 7 2

津 市 水 道 局

電 気 設 備 工 事 　 特 記 仕 様 書

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場

第2送水ポンプ場設置工事



記　　号 名　　　　　　　　称

凡　 　例

換 気 扇

ス イ ッ チ 片切

電 　 灯 　 盤

Ｌ Ｅ Ｄ 灯

Ｌ Ｅ Ｄ ブ ラ ケ ッ ト

コ ン セ ン ト
２Ｅ ２Ｐ１５ＡＥｘ２＋ＥＴ

コ ン セ ン ト

換気扇用サーモスイッチ

２Ｐ１５Ａ 防水ＥＴ付
ＷＰＥ

Ｔｈ

Ｂ

Ａ

１ ２

Ｌ－１

２．０ｘ２Ｅ２．０（ＰＦ１６）

ＷＰＥ

２Ｅ

２．０　

１．６ｘ４
２．０ｘ２

（２５）

（２５）１．６ｘ３
２．０ｘ２

ＮＰ

参考図

電灯盤 Ｌ－１　

(一次側配線、接地線共別途とする)

（Ｂ）（Ａ）

照 明 器 具 姿 図

ＬＤＬ２０Ｗ×１　ブラケット防湿防雨型　 防湿防雨型　

カバー：アクリル
本体：ステンレス

　６９００ｌｍタイプ

ポンプ室

（Ａ）ｘ４

（Ｂ）ニ イ～ハ

イイ

ロ ロ

ハ

1階平面詳細図　　1/50

露出

（２５）１．６ｘ５
２．０ｘ２

露出
露出

ＬＥＤ４０形　反射笠付パイプ吊り

１ ２

２．０ｘ４（２５）露出

ポーチ

１．６ｘ２
２．０ｘ２Ｅ２．０

（ＰＦ１６）

４

４４

１φ２Ｗ　ＡＣ１００Ｖ

本体：ステンレス
防湿型・防雨型ライトバー（カバー）：ポリカーボネート（乳白）
傾斜天井用取付台付属

（１Ｐサイズ）
ＭＣＣＢ２Ｐ ５０ＡＦ／ ２０ＡＴ ｘ４ １００Ｖ

２１ コンセント照明

３

３０ＡＦ／２０ＡＴ
ＥＬＣＢ２Ｐ

予備

Ｔ
ｈ

２．０２Ｅ

特記なき配線は下記による

ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ２ （１９） 露出

ＥＭ－ＩＥ２．０ｘ２ ２．０ （１９） 露出

（１９） 露出4 ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ４ 

ＥＭ－ＩＥ１．６ｘ３ （１９） 露出

注記

１５０ｘ１５０ｘ１００※     プルボックス

2,7851,430785

4,
50
0

5,000

動力盤・計装盤用

盤内雑電源

Ｎ

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 6 7 ／ 7 2

津 市 水 道 局

電 気 設 備 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場



2.有圧換気扇は温度ｽｲｯﾁでのON/OFF制御とする。

工事名称

工 事 概 要

２．建物概要

消防法施行令の適用  耐震区分 　備　考　 建 物 名 称 構造及び階数 国：延面積 建：延面積

　　国：国有財産法延面積（ｍ2）　　建：建築基準法延面積（ｍ2）

１．工事場所

平成28年度　簡水第2号

22.50

　空気調和設備の当該項目による。

 1.ダ　ク　ト  ・ 低圧ダクト　 ・ コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500mm以下の部分）
 　　　　　　　　・ アングルフランジ工法
 ・ 高圧1ダクト（適用範囲は図示による）
 ・ ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの適用範囲及び仕様は図示による。
 ・ 厨房系統の排気ダクトは標準仕様書より一番手厚いものを使用する。

 2.風量測定口 　取付位置　・ 図示した位置　・　

 3.ダンパー

 ・ 厨房系統　　　・ 浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統 4.シールする排気
　 ダクトの系統機械設備工事機材承諾図様式集（平成２５年版）によるほか、監督職員の指示による。

本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図(１部)を監督職員に提出する。
ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

ＣＡＤデータはオリジナル形式及びＰＤＦ形式とする（ＰＤＦは１ファイルにまとめる）。

・　本工事とし下記項目の測定表を提出する。　　　・　別途とする。

　　・ 風量調整　　　・ 水量調整　　・ 室内外空気の温湿度の測定
　　・ 室内気流及びじんあいの測定　 ・ 騒音の測定　　
　　・ 飲料水の水質の測定　　　　　 ・ 初期運転状態の記録

　  調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

製造者規格による標準品としてよい。
換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、

・ ６０Hz    ・ ５０Hz

(1)機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。
(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

なお、施工図等の著作権に係る当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する。

　　　試験成績書　　　　一式、　機器・配管固定の施工図　　　　一式
　　　機器製作図　　　　一式、　制御システム図　　　　　　　　一式

標準仕様書によるほか以下による。

縮刷製本を作成する。保全に関する資料とともに部数等は監督職員の指示による。

　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項工 事 仕 様
１．共通仕様
　１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の標準仕様書等によ
　　　るものとし、・印のついたものを適用する。
　　　・　公共建築工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成２５年版)(以下「標準仕様書」という。)
　　　・　公共建築改修工事標準仕様書(機械設備工事編)(平成２５年版)(以下「改修標準仕様書」という。)
　　　・　公共建築設備工事標準図(機械設備工事編)(平成２５年版)(以下「標準図」という。)
　２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、それぞれの特記仕様書を適用する。
　　　なお、電気設備工事の特記仕様書は（　／　）図、建築工事の特記仕様書は（　／　）図による。

　１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。
２．特記仕様

　２）特記事項のうち選択する事項は、・印の付いたものを適用する。

　　　情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等の保全措置を講ずる
　３）東海地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」による注意

　　　とともに、工事中断などの措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約書第２６条（臨機の措置）
　　　によって処理されるものとする。

３．工事種目（・印の付いたものが対象）

工事種目

・空気調和設備

・換気設備

・排煙設備

・自動制御設備

・衛生器具設備

・給水設備

・排水設備

・給湯設備

・消火設備

・厨房設備

・ガス設備

・浄化槽設備

　屋　外

工     事     種     別建物別及び
屋外

・　空調方式

方式及び種別　　　　　　　　　　　　　設　　　備　　　概　　　要

・　主要熱源機器
・ 
・ 

・　自動制御方式 ・ 電気式　　・ 電子式　　・ デジタル式　　・ 中央監視制御

・　給水方式 ・ 水道直結方式　　　・ 高置タンク方式　・ 圧力タンク方式（・ 上水　・ 井水）
・ ポンプ直送方式　　・ 増圧給水直結方式

・　排水方式 建物内汚水、雑排水　（ ・ 分流式　　・ 合流式　）
ポンプ排水　　 ・ 有（ ・ 汚物　　　・ 雑排水　　・ 湧・雨水　　・ 清水　）
建物外放流先　汚　水（ ・ 下水管直放流　　　　　 ・ 　　　　　　　　）
　　　　　　　雑排水（ ・ 下水管直放流　　　　　 ・ 　　　　　　　　）

・　消火設備の種別 ・ 屋内消火栓設備　　　・ スプリンクラー設備　　　・ 泡消火設備
・ 連結散水設備　　　　・ 連結送水管　　　・ 不活性ガス消火設備（ ・ 　　　）

・　ガスの種類
・ 液化石油ガス
・ 都市ガス（種別　　，発熱量　　　　MJ/m３(N),供給事業者名　　　　　　　　　）

　　　　　　　項　　　　　　　　　目

開

他工事との取合い区分表

開口部の穴埋め補修

口

部

鉄骨鉄筋コンクリート部材のはり貫通部　補強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ

ＲＣ部材の床・壁の貫通部　　　　　　　補強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ

床デッキプレートの貫通部　　　　　　　補強

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　切り込み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型わく(補強の有るもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型わく(上記以外）

天井・軽鉄間仕切りの開口　　　　　　　ボードの切込み及び補強共

換気扇の取付枠

床下水槽のマンホールふた

床、天井点検口

電 機器付属の制御盤以降の二次側配管配線（接地共）

気 機器付属の制御盤への電源供給配管配線

配 自動制御盤と動力盤との電源供給の渡り配管配線

管 自動制御盤と動力盤との操作回路の渡り配管配線

配 機器と付属操作スイッチとの渡り配管配線（接地共）

線 煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパーに至る配管配線

小便器用節水装置の制御盤以降の二次側の配管配線

外部取付ガラリ　　　　　　 ダクトチャンバーの接続用フランジを含む

湯沸室等流し台　　　 　　　排水トラップ共

湯沸室等の排気フード　　　 ステンレス製天蓋

基礎等 屋上設置の設備機器の基礎

大形設備機器の基礎

防水層に影響する基礎

上記以外の機器の基礎

防油提　　　　　 　　　　　建物内、油サービスタンクの防油提

架台、アンカーボルト

鉄骨部材のはり貫通部　　　　　　　　　穴開け(補強を含む)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーブ

ＲＣ部材のはりの貫通部　　　　　　　　補強

機械設備 建築 電気設備

改 コンクリート壁、床など　　　　　　はつり

修 　　　　　　　　　　　　　　　　　荒補修

工 　　　　　　　　　　　　　　　　　仕上げ補修

事 天井、壁などのボード類　　　　　　撤去

　　　　　　　　　　　　　　　　　復旧

 3.建設発生土の処理　

 4.環境への配慮

   物質の濃度測定
 5.室内空気中の化学

 6.材料・機材等

 7.技能士の適用

・ 引渡しを要するもの　　　( ・ 金属類　　　・　　　　　　・　　　　　　）
・ 特別管理産業廃棄物　　　( ・ 　　　　　　・　　　　　　・　　　　　　）
・ 再生資源化を図るもの　　( ・ 塩ビライニング鋼管　　　　・　　　　　　）
・ 石綿含有品（ ・ 配管用成形保温材 ・ フランジ用ガスケット（ ・ 配管 ・ ダクト））
・ 引渡しを要するもの以外は構外適切搬出処理とする。
 　ただし（特別管理産業廃棄物　再生資源化を図るもの）の搬出処理費は別途とする。

 　再資源化等
　本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」第９条による分別解体等実
施義務の対象建設工事となることが想定されるため、同法に基づき分別解体等及び特定建設
資材の再資源化等の実施について適正な措置を講ずる。ただし、工事契約後に明らかになっ
たやむを得ない事情により、工事契約時に予定した条件により難い場合は、監督職員と協議
協議する。
　また、分別解体・再資源化等の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資源化等をし
た施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職員に報告する。

　　 ・ 新築　　建築設備工事
　　 ・ 増築　　　・ 有　　　　　・ 手作業

（１）分別解体の方法

　　 ・ 模様替

　　工　程　　　作業内容　　　　　　　分別解体の方法

（２）特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設
　　特定建設資材廃棄物の種類　　　　再資源化等をする施設名称　　　所　在　地

　　 ・ コンクリート及び鉄から成
　　 ・ コンクリート

　　　　る建設資材
　　 ・ 木材

 1.発生材の処理等

 2.特定建設資材の

　　 ・ 修繕　　　・ 無　　　　　・ 手作業･機械作業併用

　　　　　　　　　　　　　　　※構外搬出の搬出先は監督職員との協議による。
・ 構内敷きならし　　　　　　・ 構外搬出（片道運搬距離　約　　　km）

・本工事は、建設発生土情報交換システム（以下「システム」という。）の登録対象工事で
　あり、受注者は、工事の実施に当たっては土量、土質、土工期等に変更が有った場合、速
　やかに当該システムのデーター更新を行うものとする。尚、これにより難い場合には、監
　督職員と協議しなければならない。

　国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（以下「グリーン購入法」という。）

　グリーン購入法（平成１２年法律第１００号）に基づく環境物品等の調達の推進に関する
基本方針における公共工事の配慮事項（「資材の梱包及び容器は、可能な限り簡易であって、
再生利用の容易さ及び廃棄時の負荷低減に配慮されていること。」）に留意すること。
　本工事の建築物内部に使用する機材等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有す
ると共に、次の１）から４）を満たすものとする。
　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ
　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断
　　　熱材、塗料、仕上途材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極
　　　めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じ
　　　た材料を使用する。
　２）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を
　　　仕用する。
　３）接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等
　　　を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。
　４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル
　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を
　　　使用したものとする。

に基づく特定調達品目等に関する判断の基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方
針（平成２５年２月閣議決定）」による。ただし、東日本大震災の影響により、特定調達品
目等の使用が困難な場合には、監督職員と協議するものとする。

を受注者が提示した場合は、当該施設に搬出することができる。ただし、当該施設への変更
については設計変更の対象としない。

　　 ・ アスファルト･コンクリート

　届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設（同種の再資源化等を行う施設に限る。）

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアル
　　　デヒド発散建築材料以外の材料
　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　第三種

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

測定はパッシブ型採取機器により行う。
　　測定時期　　　　・ 工事着手前　　　・ 施工終了時
　　測定対象室　　　・ 図　示　　　　　
　　測定箇所数　　　・ 図　示　　　　　

室内空気中のホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレンの濃度を
測定し，監督職員に報告すること。

本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの又は同等の
ものとする。ただし、同等のものとする場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

(1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。
(2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。
(3)安定的な供給が可能であること。
(4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。
(5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
(6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能するものに
　 あっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

別表－１に指定する機材等が記載された製造業者等は次の１）から６）すべての事項を満た
すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこと
を示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているも
のは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

 ・ 冷凍空気調和機器施工（チリングユニット、パッケージ形空気調和機の据付及び整備）
 ・ 配管（配管工事） ・ 建築板金（ダクト製作及び取付け） ・ 熱絶縁施工（保温工事）

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。
　規制対象外

　章　　　項　　　　目　　　　　　　特　　　　　　　　記　　　　　　　　事　　　　　　　　項

４．指定部分　　・　無　　　・　有

　　　対象部分：

５．設備概要（・印を付けたものは、本工事あるいは既設設備の概要を示すもので、仕様を規定するものではない。）

ﾎﾟｰﾁ
GL+170～180

SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ30cm
(防虫網付)

GL+300
CH=3130～3730
22.50㎡

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

1

F E

1 2

1階平面図　　1/5 0

B

A

記　　号
φ V

消費電力

階 室　名
台数

W

設置場所

1 1 0 0

1

1 ｽｲｯﾁは電気設備工事とする

備　　　　考

機器表（換気扇）

FE-1 2 5 c m  　×　 1 , 0 0 0 m  / h　×　 3 0 P a3 5 0 . 0 1 ﾎﾟﾝﾌﾟ室

ｽｲｯﾁ
個数

( 1 )

3 0 c m(防虫網付)

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

1

FE

1 2

1階展開図　　1/5 0

C
H
=
3
,
1
3
0
～

3
,
7
4
2

 8.施　工　図　等

 9.完　成　図　等

10.機材の承諾図

11.総 合 調 整

12.電　動　機

13.電源周波数

14.容量等の表示

1 屋外

有圧換気扇　低騒音形　排気用

ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ　給気用

工事概要　ポンプ室

1.有圧換気扇、ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽ等の新設工事を行う。

仕　　　　　　様機　　器　　名

ｽﾃﾝﾚｽ製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(防虫網付) 25cm×1

付　属　品

5,000

4
,
5
0
0

4
,
5
0
0

5,000

三重県津市白山町藤地内

壁式RC造平屋建 別表第１(15)項＿

第1送水ﾎﾟﾝﾌﾟ

第2ﾎﾟﾝﾌﾟ場

VS300×250H
吹出口(ｱﾙﾐ製)

次のダクトは保温を行う。

 ・ 厨房及び湯沸室の排気ダクトの保温要（保温の厚さ５０ｍｍ(RW)、範囲は図示による）
 ・ 多湿箇所のダクトの保温要　　　　　（保温の厚さ５０ｍｍ、範囲は図示による）
 ・ 全熱交換器の外気ダクトの保温要　　（保温の厚さ２５ｍｍ、範囲は図示による）

 5.保温

SUS製ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ25cm
(防虫網付)

Ｎ

TH

温度+ﾀｲﾏｰｽｲｯﾁ

温度+ﾀｲﾏｰｽｲｯﾁ(露出型)×1

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 6 8 ／ 7 2

津 市 水 道 局

機械設備工事　特記仕様書　平面図

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場

白山地域簡易水道統合整備に伴う第2送水ポンプ場設置工事 



    工事場所

(2) 工事種別

(3) 構造種別

増築 増改築 改築

木造(Ｗ) 補強コンクリ－トブロック造(ＣＢ) 鉄骨造(Ｓ)

鉄筋コンクリ－ト造(ＲＣ)

鉄骨鉄筋コンクリ－ト造(ＳＲＣ)

適用は　　印を記入する。　

プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造(ＰＲＣ)

(10)構造計算ルート

(4) 階　数

(5) 主要用途

(6) 屋上付属物

(7) 特別な荷重

(8) 付帯工事

リフト　　ｋＮ

倉庫積載床用　　　Ｎ／㎡

擁壁

無有(　　　　　　　　　　　　　　　　)

１．建築物の構造内容

(1) コンクリート

門扉

(9) 増築計画

適　用　箇　所

捨てコンクリート

土間コンクリート

基礎，基礎梁

混和剤

Ａ種 Ｂ種 厚Ｃ種 100 120 150 190

種　類

　普通

　普通

　普通

2 2

設計基準強度

Fc=N/mm Fq=N/mm

品質管理強度

cm

スランプ
備　考

比重

種　類 径 使用箇所 継手工法

異形鉄筋

高強度せん断補強筋

丸　鋼

溶接金網 (JIS G 3551)

重ね継手

ガス圧接継手

特殊継手

(　　　　　　　　　)

(3) 鉄　筋

(4) 鉄　骨

(6) 屋根、床、壁

   ＳＤ295Ｂ

   ＳＲ235

   ＳＤ295Ａ

高力ボルト

中ボルト

頭付スタッドボルト

普通:Ｆ10Ｔ 特殊:Ｓ10Ｔ 認定品( 　Ｍ12　　Ｍ16　　Ｍ20　　Ｍ22　　Ｍ24 )

高力ボルトすべり係数試験

高力ボルト導入張力確認試験

要

要

否

否Ｍ Ｍ

φ＝

φ＝

Ｌ＝

Ｌ＝ ㎜

㎜

ＡＬＣ版

折　　版

デッキプレート

キーストーンプレート

特殊デッキプレート

厚

厚

厚

厚

Ｈ＝

型式

型式

使用箇所( 　柱　　大梁　　小梁 )

【使用箇所】

(1) 工事名称

(5) ボルト

(2) コンクリートブロック(ＣＢ)

３．地　盤

６．鉄骨工事

(1) コンクリート (1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による

(2) 工事監理者の承認を必要とするもの

(3) 工事監理者が行う検査項目

(4) 接合部の溶接は下記によること

(5) 接合部の検査

日本建築学会 ｢JASS6｣ ｢鉄骨精度検査基準｣ ｢鉄骨工事技術指針｣

鋼材倶楽部 ｢建築鉄骨工事施工指針｣

製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書

材料規格証明書または試験成績書

鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付スタッド

社内検査表

原寸検査

建方検査

組立・開先検査 製品検査

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱(建築構造設計指針第12章)

日本建築学会｢溶接工作基準､同解説Ⅰ､Ⅱ､Ⅲ､Ⅳ､Ⅴ､Ⅵ､Ⅶ､Ⅷ､Ⅸ｣

日本建築学会｢鉄骨工事技術指針・工事現場施工編｣

溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること)

フレアー溶接部

第三者検査機関名

注) 現場溶接部については､原則として第三者検査機関による全数検査を行うこと。

注) 現場溶接は､超音波探傷試験を100％行うこと。

２．使用構造材料

５．鉄筋コンクリート工事

検査 方法
検査率又は検査数

社　内 第三者 工事監理者

超音波探傷試験

マクロ試験・その他

外観(目視)検査

外観(目視)検査

％ ％ ％

個 個 個

％ ％ ％

％ ％ ％

個 個 個

(都知事登録第　　　　　号)

備　考検査 箇所

完全溶込み溶接部

第三者検査機関名とは､建築主､工事監理者または工事施工者が､受入れ検査を代行

させるために自ら契約した検査会社をいう。

エレベーター   人乗り( ロープ式・油圧式 )

Ｍ

Ｌ＝

Ｌ＝

㎜ ナット( 　シングル、　ダブル )

ナット( 　シングル、　ダブル )

   ＳＤ345

柱・梁・床・壁

比重押えコンクリート 　普通、　軽量

ラップルコンクリート

比重

　普通、　軽量 比重

デッキ床

新築

　普通、　軽量

(　印以外の項目の検査結果については､工事監理者に報告すること)
―

151818

Ｄ16以下 躯体

Ｄ16以下

受水槽　　　　ｋＮ キュービクル　　　ｋＮ

ＳＳ400

ＳＳ400

認定または登録工場(　　　　　グレード　　　　　都登録　　　　　ランク)

使用箇所( 　柱　　大梁　　小梁 )

アンカーボルト(ベースパック使用部除く)

ＡＢＲ400

ＡＢＲ400 ㎜

―

　普通、　軽量

４．地業工事

(2) 杭基礎

ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験掘 有 無

杭　種 備　考

摩擦杭

ＰＲＣＲＣ

ＰＨＣ

鋼管

Ｈ鋼

場所打ち

コンクリート杭

SKK400SS400

支持層－

ＰＲＣ

ＰＨＣ

鋼材

施　工　法材　料

( Ⅰ種 種

( 種 種 種

)

)

打ち込み

埋込み(セメントミルク工法)

オールケーシング

リバースサーキュレーション

アースドリル

拡底杭

ミニアース

ＢＨ 深礎
手掘

機械掘

大臣認定第　号

　　年　月　日

拡底杭

日本建築センター認定

　第　　　　号

　　年　月　日

杭仕様

試験杭

施工計画書承認 杭施工結果報告書

( 　有・　無 ) ( 　打ち込み・　載荷 ) 本

杭径(㎜) 設計支持力(kN) 杭の先端の深さ(ｍ) 本数 特記事項

(1) 直接基礎

コンクリートFc　　 N/㎜

スランプ

セメント量　　　 　kN/㎡

鉄　筋 主 筋

ＨＯＯＰ

ＳＤ

ＳＤ

２

種Ⅱ Ⅲ

Ａ Ｂ Ｃ

深さ ＧＬ ｍ

ｋＮ／㎡長期許容支持力度

1818 18

太陽光発電設備

耐久設計基準強度 Fd 標準

セメントは､JIS R5210の普通ポルトランドセメントを標準とする。

調合計画は､工事開始前に工事監理者の承認を得ること。

寒中､暑中､その他特殊コンクリ－トの適用を受ける期間に当たる場合は､調合､打ち込み､

養生､管理方法など必要事項について､工事監理者の承認を得ること。

フレッシュコンクリ－トの塩化物測定は､原則として工事現場で(財)国土開発技術センター

定ごとに撮影した写真(カラ－)を保管し承認を得る。

の技術評価をうけた測定器を用いて行い､試験結果の記録及び測定器の表示部を１回の測

測定検査の回数は､通常の場合､１日１回以上とし､１回の検査における測定試験は､同一試

料から取り分けて３回行い､その平均値を試験値とする。

構造体コンクリ－トについて､現場の圧縮強度試験供試体(JASS5T-603)は､現場水中養生､

または現場封かん養生とし､採取は打ち込み工区ごと､打ち込み日ごととする。

また､打ち込み量が150ｍをこえる場合は､150ｍごとまたは､その端数ごとに１回を標準と

する。１回に採取する供試体は､適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採

取する。なお､供試体の数量は､特別指示なき場合は､１回当たり６本以上とし､そのうち４

週用に３本を用いる。

ポンプ打ちコンクリ－トは､打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち､コンクリート

の自由落下高さは､コンクリ－トが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては､コンク

リート圧送技師または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお､打ち込み継続中

分以内とする。

高強度せん断補強筋は､JIS G3137に規定されるＤ種１号適合品とする。

鉄筋の加工寸法､形状､かぶり厚さ､鉄筋の継手位置､継手の重ね長さ､定着長さは｢鉄筋コン

クリ－ト構造配筋標準図(1)(2)｣または｢壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図(1)(2)｣に

よる。

Ｄ19未満は､すべて重ね継手とする。継手(Ｄ19以上)をガス圧接とする場合は､日本圧接協

会｢鉄筋のガス圧接工事標準仕様書｣による。

(2) 鉄　筋

３３

外観検査 有 無、引張試験 有 無、超音波試験 有 無

柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は､ 　Ｈ型(タガ型)　　Ｗ型(溶接型)　　Ｓ型(スパイラ

ル型)とする。

コンクリ－ト及び鉄筋の試験は､｢建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱

要綱｣第４条の試験機関で行うこと。

試験機関名

代行業者名

(都知事登録第　　　　号)

代行業者名とは､試験､検査に伴う業務を代行する者をいう。

コンクリート及び鉄筋の試験は､公的機関､又は経済産業大臣が認定した試験事業者の試験

機関で行うこと。

材料　合板厚　12m/mを標準とする。 施工はJASS5による。

型枠存置期間

種類
部位

5℃～15℃

5℃未満

15℃以上

（Ｈ）

コンクリートの
圧縮強度

せ　き　板 支　柱

基礎､はり側､柱､壁 スラブ下､はり下 スラブ下 はり下

ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント ランドセメント
早強ポルト

ランドセメント
普通ポルト

普通ポルト
ランドセメント
普通ポルト普通ポルト

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント

高炉セメント
Ａ種

Ａ種
シリカセメント 高炉セメント

Ａ種

Ａ種
シリカセメント

２ ３

３ ５

５

４ ６

６

８

８ １０

１０ １２

１５１６

１７

２５

２８

２８

２８２８

５．０Ｎ／㎜ 設計基準強度の50％
設計基準強度の

85％ 100％

２

注) 1 　片持ばり､庇､スパン9.0ｍ以上のはり下は､工事監理者の指示による。

注) 2 　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また､その他のはりの場合も原則として行わな

注) 3 　支柱の盛りかえは､必ず直上階のコンクリ－ト打ち後とする。

い。

注) 4 　盛りかえ後の支柱頂部には､厚い受板､角材または､これに代わるものを置く。

注) 5 　支柱の盛りかえは､小ばりが終ってから､スラブを行う。

注) 6 　上表以外のセメントを使用する場合は､工事監理者の指示による。

(3) 型　枠

一時に全部の支柱を取り払って､盛りかえをしてはならない。

えるときには､200箇所ごと)に１回行い､１回の試験は５本以上(超音波試験の場合は30箇

所以上)とする。

における打継ぎ時間間隔の限度は､外気温が25℃未満の場合は120分､25℃以上の場合は90

短期

ガス圧接部の抜き取り検査は､同一作業班が同一日に施工した圧接箇所ごと(200箇所を越

コンクリ－トは、原則としてJIS A 5308に適合するものとする。

を座金外径2倍以上の範囲でショットブラスト､グラインダー掛け等を用いて除去した後､

屋外に自然放置して発生した赤さび状態であること。ただし､ショットブラスト､グリット

締付け後の検査は､各締付け工法別に適切な締付けが行われているか検査する。

防錆塗装の範囲は､高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリ－トで被覆される以外の部分と

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調査は入念に行い､塗装は工場塗装と同

じ錆止めペイントを使用し2回塗りとする。

(6) 防錆塗装

(7) 耐火被覆の材料

７．設備関係

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以

上かつ5cm以上を原則とする。

８．その他

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

高力ボルトの締付けに使用する機器はよく整備されたものを使用し､締付けの順序は部材

材が十分密着するよう注意して行う。また､締付けは一次､二次締めとする。

告示1464号に基づき､｢突合せ継手の食い違い･仕口のずれの検査･補強マニュアル｣を適用

する。

い。

ブラストによる処理で表面あらさが50Ｓ以上である場合は､赤さびは発生しないままでよ

高力ボルトは｢Ｓ10Ｔ｣または｢JIS B1186の高力ボルト｣とする。摩擦面の処理は黒皮など

Ｍ

ＳＭ400

現場溶接使用箇所種　類

ＢＣＲ295

ＳＭ490Ａ

ＳＳＣ400

ＢＣＰ235

ＳＮ400Ａ,Ｂ,Ｃ 有

有

有

有

有

無

無

無

無

無

備　考

○使用箇所の詳細については別途図示とする。

ＳＳ400

ＳＮ490Ｃ

ＳＴＫＲ400 ＳＴＫＲ490

2421 18

長期 超長期

コンクリ－トはJIS認定工場の製品とし､施工に関してはJASS5(2009)による。

する。錆止めのペイントは､JIS K5674､2回塗りを標準とする。

構 造 設 計 標 準 仕 様

鉄筋は､JIS G3112の規格品を標準とする。施工はJASS5(2009)による。

三重県津市白山町藤 地内

地下　　　階　　　　　地上　　　階　　　　　塔屋　　　階１

送水ポンプ場

地上階： Ｘ方向ルート　－(　  　) Ｙ方向ルート　－(　  　)１ １

支持層－

載荷試験 有 無

(2) 地盤調査計画

ある。

(3) 地盤調査及び試験杭の結果により、杭長、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合も

水平地盤反力係数の測定

無(調査予定　　有　　無)

液状化判定 土質試験

ボ－リング調査 静的貫入試験 標準貫入試験 水平地盤反力係数の測定

土質試験 物理探査 平板載荷試験 試験堀(支持層の確認)

(1) 地盤調査資料

有(　敷地内　　近隣)

現場透水試験

ボーリング調査 平板載荷試験

(4) ボーリング標準貫入値、土質構成 (基礎・杭の位置を明記すること)

１１

１２

１３

１０

５

６

７

８

９

２

３

４

０

10 20 30 40 50 60

土　質 標準貫入試験
○調査地番

○位置図

○支持地盤、地層及び深さ

　についてのコメント

○孔内水位

○近隣デ－タの調査地番と

　設計地番とは約　　ｍの

　距離がある

○備考

　ＧＬ－　　　ｍ

敷地内

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

壁式鉄筋コンクリ－ト造(ＷＲＣ)

壁式プレキャスト鉄筋コンクリ－ト造(ＷＰＲＣ)

１
ホイスト 　ｋＮ

別図参照

(別図参照)

平成28年度　簡水第2号　白山地域簡易水道統合整備に伴う第2送水ポンプ場設置工事

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 6 9 ／ 7 2

津 市 水 道 局

構 造 設 計 標 準 仕 様

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場



d. 柱、梁(基礎梁は除く)の出すみ部分の鉄筋(右図参照)

e. 単純梁の下端筋

f. その他、本配筋標準に記載する箇所

壁ばり主筋
(通し筋とする)

(2) 記号

＠…間隔　　r…半径　　　…中心線　　　…部材間の内法距離　　　…部材間の内法高さ0h

折曲げ角度

図

鉄筋の余長

180° 135° 90°

4d以上 (　　　 )以上４ｄ※以上６ｄ (　　　 )以上４ｄ※以上８ｄ

Ｒ

余長

d d

Ｒ

余
長

Ｒ

d

余
長

d

8
d
以

上

キャップタイ

折曲げ角度90゜はスラブ筋・壁筋
の末端部またはスラブと同時に打
ち込むＴ形およびＬ形梁のキャッ
プタイにのみ用いる。

※片持スラブ上端筋の先端

(2) 鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90°以下

図
鉄筋の使用箇
所による呼称

鉄筋の種類
鉄筋の径によ
る区分　　　

鉄筋の折り曲げ
内のり寸法(Ｒ)

帯 筋
あ ば ら 筋
スパイラル筋 以上

以下

以下

ＳＤ295Ｂ、ＳＤ345

3d以上

4d以上

6d以上

d

Ｒ

２．鉄筋加工、かぶり

(1) 鉄筋末端部の折曲げの形状

ＣＬ

１．一般事項

(1) 構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

0

鉄筋は、ＳＤ295Ａ、ＳＤ295Ｂ、ＳＤ345を使用する。

折曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ16以下は3d以上、Ｄ19以上は4d以上

ＳＤ295Ａ　　　　 
Ｄ16

Ｄ19

Ｄ16

ＳＤ295Ｂ、ＳＤ345
ＳＤ295Ａ 　　　　上記以外の鉄

筋　　　　　
Ｒ

d

鉄筋の種類

2

普通、軽量コン
クリートの設計
規準強度の範囲
(Ｎ/㎜ )　　　

定 着 の 長 さ

一般 (Ｌ )
下端筋 (Ｌ )

小　梁 スラブ

特別の定着及び
重ね継手の長さ

(Ｌ )2

3

1

(3) 鉄筋定着及び重ね継手の長さ

ＳＤ295Ａ
ＳＤ295Ｂ
ＳＤ345　

25d
15d
　

または
フック
　つき

10d
15cm

かつ
以上

または
フックつき

または
フックつき
または
フックつき

40d
30d
45d
35d

コンクリートは普通Ｆｃ＝18Ｎ/㎜ 以上24Ｎ/㎜ 以下、軽量Ｆｃ＝18Ｎ/㎜ 以上2.5Ｎ/㎜ 以下

3. 直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

2. 継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

1. 末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

継　手

ガス圧接形状

dθ

θ＞80゜

3㎜以下

d 1.4d以上

圧接面

d/5以下

圧接面 圧接面

(単位：㎜)

圧接継手 重ね継手(下図のいずれかとする)
Ｌ1 Ｌ1

1.1d以上
d/4以下

a≧400 1.5Ｌ 以上1 約0.5Ｌ1

(4) かぶり厚さ

設計かぶり厚さ(㎜)小かぶり厚さ(㎜)構　　造　　部　　分

屋根スラブ・床スラブ・片持ちスラブ　・非耐力壁 20 30＊ ＊＊＊

耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁 30 40＊ ＊

40 50

基　礎 (捨コンクリート部分を除く) 60 70

[注] 　＊　耐久性上有効な仕上げがない場合は、屋内・屋外にかかわらず10mm増しとする。
　　　又、軽量コンクリートの場合は、10mm増しの値とする。
＊＊　片持ちスラブ先端は、 小かぶり30mmとする。〔8－(1)の　参照〕a

(5) 鉄筋のあき

(6) 鉄筋のフック (a～fに示す鉄筋の末端部にはフックをつける｡)

a. 異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5d以上

b. 粗骨材の 大寸法の1.25倍以上かつ25以上

a. 壁長が1ｍ以下の壁横筋の末端　b. あばら筋、帯筋　c. 煙突の鉄筋

異形鉄筋

あきd d 0 0

間隔

　印の鉄筋の重ね継手の
　末端にはフックが必要

(地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること｡)

所定の位置に止まった場合 所定より低く止まった場合

ＨＯＯＰ

補 強 筋

杭 　 径 300φ､350φ 400φ 450φ 500φ 600φ

6－Ｄ13 8－Ｄ13 10－Ｄ13 8－Ｄ16 10－Ｄ16

Ｄ10－＠150

補強筋

ＨＯＯＰ＠150

5
0

φ

φ コンクリート止め板

基礎下端

但し　≦φの場合
　　　＞φの場合は工事監理者の指示による

φ

Ｌ
2

基礎下端

45°

1501
.
5
φ

1
5
0

3－Ｄ16

２．杭

(2) 現場打ちコンクリート杭

杭間隔は2×φかつφ＋1000以上

4
5
d

重
ね

継
手

φ

スペーサー
フラットバー
　　 ＠3,000
(各4ヶ所)

ＨＯＯＰ筋の継手
は片側溶接10d
又は重ね継手40d

主筋のかぶりは
100以上とする

斫り部分

余
盛
コ

ン
ク
リ

ー
ト

8
0
0
～

1
0
0
0

1
0
0
以

上

へりあき200以上

杭
主

筋
4
0
d

ＣＬ

(2) 杭 基 礎

(1) 布基礎

2
0
d
以

上

2
0
d
以

上

かぶり厚さ

余長4d

Ｃ ＬＣ Ｌ

20d(両側) 40d(片側)

フック無しフック付き

(4) 基礎接合部の補強

2

1

Ｌ
 
o
r
Ｌ

3

≧
1
5
d

Ｌ

1

4
0

7
0

Ｗ1

Ｌ
1

Ｌ
2

Ｈ

45ﾟ～60ﾟ

Ｌ

300

500＜Ｈ≦1000

※印筋はＤ10－＠200とする

Ｌ
2

3
－

Ｄ
1
3

※
※
※

※※※

Ｗ の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、

　 配筋は同厚の壁リストにならう

梁
幅

Ｈ≦500は※印筋は不用とする

1

1

(3) べた基礎

５．耐力壁

幅止め筋Ｄ10

捨コンクリート

敷込み砂利(割栗)

フーチング

打継ぎ面床スラブ

壁縦筋

フーチング主筋

打継ぎ面

曲げ　
補強筋

折り曲げ
不可　　

Ｌ
2

Ｌ
2

布基礎２回打ち(フーチングと
立上り部分を分ける)の場合

布基礎交差部の配筋(平面)

原則として基礎ばり下端主筋・ベース筋
配力筋および交差部ベース筋を配置する
また､特殊な場合には､はかま筋を配置する

ベース筋の間隔は原則として20㎝以下とし

Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ Ｌ 以上2 交差部ベース筋

配力筋
(交差部まで延ばす)

基礎ばり
下端主筋

Ｌ 以上2
Ｐ：ベース筋の
　　設計間隔

配力筋の間隔は30㎝程度とする
Ｐ：ベース筋の設計間隔

8.(3)の上･下筋
を読み替える

Ｐ
Ｐ

ベース筋

第１ベース筋
(直交布基礎の縁に配置する)

Ｌ形交差部

Ｔ形交差部十形交差部

Ｌ
2

Ｌ2

床スラブ

立
上

り
筋

曲
げ

補
強

筋

壁横筋

壁横筋
幅止め筋Ｄ10
縦横筋３段ごと

屋根スラブ

Ｄ13以上

Ｄ13以上

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

/
2

Ｐ
/
2

Ｌ
2

Ｌ
1

Ｌ
2

Ｌ
2

横
筋

ピ
ッ

チ
Ｐ

横
筋

ピ
ッ

チ
Ｐ

Ｌ2
Ｌ2

ロ

壁ばり主筋または
屋根スラブ交差部補強筋

ハ

壁 縦 筋

イ

ロ

鉄筋端の180°
フックを直交筋に
かけ掛け

鉄筋を90°に
水平(鉛直)に曲げ
直交筋外側に
回し配筋

(1) 縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

(2) 上・下階耐力壁の各種配置

180以上

イ

Ｌ2

片側・両側
スラブとも

両側スラブロ

複配筋

ハ

上階単配筋
下階複配筋

180未満

耐力壁と床・屋根スラブ

単配筋

ロ片側スラブイ

単配筋

(3) 耐力壁の縦・横筋の配置

４．基　礎

壁式鉄筋　　　
コンクリート造

６．使用可能な鉄筋の 大径（標準）

Ｄ22 Ｄ22 Ｄ25 Ｄ16 Ｄ16 Ｄ16

塀非耐力壁スラブ
布基礎
基　礎
基礎梁

壁　梁
がりょう
小　梁

耐力壁
部位

構造種別

Ｌ
1

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ
1

Ｌ
2

ＤＤ

ｅ ｅ

Ｌ
1

Ｌ
2

Ｌ2

延ばすと
施工がし
やすい　

上階耐力壁補強筋

壁ばり主筋

下階
耐力壁補強筋

壁ばり縦筋 絞る

Ｐ

第１縦筋Ｄ10以上 縦筋Ｄ10以上

Ｐ/2 Ｐ/2Ｐ/2Ｐ Ｐ Ｐ
調整区間Ｐ以下

15ｄかつ150

縦筋第１縦筋曲げ補強筋
2-Ｄ13以上

1
8
0
以

上

横筋Ｄ10以上曲げ補強筋
Ｄ13以上　

1
2
0
以

上

Ｐ ＰＰ/2

1
5
0
以

上

曲げ補強筋１本の場合

曲げ補強筋２本の場合
第１縦筋

注) 壁長1500以下の横筋はＨＯＯＰ状に加工すること

(4) 耐力壁が交差する場合(平面)

Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置ａ

ｂ Ｔ形交差部の縦・横筋などの配置

単配筋の場合 複配筋の場合

Ｌ
2

Ｌ

Ｌ
Ｌ

1

1

1

第１縦筋 通し筋
曲げ補強筋

ＰＰ/2 Ｐ

Ｐ
Ｐ
/
2

Ｌ
2

中心を超えて
から曲げる　

定着長さＬ

Ｌ
2

2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ
Ｌ2

1

Ｌ
2

Ｌ2

複配筋の場合

単配筋の場合

ｃ 十形交差部の縦・横筋などの配置

横筋(通し筋)

耐力壁

縦筋Ｄ10以上

横筋Ｄ10以上

第１縦筋

曲げ補強筋
Ｄ13以上

Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ
/
2

Ｌ2
Ｐ Ｐ

Ｐ
Ｐ

曲げ補強筋Ｄ13以上

縦補強筋
Ｄ13以上

横筋Ｄ10以上

縦筋Ｄ10以上

幅止メ筋Ｄ10 3本ごと

横
筋
と

同
径
同

間
隔

Ｌ
2

Ｌ2

複配筋の場合単配筋の場合

単配筋の場合

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ

横筋
縦筋

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

複配筋の場合

縦補強筋1-Ｄ13以上

縦補強筋4-Ｄ13以上

両側スラブ　　
両側スラブとも

ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径

d…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径

22 22

Ｄ19～Ｄ25

21　22.5　24

18

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上り部分
基礎つなぎ梁

(1) ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

ＨＯＯＰ＠150 補強筋

基礎梁主筋
(Ｄ13以上)

150以上 150以上

Ｌ
 以

上
1

a≧3

2

2

2－Ｄ16以上

2. ①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

3. ②の鉄筋はＤ13以上

4. 埋戻し土のある場合は40を70とする

1. 耐圧版鉄筋の継手位置は８－(1)床スラブを

   参考とする。但し上筋と下筋を読みかえる

または
フックつき

40d
30d

40d
30d

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 7 0 ／ 7 2

津 市 水 道 局

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（1）

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場



(3) 片持ちスラブ出隅部補強

(4) 床板開口部の補強

Ｄ13

一般の場合 下部防水立上りのある場合
Ｌ2 Ｌ2

Ｄ13

Ｄ10－＠400

Ｌ2 Ｌ2

Ｄ13

(4) コンクリートブロック帳壁

1
0
0
以

下

(但し、Ｈ＞800以上の場合、
設計図による)

Ｌ2

Ｌ
1

1
0
0
以

下

Ｌ
2

Ｄ10＠200ダブル

溶
接

　
＝

1
0
0

150 150 150 150150

壁長の大きい場合 壁長の小さい場合 無開口の場合

b　 小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ

0  /4

250

0  /30  /30  /3

250250

2
5
0
以

上

Ｂ
壁梁幅

(上端主筋継手位置)

*

**

2/3Ｂ以上

00.1  

0.25  0 0.3  0

0.15  0

1

Ｌ

Ｌ

2

3
Ｌ

あばら筋かけ始めあばら筋かけ始め

定 着
継手位置

(下端筋継手位置)

* １ヶ所で同時に多数の
  鉄筋を切らないこと。

(注) 圧接継手を用いる場合、継手間隔は400㎜以上とする。

外端 内端(連続端)

補強あばら筋は小梁主筋側
に必ず入れること。　　　（　　　　　　　　　　　　　　）

正
面

平 面 正 面 θ＝45°

Ｌ1

1

1

1Ｌ

Ｌ

Ｌ

斜め補強筋

周囲補強筋

1
Ｌ

床板厚さＤ 周 囲 斜 め

各2－Ｄ13

各2－Ｄ13 各2－Ｄ13

各1－Ｄ13

150＜Ｄ≦200

   　Ｄ≦150

0

　
/2

1
Ｌ

上筋

下筋

1200＜　≦1500

　
/2

1
Ｌ

　≦1200

上端筋

4-Ｄ13(　＜900)

5-Ｄ13(900≦　≦1200)

上端筋

5-Ｄ13かつ

上筋径以上

下端筋

5-Ｄ13かつ

鉄筋長は上筋の1/2以上

によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

設備の小開口が連続してあく場合注)
は縦、横、斜補強筋とは別に開口

を開口をさけて補強する。

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ13

1
Ｌ

1Ｌ

2Ｌ
1

孔と孔のへりあき100以上

(開口の径500以上の場合)

1Ｌ

Ｄ
1
0
＠

4
0
0

注) hはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、200≦h≦400

0

注) 鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

注) h ≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25t以内に壁、又は柱がある場合は除く。

Ｌ2 Ｌ2

Ｄ13 溶接　＝100

t

h
0

横筋Ｄ10－＠600

Ｌ2 Ｌ2

t

h Ｌ
2

Ｄ10＠400

Ｄ13

h
0

横筋Ｄ10＠600

150400 400 400

1
8
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400 400

Ｄ10

Ｄ10

Ｄ10

Ｄ13

Ｄ13

横筋用ブロック

150 150

1
0
0

1
0
0

3
0
0

3
0
0

4
0
0

4
0
0

1
4
0
0

1
4
0
0

1
8
0
0

1
8
0
0

120

150

5
0

5
0GL GL

道路

400 400

Ｄ10 控壁用型枠
ブロック

高
さ

2
2
0
0
以

下

Ｄ13

Ｄ13

Ｄ10

壁の高さの
1/5以上の控壁

控壁間隔3.4ｍ以下空洞ブロック
390×190×120

控壁のある塀例 高さ2.2ｍ以下

壁厚15㎝以上 (高さ2ｍ以下は12㎝以上)

立面配筋図

立面配筋図

断面配筋図

一般部断面配筋図 控壁部断面配筋図

(2) 屋根スラブの補強

１１．梁貫通孔補強

リング型 パイプ型 金網型 プレート型

(使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せのこと)

2－Ｄ16

(1) 既製品

(2) 鉄筋標準配筋 但し φ≦Ｄ/3とする

１２．コンクリートブロック塀

(1) ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造

80≦φ≦100

折　筋

縦　筋

2－(2－Ｄ13)

100＜φ≦150

折　筋

縦　筋

横　筋

2－(2－Ｄ13)

2－(2－Ｄ13)

150＜φ≦250

縦　筋

横　筋

斜　筋

　縦筋
上
下

2－(2－Ｄ13)

4－(2－Ｄ13)

ＳＴ 2－Ｄ13－100＠

ＳＴ 2－Ｄ13

ＳＴ 2－Ｄ13－100＠

１０．その他

120以上

手摺

Ｈ

Ｄ13

Ｄ10＠150

パラペット
150以上

Ｄ13

Ｈ

Ｌ
2

Ｄ10＠150ダブルＬ2 Ｌ2Ｌ2

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ1

水平定着

水平定着

水平定着
水平定着

水平定着 水平定着

水平定着

上階
一般階

基礎

　＝1200 　＝1200 　＝1200

1－Ｄ13以上
（外壁）

2－Ｄ13以上
（内壁）

1－Ｄ13以上
（外壁）

2－Ｄ13以上
（内壁）

標準継手位置

上端筋

下端筋

短 辺 方 向

長 辺 方 向

短辺・長辺方向

Ｂ

Ｂ

Ａ　Ｃ

30
Ｌ3

※

補強筋Ｄ13以上
片持スラブ

Ｌ
2

Ｌ
2

曲げ補強筋Ｄ13以上
（壁縦筋とは別に
　配筋する）

縦筋

スラブ

他端にスラブがある場合 他端にスラブがない場合

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＣＣ

Ｃ Ｃ

ｙ

　
/
4

　
/
4

y
y

15d

10dかつ150以上

Ｌ2

Ｄ13
肩筋Ｄ13以上

15d

1
0
d
以

上

　補強筋は各3-Ｄ13又はスラブ主筋の同一径ａ
　で　=1,500とし、上端筋の下に配筋する
　※の個所(入隅)は各階補強するｂ

Ｌ2

(1) 手摺、パラペット

2-Ｄ13
(上下各1本)
はり壁に定着

2-Ｄ13
(上下各1本)

斜めの補強筋
2-Ｄ13　Ｌ＝1,100㎜
(上端筋の下へ配筋する)

Ｄ10

Ｄ10＠250

4d

Ｄ13以上
Ｄ10＠250 Ｄ13

Ｄ13 Ｄ10

1,200以下 50

　t以上
1
2

　t以上
3
4

25d

Ｌ2

ＳＴ 2－Ｄ13－100＠

φ φ φ

φ＞250

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

※部分について計算で

　確認された場合は右

　記の位置、寸法によ

　らなくて良い。

Ｄ

45°

2φ 2φ

Ｌ2

Ｌ
2

2

φ

Ｌ

2
5
0
以

上
2
5
0
以

上

※
※

(スターラップ補強範囲)

1(φ ＋φ )×3/2以上2

φ1 φ2

貫通孔が連続して間隔等が取れな
い場合は設計者又は工事監理者と
打合せのこと。　　　　　　　　

a.塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は2.2ｍ以下。

b.塀の厚さは、塀の高さ2m以下の場合は12㎝以上、2ｍを超える場合は15㎝以上。

c.地盤が液状化の恐れのある砂質土および軟弱土の場合は、別途検討する。

d.鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。
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0
0
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1
4
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0

1
0
0

3
0
0

4
0
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高
さ

1
2
0
0
以
下
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150

5
0 GL

道路

Ｄ10
基本ブロック 横筋用ブロック

Ｄ10
Ｄ13

Ｄ13

Ｄ10

Ｄ10

Ｄ10 Ｄ10

かさ木ブロック

空洞ブロック 390×190×120

控壁のない塀例 高さ1.2ｍ以下
縦筋は、ブロックの空洞部分で重ね継ぎをしてはならない

設置可能範囲　梁端部(スパン　/10以内かつ1.2Ｄ以内)は避ける

７．壁梁、小梁

９．階　段

(2) 壁梁の範囲

(3) 定着

(1) 壁梁の標準配筋図

(5) 壁梁と壁のおさまり

８．床　板

(1) 定着および継手

(4) あばら筋の型

(5) 床板段差

Ｄ Ｄ
以

下

2Ｄ

1Ｌ

Ｄ13

Ｄ16

Ｄ16

Ｄ
＜

Ｈ
≦

2
Ｄ

500 500

1Ｌ

Ｄ16

2Ｄ
Ｄ10－＠150

Ｄ
＜

Ｈ
≦

2
Ｄ

1Ｌ

1Ｌ

中央

端部

2Ｄ

Ｄ Ｄ
以

下

Ｄ13

端部

中央
1Ｌ

Ｌ

2Ｄ

1

600

折曲 Ｄ10－＠200

Ｄ10－＠200

b　 間仕切壁との交叉部

50300

Ｄ13

Ｄ
Ｄ

1200×600以下

2－Ｄ16

250

Ｄ13－＠200ダブル

2
0
0

1Ｌ

1
Ｌ

(7) 釜場

(8) 打継ぎ補強 (ダメ穴打継面について)

　設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2Ｌ 以上●

●　無筋部分Ｄ10－＠200　長さ800以上

1

Ｄ10－＠150

(6) 土間コンクリート

6
0
0

6
0
0

6
0
0

600 600 600

Ｌ

Ｌ

ＬＬ

Ｌ Ｌ

2

2

2

2

2 2

Ｐ Ｐ〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

壁梁の長さ

Ｌ1 Ｌ1

2段筋

2段筋

腹筋

Ｌ1

幅が18㎝以上の場合は閉鎖型

幅止め筋Ｄ10－＠1000以下
調整区間Ｐ以下

水平補強筋
1－Ｄ13以上
　＝1200

水平補強筋
1－Ｄ13以上
　＝1200

水平補強筋
1－Ｄ13以上
　＝1200

Ｒ階

水平補強筋
1－Ｄ13以上

水平補強筋
1－Ｄ13以上

水平補強筋
1－Ｄ13以上

a　 壁梁

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋　
　　標準図(１)の2－(3)による。

(イ) 原則として　のフック先曲げとする。

   　片側床版付(Ｌ型)梁で　、

   　両側床版付(Ｔ型)梁で　とすることがげきる。

(ロ) フックの位置は　にあっては交互、

   　　にあってはスラブ側とする。

ａ

ａ

ｂ

ｃ

あばら筋

複配筋 単配筋ａ ｂ ｂｃ ｃ

6d

6d

8
d

4
d

Ｌ2

スラブ

補強筋Ｄ13以上

複筋梁 単筋梁

逆梁

Ｄ13 Ｄ13

Ｄ16 Ｄ16

Ｄ19

180 180

180 190

190 200

195

195

200

205

210

220

曲げ補強筋 曲げ補強筋

Ｄ13 Ｄ13Ｄ16 Ｄ16

Ｄ19

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする

壁シングル配筋 おさまりＡ

壁梁鉛直断面

おさまりＢ

壁ダブル配筋

曲げ補強筋曲げ補強筋

(単位 ㎜)

はり幅の 小寸法(構造体寸法)

(注) かぶり厚さ40㎜の場合

Ｌ1 Ｌ2 Ｌ
2 　/4

x

x 　/4x

a　 軽作業の土間

a　 片持床スラブ
b　 一般床スラブ

ｂ

　　片持ち階段

Ｄ13以上

Ｄ13受筋 床板厚(平面)

t

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 - - - 図 面 番 号 7 1 ／ 7 2

津 市 水 道 局

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場

壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（2）
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(見上げ図)

※ 壁：W18

900900

9
0
0

9
0
0

4
,
5
0
0

B

A

5,000
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１階床伏図　1/100

(見下げ図)

※ 　　　 ：土間コンクリート

PL-(2) Ｎ-径 （mm）

プレート厚 ボルト

Ｐ Ｃ
符 号 タイプ 断 面 寸 法

PL-(1)

2B20

鉄骨小梁リスト

接合部タイプ － １

10

Ｐ
Ｃ

Ｐ
Ｃ

Ｎ
(片側)

PL-(1)

PL-(2)

接合部タイプ － ２

10

Ｐ
Ｃ Ｎ

PL-(1)

Ｐ Ｃ※ボルトピッチ（   ）は、上記リストに記入の無い場合は、鉄骨標準図の標準ピッチとする。

備　考

60H-200×100×5.5×8 PL-6 2-M16

B1
H-200×100×5.5×8

B.PL-12
50 50

50

B.PL-220×300×12

(SN490C)

フック付き  (SS400)

A.BOLT　4-M16

L=320  Ｗナット締め

※ 梁鋼材は SS400 とする。

10
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G.PL-6
2-M16

120

15
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220
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位　置

※幅止メ筋　D10-1,000@

G1

全断面

符　号 B1

中央端部

梁リスト　　1/30

180

6
00

備　考

肋　筋

腹　筋

上端筋

下端筋

□-D10-200@

2-D16

4-D16

2-D16

2-D16

2-D10

断　面

開口部
補強筋

※幅止メ筋　D10-1,000@

端部補強筋

縦　筋 横　筋
[断面図]

下端部
 2-D13

上端部
 2-D13

壁リスト　　1/30

斜め筋

備　考

符　号

横　筋

縦　筋

横　筋

縦　筋

断　面

W18

[平面図]

D10-200@(ダブル)

D10-200@(ダブル)

180

隅角部
 4-D13

Ｔ端部
 4-D13

末端部
 2-D13

2-D13

2-D13

1-D13

軒高

180

1,
1
90

□-D10-200@

2-D13

2-D13

4-D10

符号

スラブリスト

長 辺 方 向位置 短 辺 方 向

下端筋

上端筋

版厚

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

CS1

250

150

150

S1

S2

D13-200@ D13-200@

D10,D13-200@D10,D13-200@

D13-200@ D13-200@

D10,D13-200@D10,D13-200@

※土に接するスラブには、地業を施すこと

D13-200@

備　考

D13-200@ 出隅部補強筋 5-D13

土間ポーチ配筋図 　1/30
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A通り軸組図　1/100
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STP □-D10-200@

上端主筋
2-D13

G1下端主筋
2-D13

腹筋2-D10

W18
縦横筋共
D10-200@
ダブル

開口補強筋
2-D13

開口斜筋
1-D13

開口斜筋
1-D13

開口斜筋
1-D13

開口斜筋
1-D13

端部縦
補強筋
2-D13

端部縦
補強筋
2-D13

端部縦
補強筋
2-D13

端部縦
補強筋
2-D13

端部縦
補強筋
2-D13

端部縦
補強筋
2-D13

スラブ受筋
2-D13

縦筋：下部構造躯体へ
40d以上定着のこと

スラブ受筋
2-D13

4,500

2通り配筋詳細図　1/30
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D10,D13-200@ D10,D13-200@

ﾎﾟﾝﾌﾟ井図面による

※ 水槽はﾎﾟﾝﾌﾟ井図面参照

※ 水槽はﾎﾟﾝﾌﾟ井図面参照

工 　 事 　 名

工 事 場 所

図 面 名 称

縮 尺 図 示 図 面 番 号 7 2 ／ 7 2

津 市 水 道 局

構 造 図

津 市 白 山 町 藤 地 内

平 成 2 8 年 度 　 簡 水 第 ２ 号
白 山 地 域 簡 易 水 道 統 合 整 備 事 業 に 伴 う
第 １ ・ 第 ２ 送 水 ポ ン プ 場 設 置 工 事

 ※この図面はＡ１サイズを原寸とする。

第 ２ 送 水 ポ ン プ 場


